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　　　　プロローグ




　学校の正門が見えてくると、少年少女は並んで立ち止まった。

「すげえな……」

　自然と慎しんの口からそんな言葉が出てくる。

　都会から外れた山中に建てられた校舎は、とにかく広い。ここからでは全く全容が摑つかめず、どこかのテーマパークかという気になってくる。

　二人がこの春から通うことになる学校だ。

「お嬢じよう。さっさと行くぞ」

　入学の前に必要な手続きが色々とある。そのために今日は貴重な春休みを割さいて、わざわざこうして足を運ぶ羽目になったのだ。ささっと済ませて早く帰りたい。

「おい、お嬢。聞いてんのか？」

「そんなことより慎、見てください！」

　隣となりに立つ少女──椋りよう子こが空のどこか一点を指差していた。

「あの雲、シュークリームみたいな形しています！」

「……どれだよ。似たようなのばっかでわかんねえよ」

「そういえば『たい焼き』ってありますよね。あれにもクリームが入ってるんだって！」

「はあ？」

「クリームパンでも、シュークリームでもないのにです！」

「……」

　椋子は満面の笑えみで、両手を大きく広げる。

「焼きたてであったかいんです！　でね、外がカリカリしてて、でも中身の甘さはとろける感じで、すっごくおいしいんだって！　慎は食べたことありますか？　わたしはね！」

「喋しやべるな」

　慎は厳しい口調で遮さえぎった。

「大して意味の無いことを喋るな。余計な無む駄だ口ぐちを叩たたけば叩くほど、小物っぽく見える」

「っ……」

　椋子はわたわたと、慌あわてて両手で口を押さえる。

「行くぞ」

　校門に向けて歩き出す慎。ついてきた椋子が「ふぁ」と声を漏もらした。

「とても大きいですね……まるで遊園地みたいです」

「まあ、俺達が通ってた地元の公立中学とは全然違ちがうだろうよ。なにせここは由ゆい緒しよある名門私立校、天てん藍らん高校なんだからな」

　椋りよう子この顔がピキと凍こおりつく。

「ほほ、本当に……ここっここがですか？　場所、間ま違ちがえてませんか。が、学校が、こっ、こんなに大きいわけ、ありません！」

「なに言ってんだよ。ここに決まってんだろ」

　この山の中にここまで広い敷しき地ちとなると間違えようがない。一応、校門辺りを確かく認にん。表札には、格式高そうな字で『私立天てん藍らん高校』と書かれている──ガコッと。

　瞬しゆん時じに移動した椋子が、両手で表札を引ひっ剝ぱがした。真ん中あたりに膝ひざを入れてベキッとへし折る。

「お前なにしてんの!?」

「気のせいです、慎しん。ここが天藍高校と証明できるものはなにもありません。慎はおっちょこちょいですね。場所を間違えたんです」

「…………」

　あー。いい加減、ムカついてきたわ。

「仕方ないですね。今日のところは出直しましょう。あ、そうです！　ここに来る途と中ちゆうでテントウムシをたくさん見つけました！　せっかくなので、少し遊んで……ぴゃあ！」

　校門前でうだうだ言う椋子に、慎はショルダーチャージをかます。

　強ごう引いんに校門の中に押し込んだ。

「ひ……ひゃ……あああーーーーー！　嫌いやです！　今日は、今日だけは駄だ目めなんです！　お腹なかが！　わたし、月に一回くらい、とても痛くなるんです！」

　地面をのたうちながら「うう」と校門の外へ手を伸のばす。

　慎が足で蹴けり返した。

「ひ、ひどい！　今回は本当に噓うそじゃないんです！　わたし、もう……ぐええええ……」

　うずくまってプルプル震ふるえる椋子。

　慎は冷めた目で見下ろし、「どうしてこうなった」と内心毒づいた。







　中学二年の冬頃ごろのこと。

「お前には私立天藍高校に通ってもらう」

　その男があっさり言い放った一言で、赤あか津つ慎の進路はあっさり決定された。

　日本を古くから支えてきたとされる四つの一族、通つう称しよう『四よん家け』。

　そのうちの一つ『竹たけ御み代だい』の当主とされるのが、目の前の男。

　しかし慎にとって、そんな大だいそれた設定なんかどうでもよかった。

　こいつは自分の家族のささやかな幸せをブチ壊こわした、憎にくむべき存在だ。

（俺は金持ちとか権力者が嫌きらいだ）

　何な故ぜならそういう奴やつらは例外なく調子に乗ってやがるから。

　他ほかの人間の幸せを、当然のように踏ふみにじるから。

「……なんだ？　何か言いたいことがあるのなら、はっきり言うといい」

「いえ、なんでもありません！　話をお続けになってくだせえ！」

　睨にらまれた！　目め力ぢからすげえ！　こええええ！

　慎しんはオキアガリコボシになったつもりで全身でペコペコしまくった。

（あ、あぶねえ……）

　四よん家けの機き嫌げんを損そこねると四し国こくが滅ほろぶ、みたいな話を日本史の先生がしていたことを思い出す。気分次し第だいで日本の十分の一くらいはどうとでもできてしまう、それくらいの影えい響きよう力りよくが四家の人間にはあるというのだ。

　中ちゆう途と半はん端ぱな反骨心で四国を滅ぼすわけにはいかない。若者に大事なのは、謙けん虚きよさだ。

「知っての通り、私の娘むすめも中学を卒業した後は天てん藍らん高校に通うことになる。高校からの外部生としてな。だが、まだまだ出来の悪い娘だ」

「確かに」

「……ん？　何か言ったかね？」

「きき、気のせいであります！」

「天藍高校での三年間で竹たけ御み代だいの名に恥はじぬ者となるべく、大きく成長してもらわなければならん。お前には同じく外部生として天藍高校に入り、娘を陰かげで支え、導いてもらいたい。将来の執しつ事じ候補としてな」

「はあ……執事候補ですか」

　つまり執事ですらない。下げ僕ぼくみたいなもんか。

「娘が天藍高校を首席で卒業すること。それを条件としよう。達たつ成せいの暁あかつきにはお前にも一定の功績があるとし、卒業後は正式に竹御代の執事として迎むかえ入れよう。お前の家が抱かかえた負ふ債さいもこのまま全すべて帳消しにしてやる」

　この話を受け入れることで、母や妹の平へい穏おんは保障される。

　同時に、慎にとっては自分の高校時代の青春やらその先の人生は、全てこの竹御代のものとなってしまうことを意味していた。

「なんか、漫まん画がみたいですね」

　これが出来の悪いフィクションの世界だったらどれだけ良かっただろう。

　けど、残念ながら、これは現実だ。




　──そして現在。

「向き合えよ！　現実と！」

　慎は現実と戦っていた。

「うう。もう、帰りたいです……」

　現実に向き合えない少女を、必死で説得していた。

　四よん家けの一つ『竹たけ御み代だい』直系の娘むすめ、竹御代椋りよう子こ。

　天てん藍らん高校に通うことを嫌いやがるこのお嬢じよう様を、とにかく学校まで連れて来ることが慎しんの最初の仕事だった。学校に来るまでの間も椋子が色々とグズったせいで倍以上の時間がかかったし、今も校門に入ってすぐのところで、もうかれこれ十分以上足が止まってしまっている。

「安心しろお嬢。まだ春休みだし、学校にはほとんど誰だれもいないから。手続きの方も、今回は俺が全部やってやるから。お前は黙だまって横に立ってるだけでいいから」

　少しでも安心させてやろうと、譲じよう歩ほしてやる。こいつは極度の人見知りで、肉親とか慎のように馴なれた相手としか、まともな会話もできない。

「あ。アリさんです。ここ、アリさんの通り道になっているようですよ！　慎、見てください！　どこまで続いているのか、確かめてみませんか！」

　人が苦手過ぎるせいで、虫に心を開いてしまっている。

（潮しお時どきか）

　いつまでも、こんなところでグズグズやっている場合じゃない。休みとはいえ職員や生徒も何人かいるはず。こんな無様なところを、見られるわけにはいかない。

「お嬢、立て」

「……は、はい」

　慎の有う無むを言わせぬ声に、椋子はしぶしぶ立ち上がる。

　なんだかんだでわかっているのだ。自分がワガママを言っているということを。

「し……慎。ごめんなさい。わたし……」

「まずその呼び方はやめろ」

「え……」

「そんな風に呼んでると、まるで幼なじみみたいだろ」

「お、幼なじみですよ？」

「確かに小学校と中学校は一いつ緒しよだ。けど、俺達の間にはそれ以上の壁かべがある」

　突つき放すような言い方に、椋子はしょんぼりする。

「顔を上げろ」

「あ、あの雲もヘンです……トウモロコシみたい！」

「上げ過ぎだ！　雲の形とか気にしてる場合か！」

「は、はい！」

　ピシィッ、と椋子は背筋を伸のばす。

「……うん、いいぞそんな感じ。もう少し顎あごを引いて。そう、よし。正面だけを見るんだ。何が見える？」

「こ、校舎があります。とても、大きいです……」

　ようやく椋りよう子こが天てん藍らん高校の校舎を見てくれた。

「大きいのは果たして形だけの話か？」

「えっと。どういう、ことですか？」

「ここは古くからある日本屈くつ指しの超ちよう名門校だ。これまでも多くの名家の人間が通い、卒業後も様々な分野で活かつ躍やくしている。長い歴史の中で、日本を支えてきた学まなび舎やと言っても過言じゃない。どうだ？　それだけの大きさとか重みを感じないか？」

　椋子がハッとした顔をする。

「か、感じる……気がします！」

「改めて確かく認にんするぞ。お前はこの学校に通うことになったわけだけど……その目的は何だ？　この学校で、お前が果たすべきことは？」

「わ、わたしの、果たすべきこと……家の名に恥はじない人間になること。あと、えと、この学校でたくさんの結果を残して、首席で卒業すること……」

　椋子は徐じよ々じよにガタガタと震ふるえ始めた。

　この学校の凄すごさ、自分のするべきことの重さに、今にも押し潰つぶされそうだ。

「安心しろ。いくら超名門校とはいえ、お前が気き後おくれするほどじゃねえ。なにせお前は血統じゃ誰だれにも負けてない。サラブレッドの中のサラブレッドなんだからな」

「わたしの、血統」

　椋子が気持ちを落ち着かせるように、瞳ひとみを閉じる。

「自分に宿る血統の重みを自覚しろ。そうすれば、自おのずと世界は違ちがって見えるはずだ。お前はあの『竹たけ御み代だい』なんだからな」

「そうだ。わたしは……」

（ここだ！）

　べろん、と。

　慎しんは椋子のお尻しりを撫なで上げる。




　──瞬しゆん間かん、彼女をとりまく空気が一変した。




「そっか。わたし、竹御代なんだっけ」

　今までとは別人みたいな、自信に満ちた声だった。

「歴史ある学び舎？　なにそれ。結局はただの無機物の塊かたまりでしょ」

　目を開き、校舎を眺ながめるその堂々とした佇たたずまい。

　華きや奢しやな体は儚はかなげながらも咲き誇ほこる花のような、凛りんとした力強さを感じさせる。

　色素の薄うすい髪かみは光を受けてキラキラ輝かがやき、神秘的な存在感をただよわせている。

（く……これは！）

　その姿に、慎しんは思わず目を奪うばわれた。

　そう。こいつはなんだかんだで竹たけ御み代だいのお嬢じよう様。

　一見アホっぽいようで、生まれながらに支配者の血を宿している。

　慎の暗示が、彼女のそんな一面を見事引き出したのだ！

「そういえばさ、赤あか津つ」

「な、なんだよ」

　思わぬ迫はく力りよくに気け圧おされながらも、慎は返事をする。

「さっきわたしのことをサラブレッド……馬扱あつかいしなかった？」

「あ、いや」

「でも立場からしたら、馬はあんたよね」

　その酷こく薄はくな物言いに、なんかこう、ゾクリときた。思わず平へい伏ふくしかけた。校舎まで彼女を乗せて走りたい。背中が疼うずく。彼女のお尻しりを乗っけたい！

「どうぞ！」

　気がつけば慎はその場で四よつん這ばいになっていた。乗ってください、と目で訴うつたえる。

「気持ちは嬉うれしいけど、遠えん慮りよしとくね。だって、歩いた方が早いし」

「確かに！」

　慎は慌あわてて立ち上がろうとし、

「でもせっかくだし、帰りは乗せてもらおうかな。だからさ、あんたはそのままここで待っててよ。別に手続きくらい、わたし一人でもできるから」

「ありがとうございます！」

　竹御代椋りよう子こが校舎へと歩いていく。その歩みに、一いつ切さいの迷いはない。むしろ天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん、覇は王おうの風格すらただよわせている。

「……やってやるよ、オッサン（竹御代当主）」

　四つん這いになったまま、慎は決意を口にする。

　自分の目標は、主あるじである竹御代椋子を首席で卒業させること。

　色々と残念な面も多いお嬢様だが、それができるだけの潜せん在ざい能力は十分に持ち合わせている。足りない部分は俺が補えばいい。

　竹御代椋子の覇道は、ここから始まるのだ。




「ここが天てん藍らん高校。吉きつ星せいの加護を受けし恵めぐまれた者共の巣そう窟くつ」

　主を待つことかれこれ五分ほど。

　四つん這いになる慎の目の前に、誰だれかが立っていた。

　漆しつ黒こくの髪かみと、中学校の制服らしきものの上から羽織られたフード付きの黒パーカー。

　黒で彩いろどられた姿は、どこか魔ま女じよのような雰ふん囲い気きを醸かもしている。

　見た目こそ小こ柄がらで幼い感じだが、ギリギリ同年代くらいだろうか。

（今日ここにいるってことは……まさかこいつも高校からの外部生か？）

　つうか、さっきの何だろう。

　俺に言ってたんだろうか。

「私が凶きよう星せいとなり、全すべての吉きつ星せいを奈な落らくに堕おとす。そして、教えてあげる。奈落の闇やみから見上げる、小さな星々の輝かがやきの尊さを」

　少女は慎しんに目もくれずそう呟つぶやき、校舎に向かうのだった。
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　入学式の当日。

　慎しんと椋りよう子こは学校に向かって電車に乗っていた。

「電車って、速いんですね！」

　椋子は窓から見える景色に興味津しん々しん。初めて電車に乗った子供みたいなはしゃぎようだ。

（ってそういや二回目だっけか、こいつ）

　ちなみに初めては、入学前の手続きで学校に行った時だ。中学までは地元の公立学校だったし、普ふ段だんの生活では専もつぱら車、たまに飛行機に乗るくらいで、電車とは無む縁えんだったらしい。

　そういうわけで、このお嬢じよう様は今まで電車に乗ったことないのにいきなり電車通学というよくわからない事態に陥おちいっているのだ。

　お嬢様だからって車で送そう迎げいなんてのは漫まん画がの世界だけ。自力で学校まで行き帰りするのも、大事な勉強のひとつだ。四よん家けの当主も、そのあたりの空気は読めるらしい。

「慎！　さっきから車をゴボウ抜ぬきです！　ああ、今バイクまで抜きました！」

「おい、あんまし騒さわぐんじゃねえよ」

「これだけの人を乗せて、こんなに速く走れるなんて。電車って本当に力持ちです！」

　こいつはもう少し空気読めよ。

　今は通勤ラッシュの時間帯だけに、社会人とか学生でぎゅうぎゅう詰づめだ。とても嬉うれしそうに騒ぐ空気じゃない。

「こんなにたくさんの人、みんな、どこに行くんですか？」

「んなもん会社とか学校に決まってんだろ。俺達と一いつ緒しよだよ」

「そうなんだ！　こんな狭せまい場所にもたくさんの人がいて、それぞれの目的があって、それぞれの人生があって……そう考えると、なんか不思議です！」

「そんなもん、見方次し第だいだろ」

　慎は顎あごで窓の外を差し示した。

　線路は高こう架かになっていて、ちょうど繁はん華か街がいの様子が見下ろせる。通勤と通学の時間帯だけあって、多くの人々が慌あわただしそうに行きかっている。

「同じ人間でも、こうやって高みから見下ろせばどうだ。ちっぽけに見えないか？」

「ん……そう、かな」

「まるで蟻ありそのものだ。哀あわれだよな」

「でもアリさん、かわいいです。別に哀れじゃありません！」

　なにキレてんのこいつ。

「蟻はいいんだよ。蟻は生まれながらにして蟻なんだからな。でも、人間はどうだ？」

「あっ……」

　椋子はハッとなる。

「人には感情がある。それぞれの価値観や想おもい、夢がある。でもそんなもの、社会から見たら何の価値もない。誰だれもが社会の歯車の一つでしかない。人としての本質を忘れ、ただ日々の仕事や学業に忙ぼう殺さつされ、社会のために働かされるだけの、哀あわれな蟻ありでしかないんだよ」

「そっか……なんか、悲しいね」

　椋りよう子こは窓の下の人間に、憐あわれむような目を向けるのだった。

（ふう。やっと大人しくなったか）

　こいつは四よん家けの者として、いずれは人を支配する側がわに立つことになる。

　支配される側一人一人に感情移入してるようでは格好がつかない。

（こういうのを教えこむのも、俺の役目だからな）

　さて、いよいよ今日は天てん藍らん高校の入学式だ。

　外部生として竹たけ御み代だいのお嬢じよう様が入学するということは、もう知れ渡わたっているだろう。どんな凄すごい奴やつが来るのかと、注目もされてるはず……

　これぞ竹御代のお嬢様だってところを、見せてやらないとな。

（できるのかね、こいつに）

　すげえ不安だ……

「し、慎しん！　大変なことが起こりました！」

「ほら早さつ速そく来た……で、なんだよ」

「き、切きつ符ぷ！　無くしちゃったかも……です」

「はあ？　あれだけ無くすなって言っただろうが！　何度も何度も！」

「え、えっと。ちゃんと大切に、スカートのポケットにしまったんです。でも、本当に入れたか不安になってきて。無くなってたら、どうしよう……」

「そんなの確かく認にんすりゃいいだろうが……あ」

　そういえば電車の中はぎゅうぎゅう詰づめで、非常に身動きが取りづらい。

　ポケットを確認するほどの余よ裕ゆうが無いのだろう。

「慎のところからなら、わたしのポケットの中を確認できませんか？」

　慎がいるのは、椋りよう子この真後ろだ。息を吸う度たびに彼女お気に入りの桃もものシャンプーの匂においが脳に侵しん食しよくしてくるほどの密着具合。確かにここからなら届きそうではある。

「ったく、仕方ねえな。俺がちゃんと確認してやるから」

　と、そこでふと根本的な疑問が浮かびあがる。

（スカートのポケットってどこにあるんだ？）

　適当にあたりをつけて手を伸のばしてみる。

（ここか？）

　ふにょ……

　慎の右手は不思議な弾だん力りよくめいた感かん触しよくに行き当たった。「んっ」ポケットの感触ではない。

（こっちか？）

　むにゅ……

　折り目に指を突つっ込んでみると、やわらかい質感で押し返してくる何かがあった。「あっ」だが、これもポケットとは違ちがう。

（つうか、さっきからなんなんだよ）

　スカートを探さぐる度たびに、椋りよう子こから艶つやっぽい声があがる。

　スカート生き地じとは別の、この独特の感かん触しよくは──もしや。

（だめだ、余計なことを考えるな）

　気を取り直し、今度は点ではなく面で攻せめる。スカートの広こう範はん囲いを撫なでるような手つきでふにゅふにゅと。そんな感触が連続して「ん……ん……っ」伝わってくる。

　椋子から変な声が漏もれる度、また余計な想像がかきたてられる。

「おい、声を出すんじゃねえよ。周りに気付かれるだろうが」

「は、はい……」

　椋子はなにかに耐たえるように、こくこくと首を縦に振ふった。

　またスカート攻こう略りやくに戻もどる。もう、何も考えない。

　邪じや念ねんを完全に捨てたその境地は、もはや職人の域だ。素す早ばやく効率的に、決して漏もらさぬよう丹たん念ねんに。繊せん細さいさと大だい胆たんさという矛む盾じゆんを兼かね備えた究極の技術が、今の右手には宿っているのではないかという気さえした。
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　その結果──今までには無い、新たな感かん触しよくを得た。チクリと棘とげのような刺し激げき。

（これか！）

　多分、切きつ符ぷの角だ。

　位置さえわかればこっちのもの。気を落ち着かせるべく、息を吸う。

　椋りよう子こお気に入りの桃もものシャンプーの匂においが脳に侵しん食しよくする。

（桃？　いや違ちがう。桃にここまでの弾だん力りよくはない）

　つまり先ほどから指を通して伝わる、まるであたたかいマシュマロに手を突つっ込んでるみたいな感触の正体は。

（そう、これは…………………尻しりだ！）

　──シリィィーン、と。

　慎しんの中で何かが覚かく醒せいした瞬しゆん間かんだった。

「し、慎……まだですか？」

「ああ。まだだ」

　噓うそではない。

　慎の手は既すでに切符に届いていたが、まだ終わりではない。

　何な故ぜならこの切符はもはや、自分が追い求めてやまなかった場所。

　桃とう源げん郷きよう──いや桃ではなく尻だった──尻源郷への片道切符なのだから。

　摑つかみ取れ！

「……んっ！　ん……あっ、ああああああ～～～」

　ガシッと。

　あともう少しというところで、誰だれかに腕うでを摑まれた。

　知らないオッサンがこっちを睨にらんでいる。

「ガキ……朝っぱら堂々と痴ち漢かんとはお盛んなことだな」

「ちょっ」




　こうして慎は痴漢として拘こう束そくされ、入学式に遅ち刻こくするハメになった。

　そして一週間の停学処分を受けた。




　　　　　　　　　　　　★　★　★




　──脅きよう威い！　三人の無法者、入学！




　入学式早々に食らった停学一週間。

　停学が明けてからさらに一週間。

　慎しんは屋上で弁当を食べながら、一枚の紙を眺ながめていた。

（脅きよう威いて）

　仰ぎよう々ぎようしい見出しから始まる、今日付けで発行された校内新聞。

　入学早々遅ち刻こくして停学処分を受けるという前ぜん代だい未み聞もんの超ちよう問題児三人の存在及およびそれに対する注意喚かん起きが書かれていた。

　その問題児三人の中には『赤あか津つ慎』の名前もある。

「なあ紘こう一いち。お前、この記事どう思う」

　慎は隣となりに目をやる。

　曽そ田だ紘一。雑に着き崩くずした制服からは、日焼けして黒みがかった肌はだが覗のぞいていた。

　紘一はパンをかじりながら文庫本を読んでいる。慎の話よりも読書に夢中みたいだ。

「お前、何読んでんだ？」

「ライトノベルだ」

「またかよ……」

　紘一が開いているのはちょうどイラストが描かかれたページだった。尻しり餅もちをついてぱんつ丸出しになった女の子の股こ間かんに、少年が後頭部を強打している。どういう状じよう況きようだこれ。

（しかし似合わねえな、相変わらず）

　紘一は有あり体ていに言えばクールなイケメン。リアルにモテそうな奴やつだ。

「む……また新しいヒロインが出てきたぞ。さて、主人公はどうやって、この娘むすめのハートをキャッチするのか」

「そのトーンでハートをキャッチとか言うな」

「まだ素す直なおになれないのか、この娘は。やはり、『リア充じゆう』への道は遠いのだな」

　ただ残念なことに、こいつは女子にモテる方法とかリア充になる方法をフィクション作品から学ぼうとしているのだった。

「紘一、前にも言ったけどよ。本気でリア充目指すならそれ読むのやめた方がいいぞ。ハーレム物ラノベなんてのは、むしろ人生リア充ルートから外れた奴が読むものだからよ」

「慎。お前、キスしたことはあるか？」

「聞けよ」

　紘一の目は至って真しん剣けんだった。本の中にそういうシーンが出てきたのだろうか。

（仕方ない、付き合うか）

　キス。男女の関係の中で、それは一つのゴールであり、目標のようなものだ。

　慎は色々な事情もあって、自分の青春というものを諦あきらめている。

　とはいえ慎も普ふ通つうの思春期男子、興味が無いわけじゃない。

「キスねえ……」

　瞳ひとみを閉じ、少しだけイメージしてみる。

「もちろん、母親とかはノーカンだぞ」

「ぶふぅっ!?」

　イメージ映像が母親になった。

「当たり前だろうが！　気持ちわりいこと言うんじゃねえ！」

「もちろん妹とかも無しだ」

「……っ！　あ、ああっ、あるわけねえだろっ」

「…………」

「…………」

「なんだその間まは。まさかお前、妹と」

　──ガチャリ。

　その時、屋上の扉とびらが開かれた。金きん髪ぱつ女子がバタバタ走ってくる。

「たたっ！　タイヘンだー！　タイヘンタイヘンタイヘンタイヘンタイヘンタイ」

　馬ま越ごし鈴りん。今年の春に『自由と成功の国』より帰国したというハーフ少女だ。

「ヘンタイだー！」

「言われてるぞ、慎しん」

「ま、待て。母親も妹も同じ身内だ、キスくらいで変態扱あつかいすんな」

「とにかくタイヘンなんだよ！　本当にもう！」

　さっきからうるせえなこいつ。

　慎は弁当箱から肉にく団だん子ごを突つき刺さし、鈴に向けてみた。

「とりあえず落ち着けよ」

「くれるの！」

　瞬しゆん間かん、鈴の表情がぱぁぁぁっと華はなやぐ。

「はぐはぐ。シン君の妹さんのお肉……おいしい……はぐはぐはぐ」

「なんか言い方グロいな」

　正確には妹が作った肉団子だ。

　妹はよく慎に昼食の弁当を作ってくれる。

「ねねっ。シン君シン君。もいっこだけ。もいっこだけチョーダイ」

「卑いやしい奴やつめ」

　慎はもう一個だけ差し出してやった。パクッと鈴が慎の箸はしに食いつく。

「うまうま。はあー……うまー」

　頰ほおをとろけさせる鈴を見て、慎は深く頷うなずいた。

　妹の弁当をおいしそうに食べてくれるのは、悪い気がしない。

「で、鈴。何が大変なんだよ」

「そう！　食べてるバーイか！　これ、見てー！」

　鈴りんがクシャクシャにしていた紙を広げて見せてくる。例の新聞だった。

「ああ、それか。俺も見たよ」

「ねえねえねえ！　これヒドくない？　ヒドいよね！」

　鈴が新聞の一部を指差す。

　そこには問題視されている三人の、問題視される所以ゆえんが書いてある。




　曽そ田だ紘こう一いち──暴行

　馬ま越ごし　鈴──食い逃にげ

　赤あか津つ　慎しん──痴ち漢かん




　三人は同時にため息をついた。

「軽く殴なぐったら向こうが勝手に鼻血出しただけなんだがな」

「おいしそうなパンが焼きたてだったから一個もらっただけなのにねー」

「たまたま手の届く範はん囲いに尻しりがあっただけだっつーの」

　理り不ふ尽じんな言いがかりも甚はなはだしいとばかりに。

　三人揃そろって不平を漏もらす。

「それも俺から仕し掛かけたわけじゃない。絡からまれたから仕方なく反はん撃げきしただけだ」

「ニホンの食べ物がおいしそうなのが悪いんだよ！　向こうなら一個くらいオマケしてくれるのに、ニホン人って心が狭せまいよねー」

「典型的な冤えん罪ざいじゃねえか。そもそもあいつが弁明してくれたら済む話なのに、駅員にビビって一人で逃げやがるし……」

　三人はそれを理由に、入学式遅ち刻こく＆一週間停学の凶きよう悪あくコンボを食らったのだ。

　今日もまた、こうして屋上に三人が揃う。

　というか周りから干されてるので、他ほかに居場所がない。

　鈴は「こんなものー」言いながら新聞をビリビリ破いている。

　紘一は「リア充じゆうがさらに遠のくか」と神しん妙みように呟つぶやいている。

　慎はそんな二人に言った。

「……まあ、そんな気にすんなって。なにせ俺達は『外部生』なんだからよ」

　天てん藍らんは中高の一いつ貫かん校で、超ちようがつくほどの名門校。生徒もそこそこ以上の家の奴やつだったり頭のいい奴ばっかりだ。しかしその一方で社会性に欠けたり、価値観が狭くなってしまう傾けい向こうがあるという。そこで今年度より初めての試みとして、高校から十数名の『外部生』を取り入れることになった。

「育ってきた環かん境きようも価値観も、なにもかもが違うんだ。ある程度は浮いてしまうのも当然だろ。むしろ俺達は、外部生としての役割を最も果たしてると言えるぜ」

「なるほどな」

「ふむ、シン君は言うことがいちいちカシコイね！」

　二人とも納なつ得とくしたようだ。紘こう一いちはまたライトノベルを読み始める。鈴りんはビリビリに破いた新聞を律りち儀ぎに集めて「ウヒヒヒヒ」と慎しんのポケットにねじ込んでくる。

（はあ、全くよ）

　よいしょ、と慎は仰あお向むけに寝ね転ころがった。

　四月半ばの空は透すき通るように青くて、たまに吹ふく風が心地ここちよい。時間はまだあるし、このままちょっとだけ昼寝するのも悪くない。

　ピルルル、と。メールの着信音に眠ねむ気けを吹き飛ばされた。「ああ、もう」と心の中で悪態をつき、携けい帯たいを確かく認にんする。

『早く教室に戻もどってきてください。わたし、もう耐たえられそうにありません』

（……一体どうしたってんだよ）

　無視するわけにも、いかねえよな。

　慎は仕方なく立ち上がり、一足先に屋上を後にする。

「んー？　シン君、もう行くの？」

「ああ。委員長様の呼び出しだからな」

　なんとなく、今日は面めん倒どう臭くさい昼休みになりそうだと思った。







「ねえねえ、あれって。赤あか津つだよね……クスクス」

「そ。入学式の日に電車でお尻しり触さわった変態。ププーッ」

　廊ろう下かを歩いていると、すれ違ちがった女子に笑われた。

（ふん）

　女子がこの手の噂うわさ話ばなしを好むのは、いかに名門私立校といえど同じなんだな。

（せめて聞こえないように言えよ……おふっ？）

　尻に生暖かい感かん触しよく。今度は男子だ。男子生徒にすれ違いざま、尻を触られた。

（今日はこれで七回目か……日に日に増えやがる）

　慎が痴ち漢かんをしたことは学年中に知れ渡わたっている。

　女子は慎を変態と嘲あざ笑わらうし、男子の間では慎の尻を触るというよくわからないブームが起こっているのだ。

　しかしあえてキニシナイ。廊下の窓の外に目を向けてみた。

　天てん藍らん高校の敷しき地ちは、学年ごとに分かれた校舎を始めとして、一いつ般ぱんの高校よりも多いであろう建物の数をもってしても、なお余りある広さだ。三階のここからでも、遠くまで見渡すことができる。

（……ん？）

　そんな中、慎しんは一人の生徒の姿を発見する。

　遠とお目めでも誰だれだかわかる、制服の上から羽織った黒パーカー。

（笹ささ川がわ小こ鉢ばちじゃねえか。どこ行くんだ、あいつ）

　入学手続きの時にも見かけた奴やつで、今や慎のクラスメイトだ。そいつが一人でふらふらと、どこかに向かって歩いている。あっちは確か、旧校舎がある方だ。

　小鉢といえば常に無表情で無口で、休み時間になるといつも教室からいなくなる、孤こ高こうを好む女子だ。いつも、何して時間を潰つぶしてんのかね。

　彼女も慎と同じ外部生。知り合いは少なく、教室には居づらいのかもしれない。

　それから男子に二回ほど尻しりを触さわられつつも、ようやく我がクラスの教室に辿たどり着く。

　教室の入口にはクラスと共に委員長の名前まで表示されていた。

　──一年七組

　──委員長　竹たけ御み代だい椋りよう子こ

（さて、今日も見せてもらうとするかね）

　四よん家けの一つ、竹御代のお嬢じよう様による見事な委員長っぷりをな。




「全員、着席！」

　慎が教室に入った途と端たん、そんな掛かけ声ごえが響ひびき渡わたった。

　クラス中がドタドタと慌あわただしく一いつ斉せいに自分の席に着く。

　そして一斉に、慎に汚お物ぶつを見るような目を向けてきた。

「あっ、赤あか津つだ！　キモッ！　うわっ、キモッ！」

「えー……もう帰ってきたのー？　せっかくの楽しい昼休みが台無しじゃんか」

　そんな感じの罵ば声せいが浴びせられる。

　慎は黙だまって自分の席に向かう。席に着こうとすると、両隣どなりの女子が慌あわてて机をズラして距きよ離りを空けた。

（俺はバクテリアか）

　席に着き、何食わぬ顔で頰ほお杖づえを突つく。

　そんな慎の元にツカツカと、一人の女子が歩いてきた。

　初はつ瀬せという、いかにも真ま面じ目めで固そうな眼鏡女子。さっきクラス中に着席を促うながした奴だ。

「赤津君。先生が来たわけでもないのに、どうして皆みなが席に着いたかわかる？」

「……（無視）」

「そうしないと、あなたにお尻を触られるからよ！」

（また尻か！）

　もう完全に赤津慎＝尻ネタの図式が出来上がっていた。

「せめて休み時間くらいはどこかに行ってなさいよ！　ここは由ゆい緒しよある天てん藍らん高校なのよ？　あなたみたいな変態に居場所は無いの！　わきまえなさい！」

「そうだよ失うせろよ痴ち漢かん！」

「場ば違ちがいなんだよ痴漢！」

　周りの連中も便乗する。

　ちーかーん！

　ちーかーん！

　クラス中から湧わき上がる痴漢コール。

　今日は教室で昼食をとる率が異様に高かったみたいで、ほぼクラス全員揃そろっていた。実に三十人弱。合唱コンクールにでも出場できそうな勢いだ。

（あとはパーカッションでも加わったら申し分ないな）

　とまあ、こんな感じで。

　実はここまでは概おおむねいつも通りの光景だった。慎しんも慣れたもので、何とも感じない。寝ねたふりとか携けい帯たいいじるふりみたいな小細工なしに、素すで対応できる。

　ただ、今日はそんないつもの光景に、若じやつ干かんの変化があったようだった。

「まま、待ってください！」

　そんな声と共に、一人の少女が慎を庇かばうように立つ。

「竹たけ御み代だいさん！」

「委員長！」

　痴漢コールに変わり、今度はそんな歓かん声せいが上がる、

　七組の委員長──竹御代椋りよう子こだ。

（どういうつもりだよ、お嬢じよう）

　まさか……クラスで迫はく害がいされる俺を助けるつもりか！

　クラス中の注目を一身に浴びる椋子は、意を決した表情でクラスメイトへ訴うつたえかける。

「み、みみみんな！　あとっと！　とた！」

　嚙かみ嚙みだった。

「あ、赤あか津つ君、クラッツェメイツ！　仲間はずりぇは……だ、だ、ダウエッフェン！」

　どうにか言葉にはなっているが、イントネーションが少し日本語離ばなれしていた。

「あの、だだっだだだだ！　だから、そそのですねぇ……」

（まあ、無理だよなあ）

　このクラスの委員長は、なんと皆みなに注目されると極度の緊きん張ちようからまともに喋しやべれなくなってしまうのだ。そんな奴やつに、弱者を庇うなどという委員長力の高い真ま似ねできるわけない。

（……ムッ！）

　座っている慎の目の前に、椋子の尻があった。

　プライバシーとかの関係で、慎が誰だれの尻しりを触さわったのかまでは一いつ般ぱんに明かされてない。

　今まさに慎しんを庇かばおうとしているこの尻とは、誰一人として夢にも思わないだろう。

（さてお嬢じよう、この状じよう況きようどうやって収拾つけんだよ）

　ぐ……と言葉に詰つまった椋りよう子こはシュッと反転、黒板に走る。チョークを手に取り、カカカッと板書を始める。

（口で言うの諦あきらめた！）

　ふう、と一仕事終えたような仕草でチョークを置く椋子。

　黒板には、こんなことが書かれていた。




『一学期の目標　赤あか津つ君と仲良くしよう』




（!?）

　クラスメイト達も驚おどろいたようで、一いつ斉せいに「おおーっ」と歓かん声せいをあげた。

「さすが竹たけ御み代だいさん！　字には書く人の心が表れるというのは、本当なんですね！」

　黒板に書かれた文字が、とんでもなく達たつ筆ぴつだったのだ！

「え、ええと……そう、でしょうか？」

　椋子は照れ臭くさそうに、頭をかく。

「やっぱり四よん家けの竹御代だし。書道とかも、嗜たしなみの一つということなんですか？」

「は、はい。書道は、柳りゆう宮きゆう山ざん先生に、幼い頃ころから教わりました」

「柳宮山先生ってあの柳宮山厳げん徳とく？　人間国宝の!?　すげえ！　さすが竹御代！」

（あのってどのだよ！）

　話が進まねえ～……

「ようやく七組の目標が決まったってことっすか！」

　と、誰かが勢いよく席を立ち上がる。

　柚ゆ井いという、クセっ毛と軽けい薄はくな喋しやべり方かたが特とく徴ちよう的な女子。副委員長を気取り（実際にそんな役職はない）、よく椋子に腰こし巾ぎん着ちやくみたいにくっついている奴やつだ。

「は、はい！　で、そそ、その。昼休みはまだ、残ってるから……ええと」

「今からクラス目標の掲けい示じ物も作成しようってことっすね！　了りよう解かいっす！」

　椋子の意を汲くみ取り、柚井がテキパキと準備にとりかかる。机を移動させるよう皆みなに指示し、クラス用物品の棚たなから、ポスターカラーとかを取り出す。

　こうしてクラス目標ポスター作りが始まった。

　机をどけて空いたスペースに紙を広げ、目標を大きく書く。皆が手分けして、ポスターカラーで彩いろどりを加え始める。

（え、目標マジでこれに決まったの？）

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす慎しんに、初はつ瀬せが言ってくる。

「何してるの！　あなたも手伝いなさいよ！」

　俺にも手伝えと。

　とはいえ、もはや動き出した空気はどうしようもない。この教室の支配者は、委員長である竹たけ御み代だい椋りよう子こなのだ。仕方なく慎も適当にペンを拾い上げ、ぺたぺたと適当に塗ぬりたくる。

「そっか、あんな新聞が貼はり出されちゃったから、クラスの私達だけでも赤あか津つを見捨てないであげようってことなんだ」

「竹御代さん、やさしい～」

「でも、赤あか津つみたいな変態と仲良くできるのか？」

「野や蛮ばんだし、無愛想だし……正直、怖こわいよね。なにかと気持ち悪いし」

（く……）

　慎は何も言わずに手だけを動かす。

　こんな声も聞こえてきた。

「笹ささ川がわさんも、良かったら一いつ緒しよにやりませんか？」

「あのあの！　手伝ってください！」

　窓際ぎわに座った笹川小こ鉢ばちに、二人の女子がおっかなびっくり声をかけていた。

（あいつ……いつの間にか教室に戻もどってきてたのか）

　小鉢はというと、二人の女子に目をやるも一いつ瞬しゆん、

「……嫌いや。そんなくだらないこと、したくない」

　興味無さそうに窓の外に視線を向ける。

　残念そうに戻ってきた二人の女子は、クラスの輪に入ると「はぅ」と頰ほおを紅潮させた。

「笹川さんとお喋しやべりしちゃった！」

「笹川さんってミステリアスで、かっこいいよね！」

　同じ外部生なのに、この差は一体なんなのか。

　理由は簡単だ。慎が入学早々遅ち刻こくして停学を食らい、今日に至っては指名手配みたいな扱あつかいを受けることになった問題児だからだ。

（……まあこれも、計算通りなんだけどな）

　くくく、と思わず笑えみを零こぼす慎。「うわ、赤津が笑ってる」「なにあれキモい……」周りからあがるそんな声は、慎の耳には入らなかった。







　時はさかのぼって入学式当日の夜。

　慎は竹御代当主と連れん絡らくをとっていた。

　学校であったことを定期的に報告するよう、義務付けられているのだ。

『なんだと……もう一度、言ってみろ』

　もう隠かくしようがなく真っ先に言わなければならなかったのが、自分の遅ち刻こくと一週間の停学処分のことだった。椋りよう子こを支えるという役割を、早くも放ほう棄きしてしまったようなものだ。

　けど、自分には母親や妹の運命もかかっている。ここで竹たけ御み代だいに、切り捨てられるわけにはいかない。

「わ、わざとです！」

　だから、咄とつ嗟さに機転をきかせた。

『わざと……だと？』

「はい。俺と娘むすめさんの関係、学校ではあくまで赤の他人で通せってことでしたよね。周りには秘密にしろとも」

『ああ。それはお前があえて娘と一定の距きよ離りを置くことで娘の自立を促うながすためだが、それがどうかしたのか』

「でもその割に俺と娘さん、同じクラスになるわけじゃないですか」

　そうなるよう、竹御代の方で何かしらの圧力をかけたらしい。

　距離を置き過ぎるのも本ほん末まつ転てん倒とう。彼女を陰かげで支えるという役割を果たすには、同じクラスの方が何かと都合がいいからだ。

「普ふ通つうに入学したんじゃあくまで対等なクラスメイトの関係です。むしろ同じ外部生同士、仲良くなっちゃうかもしれない。それ、マズイっすよね」

『………………』

　無言が怖こわい。けど、続ける。

「でもこれで俺は停学明けの問題児ってことになります。学校では底辺の存在です。俺はごく自然と、娘さんを遠くから見守る立場におさまることができたわけです」

『……なるほどな。いきなり遅刻と停学を食らう前ぜん代だい未み聞もんの問題児が、名家として名を馳はせる竹御代に通じる者とは誰だれも思うまい。同時に敵への警けい戒かいもしやすいというわけか』

「そ、そうそう！　まさにその通りです！」

『理に適かなっているな。やるではないか』

「ですよね！」

　っしゃあ、ごまかせた！　ヘイヘーイ！

　このオッサン、ちょろっ！

『で、お前は停学になるためにどんな問題行動を起こしたのだ？』

「あ、はい、それは娘さんのお尻しり──」

　っておぉぉあぁぁぁぁあっぶねえぇぇーー！

　お尻触さわったとか言ったらマジで消されるわ！

『……おしり、だと』

「おし、おしり……お知り合いです！　娘むすめさんのお知り合いとか見え透すいた噓うそついて近づいてくる不届き者がいたんで、とりあえず一発ブン殴なぐっときました！」

『娘の敵をさっそく排はい除じよしたわけか。でかしたぞ』

「押お忍す！　お褒ほめにあずかり光栄であります！」

　この話題は、もう危険だ。

　さっさと本題に入ろう。

「娘さん、初日にして速そつ攻こうでクラスの委員長に選ばれたらしいです」

　らしい、というのは椋りよう子こから聞いた話だからだ。

　慎しんは別室で教育的指導を受けていたので、実は教室での出来事を知らない。

『……ほう。まあ竹たけ御み代だいの名前である程度は注目されるとは思っていたが。あれはあれで気立てのいい娘だからな……確かに、ありえない話ではないな』

「名前負けしたポンコツの間ま違ちがいだろうが」

『……ん？　何か言ったかね？』

「いえ！　今回の報告はそれくらいですね。今日は入学式だけだったんで。あと明日からは俺、停学で休みなんで……一週間、娘さんを見れなくなっちゃってすみません」

『まあ、構わん。娘を一人立ちさせるにはちょうどいいだろう。一週間くらい、放ほうっておけばいい。その間、娘の状じよう況きようがわからなくなるのも……仕方ないな』

「娘さんに直接聞けばいいじゃないですか」

『…………あれも年とし頃ごろの娘だからな。特に男親には、話しにくいこともあるだろう』

「大変ですね（笑）」

　ざまあ。

　椋子は天てん藍らん高校への編入を父に強ごう引いんに決められたことを未いまだに根に持っている。学校のことを話しかけられてもプイッとそっぽを向いてしまうのだ。

『また良い知らせを待っている。期待しているぞ』

「押忍！」







　──というわけで。

　今の学校での扱あつかいは、ひとまず慎しんの目もく論ろみ通りということになった。

　慎の役割は、竹御代椋子を首席で卒業させるために、陰かげでコッソリ支えること。

　別にクラスの連中と馴なれ合うために入学したわけではないのだ。

（ようするに、現代の忍しのびみたいな感じだな）

　すげえ。そう考えると、なんかかっけえ。

　変態の問題児扱あつかいされている俺がそれほどの大義を持っているとは、誰だれも思うまい。

（けど、あれは無いわー）

　放課後。

　誰だれも来ないであろう少し遠めのトイレの小便器前。

　慎しんは用を足しながら、今日の出来事を思い返してゲンナリしていた。

　椋りよう子このせいで、現代の忍しのび的なノリが台無しにされてしまった。

『赤あか津つ君と仲良くしよう』の目標の紙は、既すでに教室前に貼はり出されている。周りからの罵ば声せいとかは全部無視してクールなキャラでいこうと思っていたのに、妙みような形で自己主張をすることになってしまった。

（俺のことは放ほうっておけって、あれだけ言ったのによ）

　今日の昼に届いたメールを思い出す。

　──わたし、もう耐たえられそうにありません。

　問題児である慎への風当たりは、今日の校内新聞でさらに強くなることだろう。

　そんな慎を、せめてクラスの中だけでもなんとかしてあげたい。

　そういった気持ちが、椋子にあんな行動をとらせた……のだろうか。

（あのアホ……）

　あいつは優やさしい奴やつだからな──なんて思ってはいけない。汚お名めいをあえて被かぶって忠義を果たそうとする家か臣しんにとって、その手の気き遣づかいは不要。慎みたいな問題児を気にかけたところで、周りからの不信を買うだけだ。

　ただでさえ、どうにか竹たけ御み代だいの名前だけでもってるようなポンコツ委員長なのに。

（……ん？）

　ふと、視線を感じたので見てみる。

　トイレ入口から一人の女子が顔だけ出していた。

　長い漆しつ黒こくの髪かみと黒パーカー──あれは、同じクラスの笹ささ川がわ小こ鉢ばちだ。

（なんだ笹川か……って、ええ!?）

　もう一度、確かく認にんする。サッと首を引っ込めた。

（女子にトイレ覗のぞかれた！）

　小便器の前で考え事してる間に堂々と見られていた……いつからだ!?

　下半身が落ち着かなくなり、すぐにトイレを出る。

　トイレ出口の正面には、笹川小鉢がポケットに手を突つっ込んで壁かべにもたれかかっていた。フードを被って顔の上半分を隠かくしていて、見事なまでの不ふ審しん者の図である。

「こ、この痴ち女じよが！」

「……痴女？　何を言ってるの？」

　表情の乏とぼしい顔で見上げてくる小鉢。

「さっき、俺のトイレ覗いてただろうが」

「……思い上がらないで。確かく認にんしてただけ」

「か、確認？　な……なんのだよ！」

　覗のぞきで確認することといえば。また下半身が落ち着かなくなる。

　確かに思い上がれるほどの自信は……正直、無い。

「なかなかトイレから出てこないから、うんこをしているのかと思ったけど……まさか君が、おしっこをしているなんて想像してなかった。だから、ごめん」

「ああ、ちょっと考え事してたからよ……」

　──今、普ふ通つうにうんことかおしっこ言わなかったか、こいつ。

　小こ鉢ばちは勘かん違ちがいしてたことを恥はじるみたいに、目を逸そらしながら髪かみをいじっていた。恥ずかしがるポイントずれてる気がするんだけどな。

「こっちこそすまん。つうかお前も、俺みたいな痴ち漢かんに痴女扱あつかいされたくないよな」

「……なんのこと？」

「わかるだろ。何でこんなところにいるんだよ。俺なんかといたら、お尻しり触さわられるぞ～」

　フヘヘヘェ、とあやしい手の動きで威い嚇かくしてみる。

「……私は君に用があったんだ。少しだけ、時間いいかな」

「えっ、俺に？」

　自じ虐ぎやくネタはあっさりスルーされた。




（何なんだよ、一体……）

　小鉢は校舎を出ると一人勝手に進んでいく。方向的には、旧校舎がある方だ。

　無視するのもアレなので、仕方なく小鉢についていく。

（そういやこいつ、今日の昼休みもこっちに来てたな）

　こんなところにまで俺を呼び込んで……何の用なんだ？

　こいつは一体、何をたくらんでいる？

　慎しんは竹たけ御み代だい当主が言っていた言葉を思い出した。

　──竹御代は、同時に多くの敵を抱かかえていることも忘れるな。

　というものだ。

　七組の大半の連中みたく、竹御代という名前だけで誰だれもが崇あがめたり従属するとは限らない。

　竹御代を良く思わない奴やつだって、当然のようにいる。

（こいつは、どうなんだろうな）

　笹ささ川がわ小鉢は七組でも浮いた存在だ。椋りよう子こを無む駄だに持ち上げまくる他ほかの七組の連中とは、少し毛色が違うようではある。

　竹御代椋子の『敵』を未然に察知し、警けい戒かいする。実はこれこそが、慎が椋子との関係を秘密にして距きよ離りを置くように言われた一番の理由でもあった。

（けど、それは無いな）

　慎しんは即そく座ざにその可能性を切り捨てた。

　戦場とかならまだしも学校のどこかに敵が潜ひそんでいるとか、漫まん画がの読み過ぎじゃねえの、あのオッサン。文字通り見えない敵と戦ってる奴やつは本当どうしようもないな。

　だとしたら、考えられることは。

（まさか……告白じゃね？）

　小こ鉢ばちは何なに気げに七組で秘ひそかな人気を集めている。内部生からしたら素す性じよう不明な外部生であり、普ふ段だんの無口っぷりや孤こ高こうな雰ふん囲い気きが、何ともミステリアスな想像をかきたてるらしい。

　その見た目も、竹御代椋子とは方向性は違ちがえど、実はそう負けてはいない。

　漆しつ黒こくの黒くろ髪かみと幼いながらも整った顔立ち。気けだるげな無表情。何な故ぜかいつも羽織っているマントみたいな黒パーカーも合わさり、魔ま女じよめいた危あやうい魅み力りよくと黒くろ猫ねこのような愛らしさを兼かね備えている。

　しかもしかも、彼女も自分と同じく七組から距きよ離りを置いている一人身だ。

（やべっ、断る理由がねえ）

　俺には妹がいるのに……ってそうか、俺には咲さ希きがいるんだったな。

　こいつの相手してる余よ裕ゆうは無いわ。

「……もしかして、だけど。告白されるんじゃね、とか思ってる？」

　小鉢が急にピタリと止まって、冷めたような目を向けてくる。

「残念だけど、見当違いだから」

「な、ななっ何言ってんだよお前、そんなの考えもしねえよ！」

　うわっ、告白してもいないのにフラれたみたいになった。

　なんかすげえムカつくんだけど。

「なにがどう残念なんだよ。別にお前に告白されたからって、嬉うれしくもなんともねえよ」

「……そう」

　小鉢が残念そうな顔をする。

「やっぱり、君はそっちの人だったんだ」

「そっち？」

「ホモ」

「ホモ!?」

「……いつも男の人にお尻しり触さわられるのを、普ふ通つうに受け入れてるみたいだから」

「俺はノーマルだ！」

　例のお尻タッチブームのことか！

　相手にするのも癪しやくだからスルーしてただけなのに、これはこれでそっちの趣しゆ味みの疑いがかかってしまうのか。これからは気をつけよう。でも、どうしろと。

「とにかく、話は手短にな。今日は妹の書道教室の日で、早く帰らないといけないんだ」

「……妹さんの習いごと。送おくり迎むかえでもしてるの？」

「ああいや、半紙に筆を走らせながら四よつん這ばいになる妹の尻しり、見に行くんだよ」

「え」

　何気ない答えに、小こ鉢ばちが口を半開きにしてこっちを見ていた。

「……随ずい分ぶんと、アブノーマルな趣しゆ味みだね」

「はっ！」

　しまった、誘ゆう導どう尋じん問もんか！

「君は、お尻が好きなの？」

「う……」

「それで、入学式の日に過あやまちをおかしてしまったんだね」

　なんだろう。クラス中から罵ば倒とうされるのは割と平気なのに、一対一で面と向かって淡たん々たんと言われると、なんか来るものがある。三十過ぎのフリーターが女児に「おじさんはなんで働かないの？」とか聞かれたらこんな気持ちになるのかもしれない。やばい、死にたくなってきた。

　ぐんぐんと進んでいく小鉢。

　山の中に無理矢理建てているみたいな作りなので、天てん藍らん高校の敷しき地ちには自然が多い。木が生えまくり、森みたいになった道を歩くこと五分ほど。

　少し開けたところに、木造の小屋がぽつんと立っていた。小屋の近くには青いビニールシートが広げられ、古い本ほん棚だなのようなものも置かれている。ちょっとした秘密基地みたいな場所だ。

　慎しんは周りを見回し、棚に置かれた茶色い球状のものに目を止めた。

「これは……」

「さ、触さわらないで」

　なんとなく手を伸のばしたら怒おこられた。

「……まだ、途と中ちゆうだから。乱暴に触ったら、壊こわれるから」

「何なんだよ、これ」

「泥どろ団だん子ご」

「泥団子？　これ、全部お前が作ったのか」

　棚にギッシリ並べられた泥団子。

　それは泥で作ったとは思えないほど綺き麗れいな球状で、木々の隙すき間まから漏もれる日を受けて宝石みたいな色いろ艶つやを放っていた。

「すげえ。大したもんだな」

「そ……そうかな。ここは人目につかないし、日も当たらないから、泥団子を作るのに最適なんだ」

「お前、まさかいつも休み時間にここに来てたのか？」

「うん」

「泥どろ団だん子ご、作ってたのか？」

「だね」

「へー……」

　ミステリアス少女の正体が、少し明らかになった。

「なんで、こんなものを」

「……泥は敗北と転落の象しよう徴ちよう。高みから見下ろした気になっている俗ぞく物ぶつの目を覚まさせるのに、とても適してるから」

「…………うん？　まあ、せっかくだし中に入れてくれよ。その小屋、開いてるんだろ？」

「わかった」

　ギギーッという不気味な音をたてて木の戸が開く。

　中は六畳じようくらいの広さで、見事に何も無かった。机や椅い子すも棚たならしきものも無い。かろうじてゴザが敷しいてあり、窓が一つあるだけだ。

「この小屋、なんなんだ？」

「……知らない。探してたら、たまたま見つけた」

「なるほどな」

　旧校舎側がわの建物のほとんどは、新校舎の完成に伴ともないそのままほったらかしにされていると聞く。この小屋もかつては何かに使われてたんだろう。

　慎しんは無言で小屋の戸を閉める。

「……？　中で話さないの？」

「まあ、な。二人で入るにはちょっと狭せまそうだし」

　なんか埃ほこりっぽいし、床ゆかに虫の死し骸がい転がってたし。

　思った以上に話せる空間じゃなかった。

「居い心地ごこちは悪くないんだよ。涼すずしいし、静かだし。近くに水もある」

「水？　どこかに天然の水でも湧わいてんのか？」

　キョロキョロとあたりを見渡わたす。天てん藍らん高校は山にあるので、普ふ通つうにありえる話だ。

　すっと小こ鉢ばちが指差す。

　にょこっと蛇じや口ぐちが生えていた。

「水道水!?　いや、こんなところにある蛇口、使えんのか？」

「水は止まってなかった。最初は、赤い水が出たけど……」

「お腹なか壊こわすぞお前」

「水なら、タダだから」

「ジュース代くらいケチんなよ」

「……私の家は貧びん乏ぼうだから。普ふ段だん、お金を持ってないんだ」

「え、そうなの？」

　普段とはどのくらいの普段なんだろう。

　小こ鉢ばちはちょこんと地面に座り、小屋の壁かべにもたれかかった。服が汚よごれることとかはあんまり気にしないらしい。

「……今日の昼休み、災さい難なんだったね」

　慎しんも隣となりに座ると、小鉢が唐とう突とつに切り出した。

「ああ……まあ、今日に限ったことじゃないけどな」

　俺が尻しりを触さわったのが、悪いんだし……

「……お尻を触ったことは、関係ないよ」

「えっ」

　まるで慎の心を見透すかしたようなタイミングだった。

「彼らは結局、誰だれかを見下したいだけ。恵めぐまれた人間特有の、思い上がりだね」

「……」

「己おのれの力で手にした富も名めい誉よも信念も能力もなにも無いくせに、その自信はどこから来るのかな。本当に愚おろかで、滑こつ稽けいな連中」

「そういう、もんか？」

　確かに外部生はともかく、こと内部生に関しては金持ちやらエリート候補がほとんど。将来は勝ち組の未来が約束されたような奴やつばかりだろう。穿うがった見方をするならば、生まれも育ちも恵めぐまれた連中だ。
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「……竹たけ御み代だい椋りよう子こが竹御代というだけで崇あがめられているのも、似たようなものだね。見るからに頭が悪そうで、薄うすっぺらい女。名前だけで中身が伴ともなってないのが、丸わかりなのに」

「な……！」

　こいつ──お嬢じようのことをあっさり見抜ぬいているだと？

　慎しんは思わず、隣となりに座る少女を見やる。

　いつも教室で窓の外を見てるのと同じ、気けだるげで感情の薄そうな瞳ひとみ。

　しかしこの少女には、他ほかの七組の連中とは違ちがうものが見えている。

「お前、一体なんなんだ？　そろそろ俺を呼んだ目的を教えてくれよ」

「私は笹ささ川がわ小こ鉢ばち。七夕の日に願い事を吊つるす『笹』に、天の川の『川』と書いて」

「いや名前の説明はいいからよ」

「一族の名前に、誇ほこりを持つことは大事だよ。たとえそれが、竹御代みたいな名家中の名家でなくても」

「……ああ、そうかよ。で？」

「世に普あまねく幸福に秩ちつ序じよをもたらすため、混こん沌とんの元げん凶きようたる恵まれし者に不幸をもたらす者」

「悪いけどもう少しわかりやすく言ってくれるか？」

　小鉢はコクリと頷うなずき、続けた。

「世の中に存在できる幸せというのは、限りがある。例えばお金でいうなら、全すべての人がお金持ちになれるわけじゃない。他にも例えば名めい誉よのある役職とか職業も、枠わくのようなものが決まっていて、誰だれもがそこにつけるわけじゃない」

「そうだな」

　理り屈くつからすれば、そうだろう。

　何でいきなり幸せとかの話になるのかはともかく。

「問題は、そういった限りのある幸せが、誰にも平等に与あたえられているわけじゃないということ。例えばだけど……生まれつき金持ちで頭も良くて、スポーツ万能で異性にもモテモテ。そんな人って、幸せを独ひとり占じめしていると思わない？」

「ふむ……つまり小お此この木ぎみたいな奴か？」

「誰？」

「俺の中学んときの同級生だよ」

「知らない」

　小此木はイケメンで勉強もスポーツも万能という完かん璧ぺき超ちよう人じんみたいな奴だった。試験では学年トップを取るわ部活では一年でレギュラーに選ばれるわ女子の人気を独り占めするわ……マジ何なんだよこいつ、という奴やつだった。

「ここからが、本題」

　小こ鉢ばちは声のトーンを落とし、立ち上がった。

　黒パーカーをマントのようにひらひら揺ゆらしながら歩き、足を止める。

　泥どろ団だん子ごが並べられた、例の棚たなの前だ。

「この学校に通うような連中は、恵めぐまれた人ばかり。社会に出てからはエリートとして人の上に立ち……多くの人の幸せを奪うばう存在となる」

　その一つをむんずと摑つかみ、慎しんへと振ふり返る。

「私は、その混こん沌とんの元げん凶きようをここで止める。彼らがこの学校を卒業し、社会に出る前に」

　手に取った泥団子を、慎に向けて突つき出すようにして。




「──赤あか津つ君。私と一いつ緒しよに、この学校にいる恵まれた連中を不幸にしよう」




　そんなことを言った。

（な……）

　クラスではクールでミステリアスな少女として通っていた彼女の正体。

　おそらくクラスで唯ゆい一いつ、それを明らかにされた慎にとっても。

（なんなんだよ、こいつ……）

　やっぱり、よくわからない。

　それが笹ささ川がわ小鉢との出会いだった。
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　家から駅までの道を、慎しんと椋りよう子こは歩いていた。

　天てん藍らんは日本屈くつ指しの名門校であり、地方出身の生徒も結構多い。そのため、専用の寮りようも用意されている（在校生の半数近くは寮に住んでいるとか）。しかし二人は電車で通えない距きよ離りでもないので、それぞれの家から通っているのだ。

　小学校、中学校と同じ地元の公立校に通っていただけに、二人の家も近い。駅まではこうして一いつ緒しよに登校することにしている。

「おい、お嬢じよう。昨日のはどういうつもりだよ」

「クラス目標の件ですかっ！」

　椋子は待ってました、とばかりに嬉うれしそうにこっちを向いた。

「どうですか！　これでクラスのみんなは、慎と仲良くしてくれます！」

　何かを期待するような、褒ほめられる前の犬みたいな感じだ。

　しかし慎はバッサリ切り捨てる。

「駄だ目め駄目だ」

「どうして！」

　椋子が信じられない、といった顔をする。

「言っただろうが。俺のことなんか気にするなって。お前は他ほかのクラスメイトと仲良くやってたらいいんだよ。何のために俺がお前との距離を置いたと思ってんだ？」

「そんなの、わたしにできるわけないじゃないですか。おかしなこと言いますね、慎は」

「お前こそおかしなこと言いますね！」

「でもクラス目標により慎はみんなと仲良くなることが決定しました。もちろんわたしともです……いいですか、慎。教室では常にわたしの近くにいてください」

「てかお前、あれで本当に仲良くなれると思ってんのか？」

　椋子がぷくー、と頰ほおを膨ふくらませる。

「お膳ぜん立だてはしましたっ。あとは慎の問題です！　慎が変に捻ひねくれた態度とって心を開こうとしないから駄目なんです！」

「あ？」

　こいつ、今日はやけに反はん抗こう的だな。

　ギロリと睨にらむと、椋子は「ひっ」と肩かたを跳はね上げた。

「本当、俺といる時だけは饒じよう舌ぜつだなお前」

「う……」

「クラスでは嚙かみ嚙みなくせによ。まずは、そこをなんとかしろって言ってんだろ」

「その件なら大だい丈じよう夫ぶです！　思いつく限り、取り寄せました！」

　椋子は鞄かばんから本を取り出す。一冊さつ、二冊、三冊……どさどさと慎の手に積んでいく。『全国早口言葉大全』『正しい発音で楽しい英会話』『滑かつ舌ぜつの医学』といったタイトルが続く。

「……へえ、大したもんだな」

「あとは慎しんがいたら完かん璧ぺきです。何も怖こわいものはありません……もう、嫌いやです。だって、みんな、わたしに話しかけてくるんですよ……これ以上はもう、耐たえられそうにありません……」

　悲痛な声でうなだれる椋りよう子こ。

　極度の人見知りな椋子にとっては、委員長としてもてはやされるのも苦痛でしかない。いわば飢うえた肉にく食しよく獣じゆう（クラスメイト）が蔓延はびこるサバンナ（教室）に一人置いてけぼりに（慎に放置）された心境だろう。

（耐えられない……あー、そういうことね）

　昨日の椋子からのメールの意味がわかった。

　別に例の新聞でさらなる悪評が広まりそうな慎を思ってのことじゃなかった。ただ自分が一人なのが耐えられなかっただけかよ。アホらし。

「とにかく。俺のことはもう気にすんな。お嬢じようはちゃんと委員長として振ふる舞まうことを考えろ……せいぜい、リコールとかされない程度にな」

「それを言うなら、浮いてしまったクラスメイトを何とかするのも、委員長の役割です」

「む……」

　生なま意い気きな。しかし、正論でもある。

「わかった。じゃあチャンスをやる」

　言いながら慎は携けい帯たいでメールをポチポチ打ち込んだ。送信。ほどなくして、すぐ近くで着信音が鳴る。「あ、メールです」と椋子が携帯を開き、「これは」と唸うなる。




『ミッション１　冤えん罪ざいにより痴ち漢かんの変態扱あつかいされているクラスメイトを救い出せ』




「色々考えたんだ。委員長として駄だ目め駄目過ぎるお嬢を、委員長らしくするためにはどうしたらいいのかをな。そこでこのミッションというわけだ」

「ミッション……任務ですか」

「お嬢は空気読めないからな。何をどうすれば委員長らしいのか、てんでわかってない。だから同じクラスにいる俺が状じよう況きように応じて、『委員長にふさわしい行動』をミッションとして与あたえる。お嬢はこれに従ってるだけで、立派な委員長になっているというワケだ」

　椋子は携帯を両手で握にぎったまま、プルプル打ち震ふるえる。

「なんか、カッコいいです！」

「だよな！」

　陰かげで支える忍しのびというノリもいいけど、こういうのも悪くない。今は少女に正しい道を示して成功やら勝利に導く時代だ。プロデューサーとか、提てい督とくとか、そんな感じで。

「任務了りよう解かいです！　まかせてください！」

　いい返事だ。

「で、具体的にはどうしたらいいですか？」

　こけた。

「ええと、そうだな……」

　とはいえ、こいつにあまり難しいことを言っても理解できるとは思えない。

　できるだけ単純化させた結果──

「笑え顔がおですか？」

　ということになった。

「思い出してみろ。クラス目標を作ってる時のクラスの連中、楽しそうにしてたか？」

「……それは」

　昨日の七組は、ただ委員長が言ったことに従っただけだ。聞こえてくる会話といえば、慎しんを見下したかのようなものばかり。本当の意味で仲のいい、対等な関係を築こうとしているようには、とても思えなかった。

「クラス目標なんて形だけを無理に押しつけても意味がない。もっと皆みなが楽しく笑えるような、そんなクラスを作らなきゃいけないんだよ、委員長として」

「じゃあ慎も、不ふ貞て腐くされてないで楽しい時は素す直なおに笑ってくださいね」

「……努力する」

　そうこうしているうちに駅に到とう着ちやく。ここからは別行動だ。

　一応、二人の関係は秘密ということになっている。調べでは二人の地元から通っている生徒は他ほかにいないとのことだが、電車でどこから合流してくるかまではわからない。

　だから初日以来、一いつ緒しよに登校するのは駅までと決めていた。

「慎」

　改札前で椋りよう子こが足を止めた。

「この任務、絶対に達たつ成せいしてみせますから……だから、もう少しだけ我が慢まんしてくださいね」

「我慢？」

「皆に、良くないことを言われることです」

「……ああ。そうやってお嬢じようはさらにクラスでの信しん頼らいを得る。今回のミッションは、あくまで俺のためじゃなく自分が立派な委員長を演じるためのものだ。そこを、穿はき違ちがえるなよ」

「……慎がわたしのために、そこまでしてくれるのは」

　椋子が言葉を区切り、顔を上げる。

「慎の家族のためなんですよね。なにもかも、『竹たけ御み代だい』の家が……」

「当たり前だろ」

　二の句くを失った椋子が、また顔を俯うつむかせる。

「そう……ですよね」

　今のこいつには、理解できないことかもしれない。

　でも、いずれ人の上に立つことになる奴やつは、知らないといけないことだ。

「相応の報ほう酬しゆうがあれば人は動かせる。よく覚えとくんだな」

　そう言い残し、慎しんは先に改札を通った。







　駅から学校までの道を歩いていると、一人の女子生徒がいきなり電柱の陰かげからシュバッと飛び出してきた。ビュンと何かを投げてくる。

　──ゴシャッ。

　茶色いボールのようなものが慎の肩かたに激しくぶつかり、粉々に砕くだけた。

　かてえ！　つうか無茶苦茶いてえ！

「なにすんだよ！」

「……おはよう」

　漆しつ黒こくの髪かみに、黒いパーカーを羽織った小こ柄がらな女子──笹ささ川がわ小こ鉢ばちだ。

「なんでお前がこんなところにいんの？」

　慎はいつも正規の通学路とは別ルートを歩くことにしていた。天てん藍らんの生徒に見られると陰口を叩たたかれ、朝から嫌いやな気分になるのは目に見えているから。

「いつもここ、通ってるよね。だから、待ってた」

「ストーカーかよ……」

　七組ではクールにしてミステリアスな少女として通っている小鉢。

　しかし慎は昨日、そんな彼女の素す性じようを少しだけ知った。

　それは思った以上に──やや残念なものだった。

「しかし朝っぱらから、大したご挨あい拶さつだな」

「そうかな」

　人に泥どろ団だん子ご投げといて、悪びれる様子は無さそうだ。

　──昨日、確かこんなやり取りがあった。




『赤あか津つ君。私と一いつ緒しよに、この学校にいる恵めぐまれた連中を不幸にしよう』

『ぶふっ』

『……どうして、笑うの？』

『いやー。ボールみたいなのカッコよさげに突つき出して、一緒に甲子園目指そうみたいなノリで言われてもねえ（笑）。で、どうやって不幸にすんの？』

『これをぶつける。恵まれた者の吉きつ星せいの加護を打ち砕くだき、不幸の奈な落らくに引きずり落とす』

『はあ？　てかそれ、ただの泥団子じゃんｗｗ』

『……むかっ。じゃあ、試ためしてみる？』




「で、俺は試されたと」

「だね」

　涼すずしい顔で頷うなずく小こ鉢ばちだった。

「ちなみにこれは、ただの泥どろ団だん子ごじゃない。弾はじける泥団子。一見普ふ通つうの泥団子のようで、中にはドロドロの泥がいっぱい詰つまってる」

「なん……だと……」

　投げられた箇か所しよを見ると、茶色く染まっていた。まさに泥が飛び散ったみたいに。

「制服……まだ二週間しか使ってねえのに」

「実質、一週間。二週間のうち一週間は、君は停学中で使ってないはずだから」

「あ、そうか！　確かにそうだな！」

「ね」

「て余計酷ひどいわ！　どうしてくれんだよ！」

　小鉢はゴソゴソと鞄かばんを漁あさり、何かを取り出す。

　得意げに掲かかげたのは、革かわ張ばりの古そうな日記帳のようなものだった。

「『幸せの本』」

　ババーンとパラリラーンみたいな擬ぎ音おんでも鳴ってそうな間まを置いて。

　どこかのページを読み上げるように言う。

「【黒の書】第一章〈奈な落らくの泥〉。泥は、敗北と転落の象しよう徴ちよう。団子という特性を付加することで、それは標的に凶きよう星せいを告げる弾だん丸がんとなる。高みにいる者を撃うち落として地べたに這はいつくばらせ、本当の自分がいかに惨みじめな存在なのかを心に刻み付け、絶望させる」

「なに言ってんのか全然わからないんだけど」

　まるで魔ま道どう書しよみたいな分厚い本を持つ小鉢。

　フード付きの黒いパーカーも合わさって、タチの悪い魔女のコスプレみたいだ。

「〈奈落の泥〉の真価はここからだよ。これで君の吉きつ星せいの加護は打ち払はらわれた。君の運命はここから大きく変わるはず」

「はあ？　弾けるか知らんけど、ただの泥団子にそんなことできるわけねえだろ」

「今回の泥団子には、私独自のオリジナル要素も加えてる」

「はあ、そうかよ」

　とか相あい槌づちを打ちつつ、適当に流す慎。

「中の泥に、公園で集めた犬のうんこを混ぜてみた」

　しかし次の小鉢の言葉に「ん？」となる。

「今、なんて？　犬の……」

「犬のうんこ」

「ちょっ、おまっ！」

　言われて気付く──というかさっきから気になっていた。

　茶色く汚よごれた部分は、泥どろとは思えないほどの異い臭しゆうを放っていた。

「まさかこの匂におい……！　つうか、え、マジで？」

「……思い上がった天てん藍らん高校の連中の目を覚ますには、ただ泥まみれにするだけじゃ、だめ。うんこくらい、ぶつけないと」

「はあ？」

「犬を飼ってる人なんてクズばかりだからね。連中のほとんどが、将来は高そうな犬をペットとして飼う。大して動物好きでもないのに、ただ見み栄えを張りたいだけのために」

「お前犬飼ってる人になんか恨うらみでもあんの？」

「そして公園を我が物顔で歩いては、飼い犬のうんこすら処理しない。将来拾わない犬のうんこを今ぶつけられたと思えば、納なつ得とくできる」

「納得できねえよ！」

　投げられた当事者が言うんだから間ま違ちがいない。

「そもそも、何で俺に投げるんだよ。本当に幸せな奴やつを不幸にするってんなら……もっとふさわしい奴がいるだろ」

　非難めいたことをぶつぶつ言う慎しんに、小こ鉢ばちは目を細めた。

「な、なんだよ……」

「当たり前に幸せな者は、得てしてそのことに気付かない。それは君も例外じゃないかも」

「どういうことだ？」

「…………」

「なんか言えよ！」







　慎は小鉢を置いて学校まで猛もうダッシュ。到とう着ちやくしてすぐにトイレに駆かけ込んだ。

（げ……中まで染しみてやがる）

　ひとまず上着を洗えるだけ洗う。目に見える泥だけは落とし、匂いを嗅かいでみる。

（くせえ！　マジくせえ！）

　うげえ、とえずいた。あの匂いが全く落ちてない。

「無む駄だ」

　トイレを出たところで小鉢が待っていた。

「それは、ただのうんこじゃない。壺つぼに入れて新しいものを注つぎ足しながら、じっくり熟じゆく成せいさせ続けた特製の泥うんこ。洗ったくらいで、匂いは落ちない」

「ほんと高校生にもなって何作ってんの!?」

　慎しんが教室に入ると、騒さわがしかったクラス中が一気に静まり返った。

「全員着席！」の一ひと声こえで皆みながそそくさと着席する。

　そしてお馴な染じみの眼鏡女子、初はつ瀬せが絡からんできた。

「赤あか津つ君！　昨日、国語の課題プリントを出さずに帰ったでしょう！」

「え、あ、」

　慎は露ろ骨こつに挙動不ふ審しんになる。

　そんな慎をどう解かい釈しやくしたのか、初瀬はフンと鼻で笑う。

「まさか、まだできていないの？　あなたには少し難しい問題だったかしら？」

（ち、違ちげえよ）

　慎が気にしてるのはそんなことじゃない。

　今の自分は臭くさい。近づかれたら、この匂においに気付かれるかもしれない。

「今日までなら先生も許してくれるみたいだから……ま、まあ、がんばることね」

　初瀬は上から目線で、慎の肩かたあたりをポンポン叩たたく。

（あ）

　ちょうど泥どろ団だん子ごをぶつけられたところだ……

「わからない問題があるんなら、だけど。手伝ってあげても……いいよ。へ、変な意味じゃなくて！　あなたと仲良くするって目標が決まっちゃったから、仕方なくよ、仕方なく！」

　言いながら初瀬は何な故ぜか赤くなった顔を隠かくすように眼鏡をクイッとやり、

「ほげえぇ!?」

　盛大に何かを吐はき出した！

　そのままビターンと前のめりに倒たおれる。

「なんだなんだ？」

「初瀬ぇぇぇ！」

　騒そう然ぜんとするクラスメイト。「筋肉兄弟！　早く保健室に運ぶっす！」「「応！」」副委員長的な柚ゆ井いが指示を飛ばし、クラスでも力自じ慢まんの男子二人が初瀬を教室から連れ出す。

（な……マジか）

　初瀬の異変の原因、慎には思い当たるものがある。

（さっき俺の肩を叩いた時に匂いが移ってたんだな……）

　その手で眼鏡を直そうとして、匂いを吸い込んでしまったのだ。

　ちょっと触さわっただけで匂いが移るとか──今の俺、どんだけ臭いの？

　それはそうと初瀬が急にちょいデレを見せ始めたのは、まさかクラス目標のせいだろうか。律りち儀ぎに目標を守ろうとしてくれたのだとしたら、可哀かわいそうな目に遭あわせてしまった。

　慎を不審がる目が集まる。慎は「関係ない」とばかりに、頰ほお杖づえを突ついて仏ぶつ頂ちよう面づらを貫つらぬく。

「うわ、なにあいつ」

「感じ悪ーい。初はつ瀬せさんに、何かしたんじゃないの？」

（ぐ……）

　やべえ。このままだと匂においがバレるのも、時間の問題だ。

　下手したら「うんこ漏もらしたんじゃね？」という疑ぎ惑わくを向けられてしまう……！

「みみ、みんな！」

　そんな慎しんを救い出すべく動いたのは七組の委員長、竹たけ御み代だい椋りよう子こだった。

　ざわついていた七組の視線が、教きよう壇だんに立つ椋子へ一いつ斉せいに集まる。

「あ、あうぅ……」

　しかし皆みなに見られて黙だまりこんでしまった。人の視線を集めといて何も言わないとか、無責任極きわまりない委員長である。

　椋子はガタガタ震ふるえながら、カカカッと黒板に何かを書き出す。




『第一回　みんなで語りかけて赤あか津つ君の笑え顔がおを取り戻もどそう大会』




「おおー」と感かん嘆たんの声がクラス中から上がった。「字、きれー！」「大きいって字の払はらいとか、神かみ懸がかってね？」と、口々に椋子の字を称たたえる。

（第一回？　大会？）

　なにそれ。

「ええとこれはつまり……どういうことっすか？」

　いつも椋子の通訳をしてくれる柚ゆ井いも、今回ばかりは微び妙みような顔をしていた。

　椋子は教壇前に上がってきた柚井にゴニョゴニョと耳打ちする。柚井は「ふんふん」と頷うなずき、たまに慎の方をチラリと見ては「なるほど」と漏らし、椋子に代わって皆に言った。

「今でこそ頰ほお杖づえを突ついて仏ぶつ頂ちよう面づらをしてる赤津さんですが、本当は初瀬さんに話しかけられて嬉うれしく思っていました！　でも最初に意地を張ってしまった手前、素す直なおになれません」

（はあ!?）

「そこで竹御代さんは、こんなイベントを考えたわけっす。とにかく赤津さんを笑わせたら勝ち！　今日の昼休みにおこなうので、それまでにみんなネタを考えといてください！」

（なんだよそれ……）

　どよどよ、と七組が様々な反応を見せる。

「なんでいきなりそんなことを」いやマジでわけわからんよな「よーするに一発ギャグ大会ってこと？」おお、確かにそんな感じに聞こえたわ「赤津に話しかけたら私まで気持ち悪くなりそう」え、俺ってそんなに気持ち悪いの？

　とにかく、反応としては微び妙みようだ。

（確かに笑え顔がおを、とか言ったけどよ……）

　どういう解かい釈しやくだ。いくらなんでもそのまんま過ぎる。

「さ……参加は、自由です。でも。みなさん、参加してください……」

　悲痛な声で訴うつたえかける椋りよう子こだが、クラスメイトの反応は薄うすい。

（そりゃそうだ）

　いくら椋子の言葉とはいえ、そう簡単に乗り気になれるものじゃない。

「さ、最初に赤あか津つ君を笑わせることができた人は、一年間、掃そう除じ当番を免めん除じよにします！」

　わーーーーーーー！

（乗り気になった！）

　ああ、偉えらいね。人を動かすには報ほう酬しゆうが必要だって話、もう学んだんだね。

　椋子と目が合う。「どやっ」と得意げに笑っていた。自信満々なのか、強気の表情だ。

（ぐ……）

　しかし幸い、実じつ施しされるのは昼休み。いつも通り屋上に逃にげていれば問題ない。

　コーンコーンとホームルーム開始の予よ鈴れいが鳴り、すぐ誰だれかが教室に入ってくる。

「おやおや、これはどういうことですかな」

　穏おだやかな声が、黒板に書かれた文字に向けられる。

「せ、先生……ごめんなさい。すぐに消します」

「いえいえ、いいんですよ。竹たけ御み代だいさんのすることですから」

　七組の担任を務める須す山やま。五十過ぎくらいの中年男で、竹御代に少しでも取り入ろうと女子高生相手に媚こびへつらうクズみたいな教師だ。

「ほうほう、赤津の心を開く大会ですか。さすが竹御代さん、これは勉強よりも大事なことですね。せっかくですから五時間目の私の授業は無しにして、是ぜ非ひこれをやりましょう」

「いいんですか？」

「もちろんです。竹御代さんのおこないは全すべて正しいのですから。その代わり例の話……機会があればまたお父様に便べん宜ぎを図るようお伝えくださいね」

「はい！　ありがとうございます！」

　これで逃げ場は無くなった。




（とりあえず、この匂においを何とかしねえと）

　この異い臭しゆうを抱かかえたまま一日を過ごすわけにもいかない。

　すぐに思いつく手段として、体操服に着き替がえるというのがあった。しかし今日は体育が無いから慎は持ってないし、メールで確かく認にんしたところ、紘こう一いちも持ってなかった。

（他ほかに借りられそうな奴やつといえば……）

　二時間目を終えて休きゆう憩けい時間に突とつ入にゆうすると同時に、慎は教室から駆かけだした。

　女子更こう衣い室しつ前の廊ろう下か。ちょうど着き替がえを終えた女子が、ぞろぞろ出てくる。

　その中で、目的の金きん髪ぱつはすぐに発見できた。

「鈴りん！」

　逸はやる気持ちを抑おさえ、彼女の名前を呼ぶ。

　結構な距きよ離りを全力で走ったので、息も切れ切れだ。

「ハァハァハァ……り、鈴」

「シン君。どしたヤブカラボーに！」

「体操服貸してくれ！」

　周りの女子達がギョッとした顔でこっちを見てきた。学校を揺ゆるがす前ぜん代だい未み聞もんの問題児の二人が揃そろったことに驚おどろいているんだろう。

「さっきタイクで使っちゃったよ？」

「じゃあ、もう使わないよな。だ、だから、俺が使っちゃ……ダ、ダメかな？　ハァハァ」

　やばい、しんどい。

　走った後に喋しやべるのが、こんなにツライとは。

「えー、でもでも。結構、汗あせもかいちゃったけど」

「あああ……汗！　はぁはぁ……そんなの気にしねえよぉ……」

　けど呼吸を整えてる場合じゃない。今はとにかく、必死に頼たのみ込む。

「つうか、そっちの方が、使用済みの方が都合がいいよ……ハァハァハァハァハァ！」

　新品を借りる方が気が引ける。使用済みなら後でまとめて洗って返せばいい。

「た、頼む……もうお前しかいないんだよぉ……はぁはぁ……」

　他ほかの女子達が「うげえ……」とドン引きしていた。それがどうした。お前達に何がわかる。俺が鈴から体操服を借りるのが、そこまでイケないことなのか。

　自分には、紘こう一いちと鈴しかいない。

　入学してすぐに蔑さげすまれてきた三人の間には、確かな絆きずながある。

　だからこそ──

「ふむ、じゃー貸したげよう。他ならぬシン君の頼みだしね！」

　慎しんの想おもいに彼女が応こたえてくれるのも、当然のこと。

　すまねえ、明日洗って返すから、と鈴から体操服の入った袋ふくろを受け取って即そく座ざにトイレへダッシュ。大便用の個室に入って鍵かぎをかけ、もう我が慢まんできないとばかりに全すべてを脱ぬぎ捨て、パンツ一枚の格好になる。

「はぁ、はぁ……」

　荒あれる呼吸を整えつつ、袋から鈴の体操服を取り出した。半はん袖そでの上着と、紺こん色いろのハーフパンツ。汗のためか少し湿しめっている気がした。

（匂におい、一応確かめとくか）

　尻しりをコーティングするハーフパンツをチラ見しつつも、上着の方を手に取る。あいにく今必要なのはこっちなのだ。ゆっくりと、顔を近づけてみる。そしてゆっくりと吸ってみた。

（ああ……）

　ほのかに残る洗せん剤ざいの匂におい。

　そして、その中に──かすかな甘い匂いが混ざり、全身に行き渡わたっていく。

　高校生の女子ともなると香こう水すいでもつけているのかとも思っていたけど、どうやら鈴りんはそんな感じではなさそうだ。おそらく、女の子特有の、肌はだとか汗あせの匂いなのだろう。

（よし）

　臭くさくない。これなら大だい丈じよう夫ぶだ！

　そのまま慎しんは鈴の体操服とハーフパンツを──身につけることなく丁てい寧ねいに畳たたんで袋ふくろに入れる。

　そしてまた自分の制服を着た。

　鈴の体操服、着ようにも見るからにサイズが合わないことに今さら気付いた。

（他ほかにいないからって女子から借りてんじゃねえよ、俺……）

　自分の交友関係の狭せまさを、ただただ嚙かみしめるしかなかった。




　そして迎むかえた五時間目。

　頰ほお杖づえを突つき仏ぶつ頂ちよう面づらをする慎と、その前に立つ一人の男子生徒。

　そんな二人を円状に囲み、七組の面々が緊きん迫ぱくの視線を向ける。

　いよいよ『みんなで語りかけて赤あか津つ君の笑え顔がおを取り戻もどそう大会』が始まろうとしていた──

「一番、向こう野の晃あき彦ひこ！　まず赤津君を笑わす前に、紅茶を飲みたいと思います。ゴクゴクゴク……あー、おいティー（おいしい）」

「ぶふっ！」

「「「「笑った！」」」」

　一人目で速そつ攻こう笑ってささっと終わらせることで、どうにか切り抜ぬけた。

　教室中がずっと凍こおりついていたクラスメイトの心を溶とかしたみたいな温かい空気に包まれる。椋りよう子こは慎に「よかったね」という感じの慈じ愛あいに満ちた笑顔を送ってくる。

（はいミッション失敗……と）

　一応それだけをメールで送信、今はあいつの相手してる場合じゃない。

　そしてようやく放課後が訪おとずれる。

　しかし、

（な……笹ささ川がわが掃そう除じ当番だと？）

　帰りに泥どろ団だん子ごのことを問い詰つめるつもりが、思わぬ事態。大会で優勝した奴やつが早さつ速そく掃除当番免めん除じよになったので順番がずれ、小こ鉢ばちにまで掃除当番が回ってしまった。ギャグ大会のせいだ。あの残念お嬢じよう様はほんと碌ろくなことしない。

（ちっ、仕方ねえ）

　今日は先に帰るか。

　話ならいつでもできる。ステータス異常を抱かかえてまで待つ必要は無い。




　匂においがバレないようにと人目を避さけつつ、駅までの道をグネグネと遠回りして進む。

　しかし、それが仇あだとなった。

　慎しんは最後の最後で、今日最大の難関にぶち当たってしまうのだった。

「は、離はなしてください！」

「いいじゃねえかよ。少しだけだからよ」

　慎は頭を抱えて絶望する。

（女子が不良に絡からまれてるよぉ……）

　安っぽい漫まん画がとかの導入部みたいなシチュエーションに遭そう遇ぐうしてしまった！

　よりによって、こんな時に……

「ぜ、絶対に嫌いやです！　わたし、これからテニススクールに行くんですから！」

「お。それ、よく見たらテニスラケットかよ？」

「いいねぇ……スポーツ少女」

「ますますそそられるぜぇ」

　不良は三人。ちょっと面めん倒どうな数だ。

（それに相手は……確か鎌かま掘ほり高校だったか？）

　不良の巣そう窟くつとか言われる、そんな感じの名前の学校が近くにあった気がする。

　襲おそわれている方は言うまでもなく天てん藍らん高校の生徒。

　金持ちの多い天藍高校は、不良の多い鎌掘高校にとっては絶好のカモなのかもしれない。

（放ほうっておくわけには、いかねえよな）

　慎は面めん倒どう臭くさそうに、三人の不良を追い払はらいに向かうのだった。




「あ、ありがとうございました！」

　助けた女子が目を輝かがやかせて慎を見上げている。

　クラスメイトではないけど、多分同じ一年生だろう。

　肩かたぐらいまでの長さの髪かみの一部を髪かみ飾かざりで留めている。スポーツをやっているだけに、活発そうな表情だ。

　テニス少女がポケットからハンカチを取り出し、差し出してきた。

「血……出てます。その、顎あごのところ」

「ん？　ああ、本当だ」

　さっきの不良とのいざこざで、爪つめでもかすってたのか。

　慎しんは何でもないように指で拭ぬぐい、平気そうな顔をしてみせた。

「駄だ目めですそんなんじゃ。手て当あてさせてください」

　女子はゆっくりと慎へと距きよ離りを詰つめてくる。それにつれて、慎は一歩、また一歩と下がる。

　──これ以上近づかれたら、例の匂においに気付かれちまう。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　慎は遠えん慮りよの言葉を返し、

「いえ、絶対に手当します」

「！」

　即そく座ざに断言された。

「まず私の唾だ液えきで消毒します」

「お前の!?　いやツバくらい自分でつけとくから」

「あなたのツバは私につけてください」

「何で!?」

　前後左右、時にはフェイントも交えながらテニス少女との距きよ離りを取ろうとする慎。

　しかしテニス少女はピッタリと慎の動きをマークし、振ふり切ろうにも振り切れない。

「私が他ほかの男にとられないためです」

「ああ、ツバをつけるってそういう意味……て気早いな！　初対面なんだけど！」
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「あなたにツバをつけられたところは高校を卒業するまで洗いません」

「やっぱりそういう意味でもツバつけてた！　いや洗えよ！　普ふ通つうに汚きたねえから！」

「私が本当に汚きたない人間なら高校卒業まで待たないですよ？」

「だから何の話してんの!?」

　叫さけび過ぎたせいで顎あごに力が入り、血が滲にじむ。テニス少女の目がキラリと光った。

　危機を察した慎しんは、一気に後方へ下がろうとする。しかし、

（はええ！）

　テニス少女はそれ以上の踏ふみ込みで、一気に慎の懐ふところに潜もぐり込んだ。

　肌はだと肌が触ふれ合いそうなくらいの超ちよう至近距きよ離り。

（あ、熱い！　なんか熱い！）

　テニス少女から放たれる謎なぞの熱気に煽あおられ、肌が焦こげるようにピリピリする……

「ん……？」

　テニス少女が露ろ骨こつに怪け訝げんな感じで、顔をしかめた。

（しまった、匂においに気付かれたか!?）

　でも後ろには壁かべがあるから、これ以上は下がれない。絶体絶命のピンチだ！

「赤あか津つ君。こんなところで、何してるの」

　その時、曲がり角から小こ鉢ばちが出てきた。

（何でお前がここに）

　という目を向ける慎。

　テニス少女もピタリとハンカチの手を止め、ギョロリと小鉢を横目で見た。

（こええ……）

　この子もさっきから何なのマジで。

　もしかして俺は、大変な子を助けてしまったのか。

　慎がよくわからない恐きよう怖ふに震ふるえる中、小鉢は考えるような仕草。そして言った。

「トイレには間に合った？　お腹なかが痛いって、言ってたよね」

「は？」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからなかった。

「ご、ごめんなさい！」

　そんな叫びと共に、テニス少女は逃にげていく。

　彼女なりに悟さとったのだろう──慎からそれとなくただよう異臭の正体を。

「てめえ！　俺が漏もらしたみたいになったじゃねえか！」

「……絡からまれてたみたいだから」

「助けてくれたんだな！」

　ともあれ、こうして二人になる機会ができた。小鉢は慎に追いつくために、掃そう除じを一瞬で終わらせてきたのだという。

「今日の一日はどうだった？」

「最悪だよ。お前の泥どろ団だん子ごのせいでな」

「でしょ」

「軽っ」

　もう少し、丁てい寧ねいな説明をお願いしたい。

「……私、君のことをずっと見てた。停学が明けた時から」

「なっ！」

　どういうこと？

「痴ち漢かんのことばかり言われてるけど、君も天てん藍らん高校に来るくらいだから。何か、あるんだろうと思った。例えば家が裕ゆう福ふくだとか、何かに秀ひいでてるとか……でも、君はなにも無かった」

「ほっとけ！」

　当然だ。自分は極ごく秘ひ裏の役割のために編入しただけの一いつ般ぱん人なんだから。

「でも、それでもずっと見てて……わかったことがある」

「はあ？　なんだよそれ」

「……君は、なにかと女子と縁えんがあることに、気付いてる？」

「女子？」

「しかも幅はば広ひろいジャンルで、可愛かわいい子ばかりだね」

　なんのこっちゃ、と慎しん。

　その反応は小こ鉢ばちの予想通りだったのか「やっぱり」と続ける。

「じゃあ、それを象しよう徴ちようする代表的な女子を五人、例に挙げる」

　小鉢は「まず一人目」と人差し指を立てる。

「君には、妹がいるんだっけ」

「ああ」

「お弁当まで作ってくれている」

「たまにだけどな」

「兄に甲か斐い甲が斐いしくお弁当を作る妹。これは、兄を異性として意識している証しよう拠こだよ」

「まだ小学生だけどな」

　小鉢は二本目の指を立てる。

「二人目は、君を含ふくんだあの三人組の、金きん髪ぱつの不良さんだね」

「は？　あの金髪はハーフだからだ。別にあいつは不良ってわけじゃねえよ」

「ん……確かに。ただの不良というよりも、発育不良といった方がしっくりくる……」

「発育具合ならお前も大たい概がいだろ」

　続けて三本目の指を立てる。

「三人目。一年七組のモブ代表として、初はつ瀬せさんを挙げようかな」

「モブて」

「ところで君は、クラスの女子から、どう思われているか知ってる？」

「は？　普ふ通つうに煙けむたがられてるだろ」

　キモがられている、の方が正しいんだろうけど。

「それ」

「えっ」

「その不ふ機き嫌げんそうな態度と、周りを拒きよ絶ぜつするような冷めきった態度。それが気になるという女子もいるみたいだね」

「……ほう？」

「天てん藍らん高校の女子は、家が裕ゆう福ふくな箱はこ入いり娘むすめか、勉強ばかりやっていた生き真ま面じ目めが大半だから。当然、君みたいな存在に、免めん疫えきが無い」

「ふんふん」

「それは警けい戒かいと侮ぶ蔑べつの対象で、同時に気になる存在ということでもある。ただの物もの珍めずらしさを好こう奇き心しんと穿はき違ちがえるなんて、考えの浅い十代女子にはありがちだよ。つまり、君は、好意に似た感情を持たれていると言っても過言じゃない……その最たる例が、あの初瀬さん」

「マジで！」

　そうだったのか。知らなかった。

　慎しんに向け、小こ鉢ばちが四本目の指を立てる。

「四人目。せっかくだから、さっき不良から助けた子を挙げようかな。漫まん画がみたいなタイミングだったから、ヤラセを疑ったけど……」

「そこから見てたのかよお前……」

　まあ、こればかりは疑われても仕方がない。本当に見事なタイミングで出くわしてしまったのだ。

「五人目」

　小鉢は五本目の指を立てて見せ──そのままバチンと慎の頰ほおに平手打ちした。

（えっ、何で叩たたかれたの？）

　小鉢は慎を睨にらむ。

「言わなくても、わかるよね」

　慎はゴクリと唾つばを飲む。

　そう。慎にとって最も関かかわりの深い、人生そのものを左右する一人の少女の名前が、まだ挙がっていない。

（……幅はば広ひろいジャンルで、可愛かわいい子だっけか）

　四よん家けという名家中の名家だし、他ほかの四人とジャンルは違う。

　可愛かわいいかどうかという点でも、まあ、容姿については申し分ないだろう。

　小こ鉢ばちは言う。

「それは、私」

「割と厚かましいなお前！」

「以上。これで五人。もうわかった？　君がいかに女子に縁えんがあるのか」

「いやちっともわか……」

　バチン。また平手打ちされた。

「何すんだよ！」

「逆ギレするな！」

「ええ!?」

「無気力で枯かれた平へい凡ぼん高校生を気取りながらも妙みように女子と縁があってしかも自分にはその自覚がない！　ハーレム漫まん画が主人公か!!」

（えー…………）

　無茶苦茶怒おこられた。

　小鉢に叩かれた頰ほおがだんだん熱を帯び、今さらながらにヒリヒリと痛み出す。すごく、惨みじめな気になった。小鉢の挙げた、数々の少女の存在が頭の中でぐるぐるぐるぐると渦うず巻まく。

「でも、どう？　今日一日、君はその女子達に関して悲ひ惨さんな目に遭あったんじゃないかな。だとしたら、君の持ち合わせていた幸運が、泥どろ団だん子ごによって打ち払はらわれた証しよう拠こ」

　思い返してみる。

　──咲さ希き。最も大切な肉親が作ってくれた弁当は、便所で食う羽目になった。味わう余よ裕ゆうなんかなく、無理矢理腹に詰つめ込むみたいになった。

　──鈴りん。自分は数少ない仲間の体操服の匂においを嗅かいでしまった。割と変態だ。後ろめたくて、しばらくは鈴とまともに顔を合わせられそうもない。

　──初はつ瀬せ。こいつは別にどうでもいい。が、何だかんだでいつも声をかけてくれる奴やつだった。でも筋肉兄弟に保健室に連れて行かれた。もう声をかけてくれることもないだろう。

　──テニス少女。不良に絡からまれた女の子と遭そう遇ぐうするとか、絶好の出会いのシチュエーションだ。けど、大きい方を漏もらしたと勘かん違ちがいされた。一転して最悪な出会いになった。

「た、確かに！」

「ハーレムは、だめ」

　驚きよう愕がくする慎しんに小鉢はぼそぼそと言う。

「一人につき、一人いたらいい。君には、私だけいたら、十分だから」

「え……」

「……これで、わかったくれた？　『幸せの本』には、他ほかにも人に不幸をもたらすための方法が、たくさん書かれてる。これがあれば大だい丈じよう夫ぶ」

　そして小こ鉢ばちは、以前と同じことを改めて口にする。

「だから……私と一いつ緒しよに、天てん藍らんの連中を一人残らず不幸にしよう」

　とりあえず俺は、変な奴に目を付けられてしまったみたいだ。
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　中学三年の冬。

　二人は椋りよう子この部屋でコタツに入りながら天てん藍らん高校のパンフレットを見ていた。

「天藍ではクラスの概がい念ねんを重視してるみたいだな。クラスごとの結束、あとクラス同士の競争をカリキュラムの中心に置いている。こういった中で社会に出てからの協調性とか競争意識を学ばせようとしてるってわけか」

「慎しん。みかんを食べた手でパンフレットに触らないでください」

「お前、誰だれのために調べてやってると思ってんの？」

　慎がトンと湯ゆ吞のみを置くと、椋子がちゅぽぽぽと急きゆう須すを傾かたむける。

　温ぬるくなった茶を一気に呷あおり、また慎は話す。

「だから委員長の役割は単にクラスの調整役に留とどまらない。リーダーとか、王様って方が表現としては正しいのかもな……」

「そんなことより慎、見てください！　校舎の中には自然がいっぱいで、四季折々の草花とか虫さん達を楽しむことができるんだって！」

「そんなことより、じゃねーーーーーー!!」

　慎は足を伸のばし、椋子の足をコタツの外に押し出してやった。

「ず、ずるいです。自分だけ足を伸ばして！」

「いいか、お嬢じよう。この学校で上に行くには委員長としてクラスをまとめ、他ほかのクラスに勝ち続けないといけない。けどその前に、まずは委員長になることだな」

「マユタテカネ……へえ、トンボさんの一種なんですね」

「最初は内部生で優ゆう秀しゆうな奴やつが委員長に選ばれるだろうな。ただ定期的にリコールとかで委員長を交こう替たいできる機会もあるみたいだから、それを狙ねらうことになる」

「慎、ホタルです！　色んな種類のホタルが見られるみたいですよ！」

「お嬢は外部生だ。いくら竹たけ御み代だいって名前があったところで、結局のところ、内部生にとってはどんな奴かまではわからない。ゼロから信しん頼らいを得ないといけない。そのためには学業とかで優秀な成績を残すのはもちろん、クラスメイト一人一人との人間関係をとにかく大事にして」

「とても楽しみです……虫さん達とたくさんお友達になれるでしょうか」

「人間の友達作れっつってんだよ、この自閉症しようがァァーーーーーー！」




　　　　　　　　　　　　★　★　★




　朝登校すると、靴くつ箱ばこに一通の手紙が入っていた。

（これって……え、マジで？）

　靴箱に見知らぬ手紙が入っているとなると、考えられるものは一つしかない。異性に想おもいを伝える手段として最もポピュラーなアレだ。

（ってそんなわけないけどな）

　とか冷めたことを考える慎しん。

　──その冷めきった態度が気になるという女子もいるみたいだね。

　同時に、そんな言葉が頭をよぎる。

（ごくり）

　首を振ふって左右を確かく認にん、コソコソとトイレに移動。大便用個室に入り、手紙の封ふうを開ける。

　丁てい寧ねいに四つ折りされた紙を広げると、一面にギッシリと文字が書いてあった。

（やけに長い手紙だな）

　十分くらいかけて、じっくりと何度も読み返す。

　肝かん心じんの内容は──どこをどう見ても『不幸の手紙』だった。

（あれ？）

　自分がいかに恵めぐまれているか、自分が幸せに生きる裏でどれだけの人間が不幸な目に遭あっているのかが延々と書かれている。

　そして手紙はこう訴うつたえる。不幸になれ、と。

　この手紙が届いた時点で運命的なものに見捨てられて不幸になることが決定したらしく、具体的な未来まで予言されていた。

　ちなみに慎の将来はこんな感じらしい。

　──異性との縁えんを失ってしまったあなた。

　行き場を無くした愛はやがて妄もう想そうへと向けられます。二十代のやや遅おくれた青春を二次元の女の子が登場するゲームやアニメと共に過ごすようになるでしょう。三十を過ぎた頃ころには二次元の女の子がプリントされた抱だき枕まくらを毎晩抱いて眠ねむり、四十を過ぎる頃には──

　最後は、二次元人生で最初に好きになった子を胸に抱き、孤こ独どく死しするのだという。

（……いやいやいやいや！）

　なんつう嫌いやがらせだ！

　そうは思うものの、何な故ぜか恐きよう怖ふに震ふるえるように全身に寒さむ気けが走り、心臓がバクバクと不気味な鼓こ動どうを繰くり返している。なんだこれは。

　しかしこの手紙には、救いが残されていた。最後の一文には、こうある。

　不幸から逃のがれるための方法が一つだけあります。

　それは──

（それは……！）

　ちょうどその部分に『ＳＡＭＰＬＥ』の文字が被かぶってて読めなかった。

（描かき下おろし特典のサンプル画像か！）

　ヒロインの肝心なところが『ＳＡＭＰＬＥ』の文字で隠かくれていることがよくある。この先の秘ひ境きようを覗のぞくことが許されるのは、ちゃんとお金を払はらって商品を手にした者だけだという売り手側がわからの意思表示だ。







　朝の教室では、クラスメイトがあちこちできゃいきゃいお喋しやべりしていた。

　もはや見慣れた光景であり、中には入学前には予想もしていなかった光景もある。

「おっはよー、竹たけ御み代だいさん！　今日もいい天気ですねっ」

「おはようございます……えと、最高の洗せん濯たく日和びよりですっ！」

「見て見て竹御代さん！　スカートの丈たけ、少し短くしちゃった！　わかる？」

「は、はい……膝ひざが丸見えです。こ、こけたら痛そうです！」

　ほとんどの奴やつが登校するなり椋りよう子こに声をかけ、椋子もまた律りち儀ぎに一人一人に反応する。

（ふむ）

　最初の予想外は、椋子があっさり委員長に選ばれたことだ。

　しかしそれが必ずしもいいこととは限らない。なんでかというと、四よん家けの名前だけで委員長になったところで、中身が伴ともなわなければあっさり信しん頼らいを失うはずだから。

　つまり、最初だけと思っていた。どんどんメッキが剝はがれて中身の駄だ目めっぷりが日に日にあらわになり、そう遠くないうちにクラスから見放されるものだと思っていた。

　けど現実は、一ヶ月近く経たった今でもこの相変わらずの人気っぷり。

　その理由は──ちょうどクラスメイト達の会話から聞きとれた。

「竹御代さーん、この前の体力テストの結果どうだったんすか？　よかったら見せてくださーい……なっ、なんすかこれは！　破は壊かい力りよくＡ、スピードＡ、射程距きよ離りＡ、持続力Ａ、精密動作性Ａ、成長性Ａ！　オールＡじゃないっすか！」

「竹御代さん！　昨日の課題でよくわからないところがあったんですけど……わあ。そうか、なるほど！　とてもわかりやすいです！」

　竹御代椋子は中身はアレだが、実はそれ以外の面──こと勉強や運動に関してはズバ抜ぬけたスペックを誇ほこっていた。竹御代の人間としての生まれ持った資質と幼い頃ころから課されてきた日々の修練の賜たま物もの。なんだかんだで四家というのは伊だ達てじゃない。

（……さて。次のグループにいくか）

　椋子に関してはこれくらいにして、慎しんは他ほかのクラスメイトの会話にも耳を傾かたむけた。

　聞こえてくる話題は様々だ。例えば週末の予定のこと、中間試験が終わったら始まるクラブ活動のこと、食堂のメニューのこと。

（はあ、くだらね）

　どれもこれも中身が無い。いかにもモブという感じの、取るに足らない話ばかりだった。

（大した情報は無さそうだな）

　こんな感じで慎は今日も教室の会話に耳を傾けては『情報収集』に勤いそしんでいる。並行しておこなってきた人間観察の甲か斐いもあり、クラスメイト全員どんな奴やつか大体わかった。仲の良いグループとかも概おおむね把は握あくできている。

　──ちなみに慎しんは、どのグループにも属してない。いつも一人だ。

　顔を上げると、教室の前に貼はられた紙に目が止まった。

『一学期の目標　赤あか津つ君と仲良くしよう』

　既すでにテープの一か所が剝はがれ、びろんとめくれていた。たまに窓から吹ふく風でぴらぴらと揺ゆれたりもする。実は先週からなのだが、誰だれも直す様子は無い。

（……別に、いいけどな？）

　俺、青春諦あきらめてるし。

　皆みなと仲良くするためにこの学校来たわけじゃないし。

　自分の役割は一いつ般ぱん生徒を装よそおいつつ、竹たけ御み代だい椋りよう子こを陰かげで支えること。そのために有意義な情報を集めることも、重大な仕事の一つだ。

（さて情報収集情報収集）

　ほんと忙いそがしいわー。

　こういう何気ない日常にも、どんな情報が隠かくれているかわかったものではない。一いつ時ときも気は抜ぬけない。誰も話しかけてこないのも好都合。まさに最初の狙ねらい通り。

「ラルバちゃん、かわいいよなー。今期のアニキャラでダントツ一位じゃね？」

（おっ）

　慎が何となく視し聴ちようしている深夜アニメの話題だ。何を隠そう、慎は漫まん画がとかアニメが結構好きだったりする。自分のキャラじゃないので表立っては言わないが。

（情報の発信源は……あいつらか）

　有う象ぞう無む象ぞうのクラスメイトの中でも慎が少しだけ注目しているグループで、いつもそっち系の話で盛り上がっている三人組だ。少し注意して聞いてみるか。

（なになに……）




「ロリと吸きゆう血けつ鬼きの組み合わせは神！」

「不老不死だからずっと幼児体型のままだもんね！」

「吸血されて永遠に服従させられてえ！」




「──うるさい。大きい声で、気持ち悪い話しないで」




「あのボテ腹で打率三割超ごえとか鳥とり肌はだだよな……」

「野球は体力より技術とセンスだし……」

「チャンスに強いのはベテランの貫かん禄ろくだわ……」




（！）

　一いつ瞬しゆんにして話題が変わっただと!?

　幼女吸きゆう血けつ鬼きのアニメキャラから実在する中年プロ野球選手の話になった。

　テンションまで、ダダ下がりになっている……

　目を向けると、三人組の近くで一人の女子がイライラした感じで本を読んでいる。

　笹ささ川がわ小こ鉢ばちだ。

　彼女の感情の薄うすい目が、ふとこっちを見た。

　立ち上がってトコトコと、こっちに向かってくる。

「……ねえ」

「おお、笹川。今日の朝、靴くつ箱ばこに入ってたんだけどよ……これ、もしかしてお前が」

　言いながら慎しんが鞄かばんから例の封ふう筒とうを取り出すと、

　──ガタン！

　壮そう大だいな音をたてて、小鉢が慎に抱だきつくような形で手紙を隠かくした。

「……ここでは、だめ」

　小鉢らしくない慌あわてっぷりだった。周りも気付き、ざわつく。目ざとく見ていた柚ゆ井いが「その手紙、まさかのまさかじゃないっすか！」と騒さわぎ立てる。

「わ、わりい……」

　慎は降参するように両手を上げると、小鉢もゆっくりと慎から体を離はなした。

「……今日の昼休み。よかったら私と仲良くしよう」

　柚井が今度は「仲良く!?」と驚おどろきの声をあげる。

「ささっ、笹川さん。それは一体、どういうことっすか！」

「……クラスの目標なんでしょ？」

「ひぃ！」

　柚井を視線だけで黙だまらせると、また慎を見る。

「……例のところに、来て。あそこなら……誰だれも、来ないから」

「ああ、わかったよ」

　今や教室中が押し黙り、二人に釘くぎ付づけになっていた。「おい」「マジかよ」「誰もいないところでどう仲良くするつもりなんすか？　これは一大事っす！」とか沸わき立つ。

　そんな中、竹たけ御み代だい椋りよう子こだけが「？」意味がわからなそうに首を傾かしげていた。







「さ、触っても大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「うん……でも、ゆっくり、だよ？」

「ああ、わかってる。なんか……緊きん張ちようするもんだな」

「だ、だめ！」

「うわっと！　なんだよ……驚おどろかすなよ」

「ゆ、指を立てないで……こすったら、だめ」

「わ、わりい。触さわるの初めてだからさ。いや、見るのも初めてだ……ここまで綺き麗れいなのは」

「私も……だよ。誰だれかに、見せるの」

「え、それって……」

「……はやくして。そうじゃないと…………次に、進めないから」

「わ、わかった。じゃあ……いくぞ？」

「ん……そう。真ん中あたりを、やさしく、ね」

「……思ったより、冷たいんだな」

「それがだんだん……君の体温と、同じぬくもりになるんだよ」


──ぴちゃ。



「でも……少しだけ、湿しめってるな」


──ぴちゃ。　　──ぴちゃ。



「え、湿って……？　そ、そんな……わけない」


──ぴちゃ。　　──ぴちゃ。　　　　　　ぴちゃ……



[image: ]

「何、そんなに慌あわててんだよ。俺は……感じたままを言ってるだけだぜ？」

「……や、やめて。もう、さわらないで」

　小こ鉢ばちは懇こん願がんするように瞳ひとみを潤うるませ、全身を脱だつ力りよくさせる。

「わかったよ。少し早かったか……悪かったな、がっついちまって」

　言いながら慎しんは指先に触ふれるぬくもり──泥どろ団だん子ごを棚たなに戻もどした。

「そんなに落ち込むことかよ」

「……」

　小鉢は落らく胆たんのあまり全身をだらんとさせている。

　裸足はだしで泥に突つっ込んだ足をぴちゃぴちゃ動かしてるのは、どんな感情の表れだろう。

「泥団子を乾かわかすなら、もっと日当たりのいい場所の方がいいんじゃねえの？」

「……だめ。急速に乾かすのは、ヒビ割れの原因になる」

「へえ。難しいもんだな」

「学校で作るには、まだ研究が必要みたいだね……」

　昼休み、旧校舎側がわにある小鉢の秘密スペース。

　慎はそこで泥団子の作り方を教わっていた。小屋の近くには一面の泥。前回来た時に見たビニールシートの下には、専用の泥が熟じゆく成せいされていたらしい。

「水分が抜ぬけきってからの修正は無理だから、この段階での妥だ協きようはだめ。とにかく、丸くしようと思うのがコツかな」

「ほうほう」

「心をこめて同じ作業を繰くり返し………………そうやって完成させた泥団子をどーーーん！」

「うぼぉあ！」グショリ！

　小鉢が唐とう突とつに泥団子を投げてきた。慎の顔面に当たって粉々に砕くだける。

「どう？」

「いや普ふ通つうに痛いんだけど」

　慎が真顔で言うと、小鉢が「え」と唸うなった。

「……前にテレビで似たようなのを観みたことがあって。一回、やってみたかった」

「このタイミングで!?」

「でも、できるような相手が、ずっといなかったから……」

「え、それって……」

　さっきは泥団子を誰だれかに見せるのは初めてとか言ってた。

　いや、まあ、こいつ友達いなさそうだもんな。今さらだけど。

　小鉢が布きれのようなもので慎の顔の汚よごれを拭ぬぐってくれる。

「まあ、なんだ。そんな気にすんなよ。少し驚おどろいただけだから」

「……ごめん」

「わかったからもう謝るな……てこれ靴くつ下したじゃねえか！」

　慎しんの顔を拭ぬぐう細長いそれは、どう見ても靴下だった。

「……破れたから。けど、まだ使えるから」

「俺に使うなよ！」

　前から気になっていたことがあるので聞いてみる。

「そういやお前、いつも裸足はだしだよな。靴下は？」

「破れた」

「新しいの買えば？」

「……」

　小こ鉢ばちは顔を俯うつむかせてしまった。

　今はフードを被かぶってるせいで、彼女の表情一いつ切さいが見えなくなる。

（え……もしかしてそんなに貧びん乏ぼうなの？）

　つい素すで突つっ込んでしまったけど、踏ふみこんではいけないところだったのか。

「──以上が『光る泥どろ団だん子ご』の作り方。時間さえかければ、誰だれにでも簡単に作れる」

「そうか。妹にも教えてみようかな」

　咲さ希きは結構こういうのが好きなのだ。

「でも。『弾はじける泥団子』は簡単じゃない。乾かん燥そうさせた外がい殻かくの中に、水分を含ふくんだ泥を混ぜるわけだから」

「ああ、あのうんこ入ってたやつね……で、どうするんだ？」

「それは秘密。おばあちゃんが編み出した、独自の製法によるものだから。笹ささ川がわ家以外の人に、広めるわけにはいかないんだ」

「そっか……なら、仕方ねえな」

　ちょっと残念だ。

「じゃあ、まあ、泥団子のことはこれくらいにしといて……本題だな」

　小鉢がビクンと体を硬こう直ちよくさせる。

　慎はポケットから封ふう筒とうを取り出し、中に入っていた手紙を開いた。

「この手紙、お前が書いたんだよな」

「……」

「なんでそんな緊きん張ちようしてんだよ……ああ、そうか。自分が書いた文章を読んでもらうのって、恥はずかしいもんな」

「……そんなこと、ない」

「でも、この『ＳＡＭＰＬＥ』の文字。泥団子の時と一いつ緒しよで俺を使っての実験ってことだろ？　俺の感想、聞きたいんだよな」

　図ず星ぼしだったようで、小鉢はこくんと頷うなずく。

　泥どろから足を引き抜ぬいて、体ごとこっちを向く。

　そして慎しんが地面に置いて広げた紙を見て──虚うつろだった目を見張った。

「これは？」

「ああ、時間があったからさ。俺なりに手直ししてみた」

　手紙のあちこちに、赤字で何かが書き加えられていた。いわゆる文章に対するダメ出しだ。

「率そつ直ちよくな意見としては、正直読むのが苦痛だった」

「……う」

「まず全体的に文字が詰つまってて読みにくいのが致ち命めい的だな。思いつくままにダラダラ書くんじゃなく、例えばもう少し改行入れるとか、余計な説明を省いてみたら？」

「……うう」

「あと趣しゆ旨しが曖あい昧まいかな。いや最初に相手を持ち上げといて途と中ちゆうで落とす、みたいなことしたいんだろうけどさ。緩かん急きゆうの付け方が甘いから、結局何が言いたいのかさっぱりわからない」

「……ううう」

「じゃあ、一つずつ見ていくな。まずはここ。わかる？　主語と述語が嚙かみ合ってないよな？　あ、ここは単純に言葉の誤用ね。結構多いぞ、お前」

「……ま、待って」

「文体もコロコロ変わるよな。常じよう体たいと敬けい体たいがわざとかってくらいごちゃまぜだし、急に中二ぽくなったりするし。その中二も書き慣れてない感がありありだ。無理矢理カッコイイ言葉使いました、みたいな？　そういうの読み取れちゃうと、読み手は一気に冷めるんだよなー」

「……待ってってば！」

　ゴシャッ！

　慎の顔面に泥団子がぶつけられた。

「……解説は、私がする」

「はい」

　すみませんでした。

　さて、書き手本人の解説による、肝かん心じんの手紙の内容はというと。

　前半は、天てん藍らんの生徒に共通するであろう状じよう況きようとかを書いたものだった。超ちよう名門校に通うような奴やつがいかに幸せで恵めぐまれているかをわからせようという趣しゆ旨しらしい。

「で、後半。ここからは、吉きつ星せいの加護を無くした先の未来。君はこの前、もう泥団子で吉星の加護を砕くだかれてるね」

「え、じゃあ俺、この手紙にあるように二次元アニメにハマった末に孤こ独どく死しするの？」

「だね」

「マジか」

　また将来設計狂くるったわ。

『ＳＡＭＰＬＥ』で隠かくされていた最後の文面は、やはりという内容だった。

「これと同じ手紙を一週間以内に誰だれかに送りましょう。自分より幸せだと思う人を思い浮かべ、その人がどう不幸になってほしいかを思いのままに書くのです」

「うわあ……まさに不幸の手紙だな」

「……ちがう」

　小こ鉢ばちは懐ふところから分厚い日記帳のようなものを取り出した。

『幸せの本』といかいうやつだ。ぺらぺら捲めくっては、どこかのページに目を止める。

「人は自分が不幸になると、自分より幸せな人を憎にくまずにはいられなくなる。始まりは、そんな小さな一つの悪意。でもそれが次なる悪意を生み、憎しみと不幸が広がっていく。たった一発の銃じゆう弾だんが、国家間の戦争に発展することもあるのは、人類の歴史も示してる……」

「お前ほんと人間に対して上から目線だよな」

「きっかけがあれば、あとは人の本質が勝手に悪意を膨ふくれ上がらせる。そのきっかけを与あたえるだけなら、銃弾一発どころか紙切れ一枚でも、話は同じ」

「ようするに不幸の手紙じゃねえか」

「……だから、ちがう。これはおばあちゃんが人に不幸をもたらすために編み出した笹ささ川がわ家秘伝の一つ。【黒の書】第四章〈連れん鎖さする怨おん讐しゆう〉」

「物は言いようだな」

「ねえ。泥どろ団だん子ごは自信作だったけど……手紙はまだまだなのがわかった。だから……」

　小鉢はまた背中を向けて、泥に裸足はだしを突つっ込む。

　ぺちゃぺちゃさせながら、言いにくそうに口にする。

「……手紙の完成度を上げるための、手伝いをしてほしい……だめ、かな」

「それは」

「嫌いやなら、いい」

「笹川……」

「君は天てん藍らんの生徒でも外部生で……私と同じ匂においがした気がしたから……でも、気にしないで。巻き込むつもりは、ないから。客観的に見て、私が悪いのは、わかってるから」

　背中を向けてフードを目ま深ぶかに被かぶっている小鉢がどんな顔をしているのかはわからない。

　でも。何な故ぜか、その小さい背中を、放ほうっておけない気がした。

「お前は別に悪人ってわけじゃねえだろ」

　理り屈くつではない。しかし感覚がそう言っている。

　確かに独特な言動が目立つ少女だけど、彼女を悪人だとはとても思えない。

　上う手まく言葉には、できないけど。

「俺はこれでも尻しりを見る目はあるつもりだぜ？」

「え。しり……お尻？」

「小こ柄がらだし元々瘦やせ型がたなんだろうけど明らかに栄養も足りていない。貧しい育ちなのがわかる。しかしキュッと引きしまったそれは、たとえ屈くつ折せつしようとも決して卑ひ屈くつにはならず、小さな一歩ずつでも自分自身の足で前に進もうという強い意志を表している、そんな尻しりだ」

　まさに今のお嬢じようとは正反対なんだよな。

　ポタリ、と慎しんの鼻先から赤い何かが落ちる。鼻血だ。

「……君は本当に、お尻が好きなんだ」

「いや一応言っとくけどこの鼻血はさっきお前が投げた泥どろ団だん子ごのせいだからな？」

「……いいよ。その……減るものじゃないし」

　小こ鉢ばちは両足をぺちぺちさせながら言う。

「おじいちゃんは、こう言ってた。減るものじゃないならよいではないかと。その物が誰だれかに幸せをもたらし、しかもその物が減らないのであれば、それはいわば、幸せ無限製造機ということになる」

「お尻は幸せ無限製造機……」

　確かにそうなのかもしれない。

「……じゃあ。手紙の手直し、手伝ってくれる？」

「ああ、わかったよ。その代わり、今日は気の済むまで徹てつ底てい的にやるからな。覚かく悟ごしろよ？」

「ん……覚悟する」

　まあ手紙作りの手伝いくらいなら、普ふ通つうに付き合ってやるよ。

　なんか尻目当てで協力するみたいになったけどな！




　　　　　　　　　　　　★　★　★




　次の日の朝。

　七組教室は、クラスメイト何人かの靴くつ箱ばこに入っていたという差出人不明の不ふ審しんな手紙の話題で持ち切りだった。

「『あなたの幸せもここで終わりです』？　うわぁ、何これ」

「どうしよう……私、この後に書いてあるような目に遭あっちゃうのかなあ……」

　いつも通り情報収集する慎しんの耳に、そんな会話が聞こえてくる。

　手紙を受け取ったらしい当事者は揃そろって落ち込み、中にはボロボロ泣いている女子もいる。他ほかの連中までもが同情して沈ちん痛つうな表情を浮かべている。

　教室全体にいつもの活気が無く、お通夜みたいな重苦しい空気になっていた。

（なんか、とんでもないことになってね？）

　ひとまず事の経緯を思い返す。




　昨日、慎しんと小こ鉢ばちは学校のパソコンルームに忍しのび込み、ひたすら手紙作りの作業をした。作った不幸の手紙は全部で五通。どれも七組の生徒宛あてだ。そいつの悪口とかで盛り上がりながら時間を忘れるくらいに手紙作りに没ぼつ頭とうし、気が付けば日が暮れている始末。

『すげえ！　お前もしかして天才じゃね？』

『……君のアドバイスのおかげだよ』

『謙けん遜そんすんなよ～。こんなちょっと読んだだけで将来に絶望するあまり精神崩ほう壊かいして廃はい人じんになるような禁書指定受ける魔ま道どう書しよレベルの不幸の手紙、普ふ通つうは書けねえよ。お前の腐くさった性しよう根ねとドス黒い負の感性があってのものだってば！』

『早さつ速そく、帰りに出そうかな。思い立ったが吉日、撒まき散らせ凶きよう日じつがモットーだからね』

『おお、なんかカッコイイな！　よし、やっちまおうぜ！』




　とまあ、そんな感じで。

　手紙を書く手伝いどころか実際に出す後押しまでしてしまったわけで。

（やっちまった！）

　だって思いのほかクオリティ高い不幸の手紙ができたんだもん。

　手紙作りに疲つかれ過ぎて変なテンションになってたんだもん……！

「みんな落ち着いて！　惑まどわされちゃ駄だ目めよ！」

　誰だれかが教きよう壇だんに立つ。

　初はつ瀬せ──こいつも手紙の標的の一人だった奴やつだ。

「受け取った手紙、全部集めて先生に見せましょう！　こんな悪質な悪戯いたずらをする犯人、絶対に許すわけにはいかないわ！　しかるべき制裁を……停学か退学に追い込むのよ！」

（ゲーッ！）

　マジでやばいことになってきた!?

　慎も不幸の手紙に加担した、いわば共犯者だ。もしバレたりしたらシャレにならない。

（どうすんだよ笹ささ川がわ……っていねえ！　まだ来てねえのか！）

　そうこうしているうちに、七組の数人が立ち上がっていた。手紙作りに関かかわった慎は知っている。どいつもこいつも手紙の標的だった奴だ。

（とにかく何とかしねえと）

　震ふるえる手をどうにかポケットに突つっ込み、携けい帯たいを引っ摑つかむ。メール画面を開き、文面をひたすら打ち込みまくる。

（ちっ、初瀬の奴！）

　自分も手紙を受け取った当事者のくせに何てメンタルだ。沈しずみ切ったクラスメイトに活かつを入れ、進むべき道を指し示すだけのリーダーシップもある。あれ？　こいつ普通に委員長に向いてね？　つうかむしろ、何であんなポンコツが委員長やってんの？

　ちなみにあんなポンコツは、さっきから誰だれかが受けた不幸の手紙をボケーッとした顔で覗のぞきこんでいた。なんの危機感もなく、いかにも他ひ人と事ごとという顔だ。

（他人事じゃねえだろ、アホが）

　慎しんの怒いかりに応こたえるように、椋りよう子この体がビクンと跳はね上がった。メール着信のバイブ。

　慌あわてて携けい帯たいを確かく認にんした椋子は、泣きそうな顔でこっちを見た。「え～、本当にこれ言わないといけないんですか？」そんな顔だ。無視する。いいから言え。

「これで五通……これだけあれば十分ね。すぐにでも先生に見せてやりましょう。ふん、犯人め、覚かく悟ごすることね！　必ず追い詰つめて」

「あ、あのう……ままっ、待ってください……」

　そこに自信の無さそうな声が割り込んだ。

　プルプルと震ふるえる手を挙げるのは椋子だ。

「竹たけ御み代だいさん……なんですか？」

「ええと……（チラ）。悪質な悪戯いたずら、お前の言うとおり。でもだからこそ、相手にするべきじゃない。これは不幸の手紙。次々と不幸の手紙を書かせ、大ごとにするのが犯人の目的だ」

　珍めずらしく全く嚙かまない椋子。

　というか棒読みで片かた言ことみたいになっているが、誰もが椋子の言葉に聞き入る。

「犯人は典型的な愉ゆ快かい犯はん。騒さわげば騒ぐほど相手の思うツボ。ましてや先生に頼たよるなど、生徒自身の自治を重んじる天てん藍らん高校の生徒がすべきことではない。違ちがうか」

　椋子は微び妙みように視線が定まっていなかった。

　というか机の上に置いたカンペ（携帯）をガン見していた！

（そのまま言わんでいいから……せめて読んでるのバレないようにだな）

「ここで少し間を置いてクラスメイトを見回す」

（そこは読まんでいい！）

「犯人を追いこんで何になる。罪を憎にくんで人を憎まず。ここは子供の悪戯とクールに流し、犯人自身に己おのれの過あやまちを気付かせる。そうやって互たがいに誇ほこりある姿を見せ合い高め合うのが真の天藍高校生のあるべき姿だ。七組の委員長として、そのことをここに提言したいと思います」

　──しーん。

　沈ちん黙もく。

　──わああああああ！

　喝かつ采さい！

「さすが竹御代さんっす！」

「そうよ、こんな手紙、放ほうっとけばいいの！　流されちゃあ駄だ目めよね！」

「たっけみだい！」「たっけみだい！」「たっけみだい！」

　クラス中から湧わき上がる竹御代コール。初はつ瀬せに至っては「これは一本取られたわね」とばかりに爽さわやか成分含ふくんだ苦笑いを浮かべていた。

（ふう……危なかった）

　慎しんは冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら一ひと息いきつく。まあこのクラスは竹たけ御み代だい椋りよう子こが言えば何でも聞くんだろうが、ここは即そつ興きようでさっきの文面を考えた自分を褒ほめてやりたい。

（さて、問題はここからだな）

　これで慎の危機──じゃなくて七組の危機が完全に無くなったわけじゃない。不幸の手紙は、まだ終わっていない。

　慎は引き続き椋子へとメールを打ち込む。

　七組を揺ゆるがす不幸の手紙に関する、慎の知る全すべての情報。

　もちろん、手紙の犯人もだ。

（…………）

　これはぶっちゃけ、小こ鉢ばちに対する裏切り行こう為いだ。

　けどまあ、それに関しては『情報収集』終しゆう了りようってことで。

（悪いな、笹ささ川がわ）

　情報収集が導き出した一つの結論──笹川小鉢は危険だ。

　七組をまとめないといけない椋子にとって、大きな障害となる可能性がある。

（お前に目的があるのと一いつ緒しよで、俺にも目的があるんだよ）

　有事の際には情報や助言を提供し、竹御代椋子を陰かげで支し援えんすることは、自分の義務だ。

（さてお嬢じよう。そろそろ委員長らしいことしてみせろ）




『ミッション２　七組を恐きよう怖ふに陥おとしいれる不幸の手紙の連れん鎖さを止めろ』




　放課後。

　慎と小鉢は昨日に引き続きパソコンルームに入って、次なる手紙の作成に取り掛かかっていた。慎が「筆が乗ってるうちに次の作っといた方が良くね？」と提案したのだ。

　ぽち、ぽち、と小鉢は無言でキーボードを叩たたいている。

「お前がいない間、危なかったんだぞ。もう少しで初はつ瀬せの奴やつに手紙全部回収されて、先生にチクられるとこだった」

「ん……そうなんだ」

「いやわかってんのかよ。そうなったら結構大ごとだぞ。お前が犯人だってバレでもしたら、それこそ注意されるくらいじゃ済まねえよ」

　前科のある慎はさらにヤバい。

　今度こそ本当に退学にでもされるかもしれない。

「……大だい丈じよう夫ぶ。あの手紙だけで、犯人が特定されることはないよ」

　小こ鉢ばちは画面を見たまま、表情すら変えなかった。

「それに。いくら周りが騒さわいだところで、不幸の手紙をもらった人の心が救われるわけじゃない。明日には、何人かは他ほかの誰だれかに不幸の手紙を書くかもね」

「……」

　淡たん々たんと小鉢。

　しかし、そうなのだ。あの手紙の怖こわさ、謎なぞのリアリティはもらった人にしかわからない。

　手紙の正体を明らかにしない限り、不幸の手紙の連れん鎖さは止まらない。

「でも。確かにあまり騒がれても面めん倒どうだったかも。ここは止めてくれた竹たけ御み代だいさんに感謝かな。無能なくせに委員長ぶるから、それが七組をより苦しめることになる……皮肉だね」

（それはどうかな）

　その時、ガラララとパソコンルームの戸がスライドする音がした。

　小鉢は反射的に手を止め、入口の方を振ふり返る。

（来たか……）

　そして慎しんも、特に取り乱すこともなく入口の方を確かく認にんする。

「あ、赤あか津つ君……笹ささ川がわさん。こんなところで、なな、何をしているんですか？」

　入ってきたのは、竹御代椋りよう子こだった。

「どうして、ここに」

「ええと……たまたま近くを、通りかかったら……声が、聞こえてきたから」

　小鉢の疑問にたどたどしく答えると、椋子はたたたーっと走り、二人の元へ。「あ」小鉢がそれを隠かくす間もなく、パソコンの画面で目を止める。

「それは」

　小鉢がわずかに動どう揺ようを見せる。

「もしかしてそれって……あの手紙？　まさか、笹川さんが出したんですか？」

「……見られちゃったね」

　しかし小鉢はすぐにまた表情を消す。

「それで、どうするの。皆みなにバラす？」

「そそ、そんなつもりは、な、ないです」

「……どうして？　委員長のくせに、見て見ぬふりをするの？」

「ち、違ちがいます。い、委員長だから……クラスメイトを貶おとしめるような真ま似ねはしたくないんです……わたしは、その」

　キッと気合を入れた感じで顔を上げ、椋子は絞しぼり出すように叫さけぶ。




「わたしは……と、友達に。笹川さんと友達になりたいって思ってますからっ」




「な……」

　小こ鉢ばちは呆あつ気けにとられていた。

　椋りよう子こもどうにか言いきった余よ韻いんに浸ひたり、プルプル震ふるえる。

（……よし。完かん璧ぺきだ、お嬢じよう！）

　そんな中、慎しんだけが心の中でガッツポーズしていた。

　今回のミッション──本当の目的はまさに笹ささ川がわ小鉢を味方に引き入れることにあった。

（べ、別に笹川を追い詰つめるのが可哀かわいそうになったからじゃないぞ！）

　七組における危険分子にして、唯ゆい一いつ竹たけ御み代だい椋子に迎げい合ごうしていないクラスメイト、笹川小鉢。

　今はまさにそんな小鉢とオトモダチになる絶好の機会！　逃のがす手は無い。

（ただそうなると、ミッションの難度は格段に上がるんだよな）

　今の椋子には到とう底てい無理だ。

　なので、今回は特別に達たつ成せいまでの工程は全すべて慎の方で用意してやった。

　まず小鉢をパソコンルームに連れ込み、椋子と引き合わせる。その上で、手紙の作成現場を押さえつつもあえて小鉢を責めようとしないことも、慎の仕組んだヤラセだ。

（そしてこの後の流れは……こうだ！）




『……私のこと、見逃してくれるの？（うるうる）』

『わたしは笹川さんと仲良くしたいだけだよ。だってクラスメイトだもん！（にぱー）』

『甘ちゃん共がよ（やれやれ笑い）。あとは女子同士で勝手にやりな（クールに去る）』




（やべっ、マジ完璧じゃね？）

　女子の話に口を出すのも格好悪い。

　俺は黙だまってこのまま見守るとしますかね。

「さ、笹川さん。クラスメイトとして……友達になりましょう！」

　お、いいね。大事だから二回言ったわけだ。

「嫌いや。気持ち悪いこと言わないで。虫むし唾ずがはしるから」

　えっ。

「なに、その顔。まさか拒きよ絶ぜつされるとは、思わなかった？」

　ちょっ。

「友達になりたい？　そんな台詞せりふを言えるのは、自分が望みさえすれば誰だれとでも友達になれるという思い上がりがあるからだよ。その自覚は、ある？」

　あれー……

　なにこの展開。ちょっと想定外なんだけど。

　椋りよう子こはどうにか言葉を絞しぼり出すようにして言う。

「わ、わたしは、ただ！　ちょうどここにいる笹ささ川がわさんと……あ、赤あか津つ君が。二人だけがまだクラスのみんなとあんまり……な、仲良くなれてないようだから。二人もみんなと仲良くしてほしいから……そう、思っただけでっ」

「……？　私と赤津君以外の七組は、みんな、仲がいいの？」

「は、はい！　みんないい人ばっかりで……」

「違ちがうよ」

　しかし小こ鉢ばちはあっさりと否定する。

「揃そろいも揃って『竹たけ御み代だい』っていう偶ぐう像ぞうを祭り上げて、騒さわいでるだけ。そんなこともわからないの？　竹御代って名前でチヤホヤされて、いい身分だね」

「え……」

　今度こそ椋子は、完全に言葉を失ってしまった。

　チラと椋子が弱々しい目を向けてきた。慎しんに助けを求めている。

　そりゃそうだ、既すでに慎が書いた脚きやく本ほんとは展開が違う。

　アドリブを効かせられるだけの頭も、こいつには無い。

（く……けど、どうしたら）

　笹川小鉢はこんな甘ったるい誘さそいに乗るような奴やつじゃなかった。俺は一体、どんな情報収集をしてたんだ。

　慎が考えている間も、小鉢は容よう赦しやが無い。

「……明日には七組の結束がいかに脆もろいかを知ることになる。自分が助かるために、みんなは不幸の手紙を、誰だれかに出すだろうから」

「う……そ、そんなこと」

「その標的は、竹御代さんかもね。自分よりも幸せで、不幸になってほしい相手……それが、不幸の手紙の相手に選ばれるわけだから」

「！　わたしは……恵めぐまれて、なんか」

「ないとでも言うの？」

　小鉢は忌いま々いましそうに目を細め、

「じゃあ、竹御代さんが恵まれているところを、五つ挙げるね」

　人差し指を立ててみせた。

　椋りよう子こは警けい戒かいにビクッと身を強こわ張ばらせる。

「まずは家いえ柄がら。四よん家けの一つとして、生まれた時から何不自由ない財力と権力が約束されてるのはどんな気分かな」

「家柄……わたしの……」

　椋子の目が一いつ瞬しゆんにして虚うつろになった。

（お嬢じよう！）

　これは──やばい。

「二つ目は明めい晰せきな頭脳。天てん藍らん高校に外部から編入できるだけでなく、授業の全すべてを簡単に理解して、よくみんなにも教えてるね。天藍の生徒の中でも、相当に優ゆう秀しゆうなんじゃないかな」

「あ……う……」

　小こ鉢ばちは三本目の指を立てて、「三つ目」と続ける。

「運動神経。先日の体力テストでは、男子もものともせず七組でトップの成績だったね。昨日の体育のバスケットボールでも、圧あつ倒とう的な個人技で何点も取ってた」

「は……ああ……」

　脳のう震しん盪とうを起こしたみたいに頭をクラクラさせ始める椋子。

（見るからに精神にきてやがる！）

　さっきから小鉢の言う内容は、端はたからは褒ほめてるようにしか思えない。しかし。実は竹たけ御み代だい椋りよう子こにとっては、そうじゃない。かつて恵めぐまれているが故ゆえに散々向けられ続けてきた悪意──今の彼女を人見知りの自閉症しようたらしめた、暗黒の中学時代のトラウマだ。

　畳たたみかけるように、小鉢は続ける。

「四つ目は容姿。竹御代家の令嬢に恥はじない端たん麗れいさ」

「あ、あが、あががが……」

　椋子は今度はガクガクと痙けい攣れんし始めた。

　完全に心が折れかけている。

（くそっ……やっぱりくるのかよ！）

【黒の書】第十九章〈屈くつ服ぷくへの秒読み〉。

　相手の弱みを五つ順番に提示し続けることで、徐じよ々じよに精神を弱らせていくという、笹ささ川がわ小鉢お得意の例の嫌いやがらせの一つだ。

　慎しんも以前、縁えんのある女子云うん々ぬんの言いい掛がかりを受けた。

『最後は、平手打ちで止とどめをさす。知ってる？　平手打ちというのは、肉体的なダメージよりも、精神的なダメージの方が大きいんだよ』

　そして最後に平手打ちをされ、慎は確かに謎なぞの罪悪感にさいなまれてしまったのだ！

（やべえ！　マジでやべえ！）

　このままだとお嬢は間ま違ちがいなく精神を壊こわされてしまう。

　何とかしないと……けど、どうすれば。

（……いや、待てよ）

　その時、慎の頭に別の考えが思い浮かぶ。

（つうかむしろ、これはチャンスじゃね？）

　小鉢の言葉は椋子のトラウマを抉えぐっているが、同時に──

「五つ目」

　無む慈じ悲ひにも告げられる最後のカウントダウン。

　五本目の指が立てられ、右手が「平手」の状態となる。

（迷ってる場合じゃねえ！）

　ガタッと椅い子すを突つき飛ばすようにして慎しんは立ち上がる。

　決死の表情で我が主あるじへと手を伸のばし──

　小こ鉢ばちから椋りよう子こへと平手打ちが放たれる、その零ゼロコンマ一秒前。慎の手が椋子の尻しりをべろんと撫なで上げた。

　刹せつ那な。

　虚うつろだった椋子の目がカッと見開かれ、スウェーバックで上体を大きく反そらす。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、椋子の目の前をブオンという風切り音が通過。

　小鉢の平手打ちを椋子が紙かみ一ひと重えでかわしたのだ！




「──さっきから、面おも白しろいこと言うわね」




　パソコンルームに突とつ如じよとして反はん響きようする、声。

　笹ささ川がわ小鉢は果たして、それが誰だれのものかすぐに理解できただろうか。

「せっかく友好的になってあげてるのに……このわたしに、そんな口を利きいちゃうんだ」

　高圧的な言葉と共に、反らしていた上体を、ゆっくりと起こす。

　そこには。

　まるでさっきとは別人のように自信と傲ごう慢まんに満ちたお嬢じよう様の姿があった。

　椋子の雰ふん囲い気きの違ちがいを察したのか、小鉢は顔色を変える。

（どうやら、上う手まくいったようだな）

　竹御代椋子の『覚かく醒せい（便べん宜ぎ上そう表現）』。

　そのための条件は揃そろっていた。小鉢が投げかけた数々の「恵めぐまれたこと」は椋子のトラウマを抉えぐる一方で、この状態に移るための儀ぎ式しき的役割をも備えていた。

　そして最後の慎の行こう為いも、別に痴ち漢かん的な意味ではないのだ──







　中学時代の竹たけ御み代だい椋子は盛大なイジメを受けていた。

　理由はなんてことない。家いえ柄がらのこともあるだろうし、他ほかの面でも色々と恵まれ、優すぐれていたこいつが、一いつ般ぱん人に悪意を向けられるなんてのは自然なことだ。

　たくさんの悪意を受け、よく泣いていた。

　今日も椋子は放課後になると一人教室に残り、しくしく泣いている。

　こいつをどうにかして家まで連れて帰るのが、慎しんの日課みたいになっていた。

「おい、帰るぞ」

「放ほうっておいてください！」

「いいから立てって。なあ、竹たけ御み代だい！」

　やや強ごう引いんに腕うでを取ると、「はなして！」と振ふり払はらわれた。

「……お願いです。わたしのことを……そう呼ばないで」

　椋りよう子こは苗みよう字じで呼ばれることを嫌きらっている。

『竹御代』という名前に付きまとう宿命とかが、ずっと彼女を苦しめているから。

「なあ。お前は別に悪くないだろ。皆みながお前に色々言うのは、全部嫉しつ妬とみたいなもんだ。もう少し自信持ったらどうだ？」

「……うぅ」

「勉強もスポーツも何もかも、お前は完かん璧ぺきなんだ。皆は羨うらやましいんだよ」

「そう、でしょうか……」

　机に突つっ伏ぷしていた椋りよう子こが、むくりと顔を上げる。

（……あれ？　泣きやんだ）

　泣きながらグズる椋子は本当にウザいくらいしつこく、いつもならこの状態になるまで十分以上はかかる。適当に言ってみたさっきの言葉の、何が引っかかったのだろう。

　まさか、と思いつつ慎は続ける。

「そうに決まってんだろ。何せお前はあの竹御代なんだからな」

　あえて、彼女の嫌いやがる名前を呼んで。

「……はい」

　そして椋子は緩かん慢まんな動きながらも、どうにか立ち上がった。

（おおっ）

　同じ竹御代で呼んだのに、さっきと反応が違ちがう！

　実は前から薄うす々うすと感じていたことではあった。こいつの中には『竹御代』であることを呪のろう自分と同時に、『竹御代』であることを誇ほこる自分もいるのだと。

　竹御代の名前を嫌うようになったのは、周りから散々悪意を向けられるようになってからだ。それまでの彼女は、具体的には小学校の頃ころの彼女は、実は割と自信に満ち満ちていた。

　どうにか立ったもののプルプルと、生まれたての小こ鹿じかみたいに震ふるえる椋子。

　慎はそんな彼女を励はげますように、お尻しりをぺろんと触さわった。

「ふぇっ！　い、いきなり何をするんですか！」

「──尻しり子こ玉だまって知ってるか？」

　慎の表情には、いやらしさなど微み塵じんも無かった。

　むしろ制せい汗かん剤ざいのＣＭにでも使えそうなくらい清せい涼りよう感のある笑えみを浮かべていたのだ。

　だから椋りよう子こからはつい非難の気持ちが消え、その結果、疑問だけが残る。

「しりこだま……ですか？」

「人間の尻の近くにある魂たましいみたいなもんだよ。日本妖よう怪かいで有名な河童かつぱの好物でな、河童にそれを抜ぬかれた人間は腑ふ抜ぬけになる……ちょうど今のお前みたいにな」

「あ……」

　思い当たることがあったのか、椋子は固まる。

「覚えてるよな。自信満々だったお前が、急に弱々しくなった日のことを」

　それは二人がまだ小学生だった頃のこと。

　当時クラスメイト同士だった二人の間で、『ある諍いさかい』があった。

「実はあの時、俺はお前の尻子玉を抜いてたんだよ」

「えええっ!?」

　椋子が驚おどろきの声をあげる。

「慎は……実は河童だったんですか!?」

「そして、さっき俺は一時的に尻子玉を返した」

「そっか……それでわたしのお尻を触さわったんですね……」

「どうだ、尻から感じないか？　かつての自信に満ちていた頃の自分自身。内に秘ひめた『竹たけ御み代だい』としての誇ほこりとか魂たましいの猛たけりとか、そんな感じのものを」

「か、感じる……気がします！」

　慎しんは「よし」と頷うなずき、

「じゃあ、もう一度行くぞ。さっきの再現だ」

　椋子をまた机に突つっ伏ぷさせて、「なあ。お前は別に悪くないだろ」最初の声かけから再開。

「そうに決まってんだろ。何せお前はあの竹御代なんだからな」

　立ち上がった椋子のお尻を優やさしい手つきで触る。

　──尻しり子こ玉だま、注入。

　とか適当に心の中で念じたりしながら。

　そう、何から何まで適当だった。前に漫まん画がで見た河童知識を思いつきで披ひ露ろうしつつ、彼女の気持ちを変えるための、ちょっとしたおまじないになれば、という程度の軽い気持ちだった。

　しかし竹御代椋子の根が単純だからだろうか。

「──ねえ、なんでさっきからそんな偉えらそうなの？　わたしを誰だれだと思ってるわけ？」

　ちょっとしたおまじないは、思わぬ効果を発揮してしまった。

「え……竹御代？」

「あんたに呼び捨てにされるいわれは無いんだけど。調教が必要みたいね」

　その後、慎は徹てつ底てい的に上下関係を仕込まれることになった。

「それがものを頼たのむ態度なの？　何でわたしを見下ろしてるわけ？」

「床ゆかに額を付けて土ど下げ座ざします！　どうかわたくしめと一いつ緒しよに帰ってください！」

　豹ひよう変へんした椋りよう子こは、かつて以上に偉えらそうだった。彼女も今や思春期真っ盛りの中学生。小学生の頃ころとはスケールが違ちがう。

「てかさ。なんか急にドライブスルーに行きたくなったんだけど」

「は、はい！　すぐにタクシーを呼びます！」

「はあ？　あんたが馬になれば済む話でしょ」

「ありがとうございます！」

　自信を持ってくれたはいいものの、これはこれで危険だ。色々な意味で。

　そう思った慎しんは、少なくとも中学の間はこの状態を封ふう印いんすることにした。

（こいつのこと竹たけ御み代だいって呼ぶのも、もうやめとこう）

　何かの間違いで彼女の内なる『竹御代』を呼び起こすことになっても洒落しやれにならないから。







（さて……上う手まくいったようで何よりだ）

　あれから実験と練習を重ねた結果、この状態への覚かく醒せい条件はある程度ハッキリしていた。

　まず嫌いやがるお嬢じよう様にあえて自分が「竹御代」であることを自覚させる。それで下準備は完かん了りよう、あとは引き金となる行こう為いだ。魂たましいを注入するイメージで尻しりに触ふれるのだ。

　これらの条件を満たすことで、竹御代椋子の中でどんな気持ちの整理だか切きり替かえだかがおこなわれるのかは知ったことじゃない。ただ結果として、本来（？）のワガママで勝かち気きなお嬢様へと変身してしまう。

（さて、ここからが第二ラウンドだぜ）

　場所は再びパソコンルーム。

　椋子と小こ鉢ばち、同じクラスの女子二人が向き合っている。

（気をつけろよ笹ささ川がわ。竹御代の血が解放された今のお嬢は、さっきまでのポンコツとは一味も二味も……ん？）

　小鉢がじぃっと見ていた。こっちを。

（し、しまった！）

　お嬢の急変よりも、まず先にこっちに疑問を持たれた！　そういや今の俺、何の脈みやく絡らくも無くいきなり委員長の尻を触さわった頭おかしい奴やつだ！

「ふは……ふはははは……」

　とにかく、ごまかすしかない。

「ふはははは……やった……やった、俺はやったぞ！　俺はとうとうあの『四よん家け』の女の！　竹御代椋子のお尻を触ったんだ！　ふはは！　ふはははははは！」

　尻を触った方の手を上げ、出来うる限りのゲスな表情を浮かべる。

「くく、ずっとこの瞬しゆん間かんを狙ねらってたんだよ！　どうだ、悔くやしいか？　悔しいよなあ！　ようく覚えておけ！　お前の尻しりを最初に触さわったのはこの俺、赤あか津つ慎しん様だああああ！」

　とりあえず自然な流れに引き戻もどす。

　あとは意図を汲くみ取ったお嬢じようが、上う手まいことフォローしてくれるはず……

「いいわよ別に。初めてくらい、くれてあげる。同じクラスのよしみでね」

「なんだとお？」

　よし、乗ってくれた！

　椋子は小こ悪あく魔ま的な笑えみを浮かべ、

「けど、本当にあんたのお尻への執しゆう着ちやくは大したものね。へえ……そんなにわたしのお尻、触りたかったんだ～。ずっとお尻への衝しよう動どうを、我が慢まんしてたんだ～」

「お、おう。そうだ。お尻は噓うそをつかないからな！（適当）」

「その衝動、自分の尻で発散させなさい」

「！」

　椋子の嗜し虐ぎやく的な瞳ひとみが、真っすぐに向けられる。

　相手を服従させるような支配力を伴ともない、慎に「言外のメッセージ」を伝えてくる。

（……そういうことかよ）

　全すべてを理解した慎は前まえ屈かがみになり、自分の尻に両手を回す。

　そして──揉もむ。

「ほぉぉぉぉ…………おっ！　おっ！　おっ！」

　揉みしだく！

「ほあ！　ほぉぉぉぉぉ……！　ほおおああああああああ！」

　揉む手、叫さけぶ声を強めるほど、内から不思議な力が湧わき上がる。

「いいわ、その調子よ。自分の尻に狂くるい死ね」

　もみゅもみゅもみゅもみゅもみゅ！　もみゅもみゅううう──尻エネルギー、爆ばく発はつ。

「尻からロケット逆ぎやく噴ふん射しや！」

　そんな叫びと共に、慎は尻を突つき出すようにビョーンとジャンプした。

　キーボードの上に飛び乗る。「お尻でブラインドタッチ！　お尻でブラインドタッチ！」言いながらお尻でキーボードをガチャガチャ叩たたき、ズルッと。滑すべった拍ひよう子しにデスクの角でゴチンと頭を強く打つ。ツルンと滑って床ゆかに落ち、そのまま気を失う──ふりをした。

（よし、上手くいったな！）

　我が主あるじは目で訴うつたえていた。

　こいつはわたしがねじ伏ふせるから、お前はさっさと退場しろと。

　尻に狂って気絶したふりでもしながら黙だまって解説役でもやってろと。

　ズルズルと床を這はい、二人が見える位置まで移動する。デスクの隙すき間まから、二人の動向を観察する。

「やればできるじゃない」

　椋りよう子こがフフンと鼻で笑う。

「赤あか津つ君……お尻しりなら、なんでもいいんだね」

　小こ鉢ばちはなんというか、本当に残念そうな顔をこっちに向けていた。

「さて、赤津は置いといて。わたしが恵めぐまれてるところだっけ？　まあ笹ささ川がわさんの言うとおりなんだけどさ、改めて言われると気分いいね。わたしって本当凄すごいんだ」

　椋子は態度の割に控ひかえめな胸を張り、嬉うれしそうにする。

「で、最後の五つ目はなんだったの？」

「……運、というか。巡めぐり合あわせかな」

「巡り合わせ？」

「……今も、そう。竹たけ御み代だいさんはたまたまパソコンルームに来て、私が手紙を書いているところを見かけた……弱みを握にぎれた。今回だけじゃないよ。君はそんな運命まで味方につけたみたいな偶ぐう然ぜんによって、今までも支えられて」

「偶然て。そんなの必然に決まってるでしょ」

「え」

　椋子は小鉢の言葉をピシャリと遮さえぎり、続ける。

「わたしがここに来たのも、あんたが犯人だとわかったのもね」

　言いながら、椋子は数枚の紙を取り出した。

「それは……」

「あんたが七組の何人かに出した手紙。彼らに頼たのんで、貸してもらったの。何か手て掛がかりにならないかなって思ったけど……やっぱりビンゴだった」

　椋子は手紙の内の一枚を小鉢に見せつけるようにピラピラ揺ゆらし、

「筋肉兄弟の片割れでお馴な染じみの司し馬ば君に宛あてられた手紙にはこうある。『あなたの日々の生活はあなたのお父さんが女子中学生の体を触さわって稼かせいだお金で成り立っているんですよ』。彼の実家が有名なスポーツ系女子中学の近くにある接骨院であることは、彼にとって恥はずかしい家庭の事情だった。それをうっかりみんなに初めてお披ひ露ろ目めしてしまったのが、昨日の五時間目、ペアで家族のことを英語で話し合った時。つまりこの手紙だけで犯人と犯行時間までもが限定されるってわけ。手紙の作成者はその事実を知りうる七組の誰だれか。そして犯行時間は、手紙を書くのも、ついでに靴くつ箱ばこに入れたのも、昨日の放課後のうちということになる」

「……なんで昨日の放課後ということになるの？」

「そこはいつも真ま面じ目めに七組を支えてくれる、初はつ瀬せさんが教えてくれた。知ってる？　彼女はいつも七組の教室に一番に入り、簡単な清せい掃そうとかをしてくれてるの。毎日ね。そんな彼女は、いつも校門が開くと同時に校舎の中に入る。そして手紙は既すでに靴箱の中に入っていた。昨日の放課後のうちに靴くつ箱ばこの中に入れていないと、ありえない現象よ」

「……、」

　押し黙だまる小こ鉢ばちの反応に満足げに頷うなずき、椋りよう子こは続ける。

「となると、わざわざ家に帰るのも不自然だし、手紙を書いたのも学校でしょ。学校の中で編集作業と印刷ができるのは、一いつ般ぱん生徒としてはパソコンルームに限られる。ここまで丁てい寧ねいにつくられた手紙、当然データは残しておきたい。けど学校のパソコンは防犯の都合上、ＵＳＢ等の外部メディアでデータを持ち去ることができない。もちろん課題とかで学校の許可を得れば可能だけど、こんな悪質な手紙、学校の許可が下りるとは思えない。となると、デスクトップ上にデータが残されている可能性が極きわめて高い」

　最後に椋子は、子供っぽい笑えみを小鉢に投げかけた。

「あとは簡単でしょ？　生徒各個人に割り当てられたログインＩＤ……学年・組・生徒番号が並べられただけのシンプルなものだけど、犯人のもので入った先に、手紙のデータがあるってわけ。まあ、さっき犯人は七組の誰だれかとまで限定したとはいえそこから先は一人ずつ試ためすしかない面めん倒どうな作業になるわけだけど……そこは見事犯行現場を押さえれたおかげで、最後の不効率だけは省略できたというわけ」

　一気に言い切った椋子。

　小鉢はただ圧あつ倒とうされたかのように、啞あ然ぜんとしていた。

「なに、その顔。まさか手紙だけで犯人を特定されるとは思わなかった？」

　などと勝かち気きな表情で言う椋子。

　覚かく醒せい前に言われたことの、意い趣しゆ返がえしのつもりだろう。

（まあ、言ってることは適当なんだけども）

　必然も何も椋子は内通者（慎しん）により手紙に関する情報を知らされている。あとは逆算して適当な理り屈くつをでっちあげるだけだ。言ってることは適当でも答えが合っていると、それっぽい空気になってしまう。

　ただ、その結果として。

　椋子は独自の理論に基づいてパソコンルームに来たことになった。

　慎が内通したのではという小鉢が考えたかもしれない万が一の可能性を、排はい除じよした。

「手紙のデータ、渡わたしてよ」

「う……」

　その簡潔な一言には、有う無むを言わせない迫はく力りよくがあった。

「手紙をもらった人たちに教えてあげるの。手紙の正体を知って安心したら、次の人に手紙を書くこともないだろうしね」

　小鉢は何も言い返さない。

「そもそも、なんであんたはこんなことしたの？　参考までに教えてよ。聞いてあげるから」

「……それは」

「わたしが恵めぐまれているのはよくわかったけど。じゃあ、恵まれてない笹ささ川がわさんは、こんな真ま似ねが許されると思ってるの？」

「……偉えらそうに、言ってくれるね」

「偉いでしょ、実際。わたし、竹たけ御み代だいだし。ついでにあんたのクラスの委員長だし」

「……うんこまみれになっても、同じこと言える？」

「はあ？　なんて？」

　小こ鉢ばちはスカートのポケットに手を突つっ込み──泥どろ団だん子ごを取り出した。

（何で持ってんだよ！）

　小鉢が手にした泥団子は型かた崩くずれすることもなく、綺き麗れいな球状のままだ。

「なにそれ？　それをどうすんの？」

「……こう、するの！」

　小鉢は泥団子を椋子へと投げつける。

　この至近距きよ離りにもかかわらず、小鉢の投げっぷりには一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよが無い。

　しかし、パシュッと。

　なんと椋りよう子こは泥団子をあっさりワンハンドキャッチした！

「なっ!?」

　今度こそ完全に驚きよう愕がくする小鉢。

「そ、そんな……こ、この距離で。す……素す手でで受け止めた？」

「え、それ驚おどろくところ？　見え見えだったんだけど」

「で、でも！　その泥団子は『弾はじける泥団子』……！　たとえ手で受けても衝しよう撃げきに耐たえられず、砕くだけて中身が飛び出すはず！」

「へえ、そうなの？」

　椋子は手に収まった泥団子を見下ろす。

「普ふ通つうに防いだら手を傷いためることがあるから、防ぼう御ぎよの際は力を受け流して衝撃を殺すようにはしてるけど」

「に、人間業わざじゃない……」

　小鉢の驚きは当然だ。しかし椋子のことを知る慎しんからすれば、何もおかしいところはない。

　竹御代の家の者ともなれば、良からぬ輩やからに狙ねらわれることは当然ある。自分の身を守るための技わざくらい、幼い頃ころから叩たたき込まれている。伊い佐さ真しん玄げん流という竹御代の家にのみ伝えられる古武術で、今のは《四の位》『雷らい鳴めい撫なで』という対飛び道具の防御技だ。

（まさに圧あつ倒とう的だな……）

　もはや、これで勝負は決した。

　この状態になった竹御代椋子は、普段とは思考が真ま逆ぎやくになる。竹御代の名前をひけらかして偉えらそうな態度をとるし、普ふ段だんは無意識にセーブしている自分の力を出だし惜おしみせず、寧むしろ嬉うれしそうに誇こ示じし始めるのだ。

　そして──自分以外の人間をクズとしか思ってない。容よう赦しやが無い。

「そういえばさ。さっきもわたしを叩たたこうとしてたっけ」

　パァン！　と小気味のいい音が響ひびく。

　小こ鉢ばちへと平手打ちを叩たたきこんだ！

「うぁっ」

　ずるりと、小鉢の体が滑すべるようにして床ゆかに倒たおれる。

「やり返される覚かく悟ごの無い者が下手なことをするものじゃないよ。わたし、『敵』に手て心ごころを加えるつもりないしさ」

　倒れ伏ふす小鉢に、さらに言葉を投げかける。

「でも勘かん違ちがいしないでね？　改めて言うけど、わたしはあんたの敵になりたいわけじゃないから。ただ、友達になりたいだけ。あくまでも対等な、友達同士に」

　言葉とは裏うら腹はらに、その口調には友好的な色は一いつ切さい無い。

「もちろん君が手紙の犯人とまでは皆みなにはバラしたりしないよ。笹ささ川がわさんのおこないはちょっとした出来心で、それを追つい及きゆうするなんてことはしない何な故ぜならわたしたちは友達だからね」

　断ればバラすと暗に言っているようなもの。もはや脅きよう迫はくだ。

「…………わかった」

　最後に平手打ちされたことで、小鉢の方が心を折られてしまったんだろう。

「……友達になろう。データも、好きにして、いいから」

　小鉢はどうにか立ち上がり、ゆらゆらと。貞てい操そうを奪うばわれた直後みたいな虚うつろな足取りで、ガラララ……と力無く戸をスライドさせてパソコンルームを出て行った。

　椋りよう子こは「ふう」と息を吐はくと、しゅるしゅるとさっきまでの威い圧あつ感が消えていく。

　それを見計らい、慎しんはデスクの下から這はい上がり、椋子の元に行く。

　椋子が慎にはしゃぐように言った。

「新しい友達が増えたよ！」

「やったなお嬢じよう！」

　言いながら慎は椋子の頭をスコーンと叩いた。

「いたっ！　な、なにするんですか……」

「友達ってそうやって作るのと違うからな？」

　どうしてこうなった。
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　五月に入ってすぐのホームルーム。

　七組一同は緊きん張ちようの面おも持もちで一人の少女を見守っている。

　教きよう壇だんに立つのは、委員長の竹たけ御み代だい椋りよう子こだ。

　椋子は気持ちを落ち着けるように、すうはあと深呼吸を繰くり返す。そして一ひと際きわ大きく吸いこみ──呼気と共に何かを決意したみたいに口を開く。

「来週の水曜日に、合同授業がおこなわれます」

　黒板には『合同授業』といつもの達たつ筆ぴつで書かれていた。

「天てん藍らん高校では、月に一度、他ほかのクラスとの交流を兼かねて合同で授業をするという機会があります。その第一回目が、いよいよ来週に迫せまったのです……」

　椋子は続ける。

「是ぜ非ひこの機会に、他のクラスのみんなと触ふれ合いつつ、普ふ段だんの授業では学べないことを、たくさん学んでください」

　さらに続ける。

「なお合同授業は、勝負の要素が強くなっています。もちろん勝つことが全すべてではありません。でも、この機会に、わたしたち七組の結束力を見せつけましょう！」

　最後に力強く言い切る椋子。

　しーーーん、と余よ韻いんを残すような沈ちん黙もくの後。

　わーーーーーーーー、とクラス中が沸わき立った。

「さすが竹御代さん！　最後まで嚙かまずに言い切ることができました！」

「初めてじゃないですか！　この一ヶ月で、とんでもない成長です！」

「声きれ～！　まるで天使が歌ってるみたい！」

　数々の歓かん声せいに面食らう椋子。

　しかし少しずつ表情を和やわらげ、最後には「にへらー」と笑った。

（……）

　そんな光景を、慎しんは頰ほお杖づえを突ついた相変わらずの姿勢で見ていた。

　褒ほめるハードル低っ。天使が歌ってるとかもうアホかと。

　とはいえ、確かに皆の前で一度も嚙まずに言い切ったことは、大きな進歩ではある。

　元々、七組の連中の竹御代椋子に対する好感度は最初から高く、誰だれもが彼女に友好的だった。チヤホヤし続けた。一ヶ月もすれば、さすがに椋子といえどわかったのだ。「あ、この人たちは怖こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶなんだ」と。

　そして何より、椋子に唯ゆい一いつ敵意を抱いだいていたと思われる存在、笹ささ川がわ小こ鉢ばち。

　彼女との一件が片付いたことが、竹御代椋子の自信というか安心に繫つながっている。

　椋子にとってはもはや、この七組で恐おそれるものは何もなくなったのだ！

「たっけみだい！」

「たっけみだい！」

　合いの手を交えた竹たけ御み代だいコールが、クラス中から巻き起こっている。

（よし、いい感じだ）

　なんか本当にこれでいいのか的な不安が無いでもないが、深く考えても仕方ない。こういうのはもうノリでいってしまうべきだろう。

「赤あか津つさん赤津さん」

　前に座っていた女子、柚ゆ井いが小声で言ってきた。

「赤津さんもやっといた方がいいっすよ。その、空気的に」

（俺も!?）

　なんで俺が──チラリと小こ鉢ばちの方を見てみる。

（あいつもやってる！）

　一番やらなそうな奴やつまでやってるなら、仕方ない。

「……だい、……みだい……」

「恥はずかしがらないで。こういうのはもうノリでいってしまうべきっすよ！」

「……っけみだい！　たっけみだい！」

　こうして七組は、この日初めてクラスメイト全員が心を一つにしたのだった。

　竹御代椋りよう子こという一人の少女の下もとに。

　さて、合同授業である。

　今回は特進クラスの一組を除いて、二組と三組、四組と五組、六組と七組に分かれるらしい。

「そして六組と七組が対決する種目が、これです」

　椋子が黒板に書く。




　・缶かん蹴けり

　・椅い子す取りゲーム

　・だるまさんがころんだ




「では、今から誰だれがどの種目に参加するかを決めたいと思います。まずは、各自どの種目に出たいか考えてください」

　近い席の奴やつ同士でどの種目がいいかを話し合う七組の面々。

（誰か種目に突つっ込めよ……）

　もちろん慎しんに話せるような奴は誰もいない。面めん倒どう臭くさそうに頰ほお杖づえを突き、ただ時間が過ぎるのを待つ。

「そろそろ順番に聞いていきたいと思います……けど、その前に。委員長は『缶蹴り』に登録するようにとのことなので」

　缶かん蹴けりの出場者のところに、椋りよう子こが自分の名前を書く。

「あと……赤あか津つ君。良かったら一いつ緒しよに缶蹴り、しませんか」

　思わぬ発言に、教室中がざわつく。

「三つの種目の中でも、缶蹴りが最も複雑なルールです。あんまりよく知らない人も多いと思うから……みんなに教えてくれませんか。赤津君、こういう遊びにも詳くわしいですよね。ええと……貧びん乏ぼう臭くさい……というか。その、庶しよ民みん的？　だし……」

　委員長含ふくめた七組が、息を吞のんで慎しんの反応を待つ──

「……たく、仕方ねえな。やってやるよ。どうせ何かの種目に出ないといけねえんだろ？　だったらそれでいいよ」

　ツンデレっぽい言い回しと共に、七組の問題児は委員長の誘さそいを了りよう承しようした。

「なんで赤津君だけ……」

　とか一部では非難の声もあがった。どうせなら椋子と同じ種目に出たいというクラスメイトは多い。しかし、

「ま、まあまあ落ち着いて……クラスで浮いてしまってる赤津さんを思ってのことっすよ。赤津さんがのけ者にならないように、竹たけ御み代だいさん自ら誘ったんでしょう」

「そっか」「竹御代さん、やさしい～」

　柚ゆ井いのそんなフォローに納なつ得とくしたらしく、誰だれも何も言わなくなった。

（上う手まくいったな）

　もちろん今の流れは慎が仕組んだものだ。合同授業では三つの種目に分かれると椋子から事前に聞いていたので、椋子に慎を同じ種目に誘うように言い含めておいたのだ。

「じゃあ改めて聞きますね。まず缶蹴りに出場したい人は──」

　こうして、七組の各種目出場者が決定した。







　昼休み。屋上ではいつもの三人が集まっていた。

「缶蹴りか。いいな」

「たのしそー！」

　紘こう一いちと鈴りんに自分の出場種目を伝えたら羨うらやましがられた。

「いや普ふ通つうにおかしいだろ。高校生にもなって缶蹴りとかよ」

「それが今回の合同授業のテーマだもん。ショーガナイよ」

　確かにテーマならしょうがないか。

　ちなみに今回のテーマは「子供の遊び」だ。

　合同授業は二組と三組、四組と五組、六組と七組に分かれて一いつ斉せいにおこなわれるが、場所の兼かね合あいとかもあり、三つのグループで内容は違ちがうらしい。紘一は三組、鈴は五組、慎は七組に属してるから、ここにいる三人はそれぞれ別の種目をすることになる。

「で、紘こう一いち。二組と三組は何をするんだ？」

「ドッジボールとポートボールとキックベースだ」

「まさに小学生の球技だな！」

　小学生以外がやっているところを見たことがない。

「鈴りんのところは？」

「イロハカルタとウノとイビルジャスティスアンドカオシックビースト」

「へえ。ええとカルタにウノにイビル……え？　なにそれ？」

「知らないの？　有名なカードゲームだよ。元々は向こうがホンケの遊びだねー。リンもマイデッキ持ってる！」

　聞くところによると、買ったり交こう換かんして集めたカードでデッキとかいうのを組んで対戦するゲームで、今小学生を中心に無茶苦茶流は行やっているらしい。慎には小学生の妹がいるけど、聞いたことがない。微び妙みように住む世界が違ちがうのか。

「どーせならイロハカルタってのやってみたかったんだけどね。リンはイインチョーだからイビルジャスティスアンドカオシックビーストに固定だったのです」

「へ？」

　なんか、聞き捨てならないこと言われた気がするんだが。

　慎しんの疑問は紘一が口にする。

「鈴。お前、委員長だったのか？」

「ふむ。実はそーだったのだ。君らとはヤクシャが違うんだよーオヤカタさまと呼べー」

　得意げに腕うでを組んでふんぞり返る鈴。

　ぱっと見、何の貫かん禄ろくも無い。

「……マジかよ。なんでこんな奴やつが。つうかよくやる気になったなお前も」

「停学明けに学校来たら知らないうちにイインチョーになってた！　スイセンのタスーケツでマンジョーイッチ？　よくわからなかったけど、ニホン式の選定方法で、名めい誉よあることだよって言われた！」

「おおう……ジャパニーズいじめ……」

　ようするに体ていよく押し付けられたってわけか。

　やがて話題は昔流行った遊び全ぜん般ぱんに広がっていった。慎と紘一は、まあ普ふ通つうの幼少時代を送っていたようで、合同授業のどの種目も馴な染じみのあるものだった。

「鈴はどうだったんだ？」

　鈴は『自由と成功の国』からの帰国子女だ。ここにいる慎や紘一とは違う幼少時代を送ってるのでは。

「んー？　フツーに人気だったよ、ニホン文化。むしろ憧あこがれまくりだった！」

　鈴りんの影えい響きようもあり、仲間内では誰だれもが日本文化に興味津しん々しんだったそうな。

「そだ。せっかくだし、今から『腹パン相ず撲もう』やんない？　やろーやろー！」

　と鈴がハイテンションに言う。

「腹パン相撲？」

「なんだよ、それ」

　少なくとも生きつ粋すいの日本人二人は聞いたことない遊びだった。

「当時ニホンで大流行だったらしい『腹パン』にニホン国技スモーを合わせたゲーム！　向こうでは大人気で、みんな毎日やってたよー」

「ああ、そうなの……」

　せっかくなのでルールを聞いてみる。




　★腹パン相撲★


・一メートルくらいの直線を二本、五〇センチくらい間かん隔かくを空けて平行に引く。

・プレイヤーは二人。それぞれの線の上に立って向かい合う。

・お互たがいに腹パンし合い、相手を線から落とした方の勝ち。






「じゃあ、やってみるか」
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　男子が女子に腹パンするとまた趣しゆ旨しが変わってきそうだ。

　今回はあくまでゲーム目的なので、慎しんと紘こう一いちが対戦することになった。

　線を引くようなものは持っていないので、飲み物の紙パックを置いて目印に。腹の位置には鈴が事前に用意していた漫まん画が雑誌をセット。こうして準備は整った。だいたい五〇センチの近きん距きよ離りで慎と紘一が向かい合う。

（こいつ、こうして見るとでかいな）

　紘一の身長は慎よりやや高い。ガタイもいいし、単純な腕わん力りよくでは慎よりも上だろう。

（けど……構えが素人しろうとだな）

　紘一は普ふ通つうに立っているだけだ。遊びとはいえこれから殴なぐり合う者の姿勢ではない。

「じゃあいくねー」

　二人の間に鈴りんが立つ。

（悪いがしょっぱなから本気でいくぞ）

　始まりの合図を前に、闘とう志しを燃やしていく。

「よーい……はじめっ！」

「うおおおおお！」

「ふん！」

　慎は紘一に腹パンされた。

　後方にはじけ飛んだ。

「しゅーりょー！」

　負けた。




「げほげほっ……ご……がはあっ！」

　慎は腹を押さえて悶もだえた。紘一の拳こぶしは重く、貫かん通つう力があった。雑誌の上からだというのに無茶苦茶効いた。

「く……そ……！」

　右手を支えに、どうにか立ち上がる。まだ腹の痛みは残っている。でも、足にまでダメージはきていない。動ける。

「もう一度やるぞ、紘一」

　紘一は不敵な笑えみを浮かべ「おもしろい」と呟つぶやく。

　そして二回戦目。

「よーい……はじめっ！」

　同時、慎は左右へのステップを刻んだ。

（動ける範はん囲いは左右一メートル……これを利用しない手は無い）

　慎は線上のリングをフルに使い、かく乱する作戦に出た。

　相手の攻こう撃げきをかわし、隙すきを見つけては腹パンを打ち込むというカウンター主体の戦法だ。

　しかし紘こう一いちは動かない。直立不動の姿勢を維い持じし、目だけで慎しんの動きを追っている。

（どうした？　動くつもりがないのなら、こちらから無条件で攻撃させてもらうだけだ！）

　慎は紘一の腹にパンチを仕し掛かける。

　カウンターを決められた。

　後方にはじけ飛んだ。

「しゅーりょー！」

　負けた。




「まだだ！」

　次に慎は手数での勝負に出た。マシンガンをイメージし、左右の拳こぶしで連撃を叩たたきこむ。

「ぐ……」

　慎の拳が次々にヒット。紘一の表情がかすかに歪ゆがむ。

（いけるぞ……攻撃は最大の防ぼう御ぎよだ）

　紘一は両手で慎の拳をガードしているので、攻撃に回す余よ裕ゆうが無い。

　と思ったら余裕で攻撃された。

　後方にはじけ飛んだ。

「しゅーりょー！」

　負けた。




（ターンパンチだ！）

　腰こしから上を後ろに捻ひねることで、腹は相手から隠かくれる。これで攻撃を受けることはない。

　しかもその間に力を溜ために溜め──腰の回転を加えた渾こん身しんの一撃！

　しかし紘一には効かなかった。

　慎は紘一に腹パンされた。

　後方にはじけ飛んだ。

「しゅーりょー！」

　負けた。




（左右が駄だ目めなら……上だ！）

　慎はその場でジャンプした。

　空中で腹パンされた。

　後方にはじけ飛んだ。空中だったので倍くらい飛んだ。

　ついでに意識も飛んだ。




　目を開けると、仰あお向むけで空を見上げていた。

（俺は、また負けたのか）

　その事実を深く嚙かみしめる。鈴りんが「ゲヘヘヘ」と慎しんのズボンに手をかけカチャカチャとベルトを外し、開かれたズボンの奥へと手を伸のばし──慎の腹から漫まん画が雑誌を取り出す。

「やっぱり男子同士はハクリョクが違ちがうね！　見てるこっちもキンチョーしたー」

　女子同士の方が逆に迫はく力りよくありそうだ……の言葉は、しかし声にならない。

　口を開いたら吐はく。間違いなく。

　しかし──まだ立てる！

「えええっ！　し、シン君!?」

　立ち上がろうとする慎を見て、鈴が取り乱したような声をあげた。

　紘こう一いちもまた、表情を引き締しめる。そして言った。

「何な故ぜだ……何故立ち上がれる？　どうしてお前はそうまでして、戦おうとするんだ！」

　漫画では結構ありがちな台詞せりふだ。

　いかにも主人公に決め台詞を言わせたいみたいで、現実には不自然な問いかけでもある。

「俺には妹がいるんだ」

「妹……だと？」

「このまま一方的に負けたままだと、家に帰った時に妹に合わせる顔が無いと思ったんだよ」

「そうか」

　何か思うところがあったのか、紘一は深く考え込むように瞳ひとみを閉じる。

「お前は自分のためではなく、誰だれかのために拳こぶしを振ふるうというんだな……なるほど、俺には無い強さだ」

　紘一はベルトを緩ゆるめ、腹をガードしていた漫画雑誌を取り出す。

「紘一！　俺はまだ……」

　しかし紘一は腹パン相撲をやめようとしたわけではなかった。

　先ほどの位置に立ち、拳を構える。

「これで最後だ。決着をつけよう」

　紘一はガチで殴なぐり合おうと言っている。攻こう撃げき箇か所しよが腹に限定されているとはいえ、雑誌ガードが無いとなると、その危険は大きい。この対決には、相応の覚かく悟ごが試ためされる。

　しかし慎は何の躊ちゆう躇ちよも無く、またしても紘一に向き合った。

「んー……じゃあリンは飲み物でも買ってくるね！」

　鈴はそんな言葉を言い残し、屋上を去る。

「男二人だけの世界を演出したつもりか。粋いきな真ま似ねをするじゃないか、鈴は」

　紘一の言葉に、慎は苦笑する。

「ったく、鈴りんの奴やつ。意外なところで女子力を発揮してくれるのはいいんだけどよ。残念だ。せっかく日本通のアイツにも見せてやろうと思ってたのにな」

　慎しんの言葉には妙みような自信があった。とてもさっきまで負け続けていたとは思えない。

「何を見せるつもりだ？」




「──ジャパニーズ古武術だよ」




　言いながら、慎は腹を守るように両手を軽くクロスさせつつ、やや低い体勢で構えた。

（ここからは本気の本気だ）

　竹たけ御み代だいにのみ伝えられる古武術『伊い佐さ真しん玄げん流』。竹御代の執しつ事じ候補である慎も、実はある程度の嗜たしなみがあったのだ。

　そして、最後の対戦が始まる。

「ふん！」

　バシバシバシィ！

　紘こう一いちが一方的に慎の腹を攻せめるという展開が続いていた。

（ぐ……まだだ、まだ耐たえるんだ）

　しかし慎はただガードするだけではなく、起死回生の一いち撃げきを狙ねらう。

　伊佐真玄流《二の位》『虎こ攻こう襲しゆう』。

　獲え物ものを狙う獣けものの如ごとく、隙すきを突ついて必殺の牙きばを剝むく。伊佐真玄流には珍めずらしい、非常に攻こう撃げき的でリスキーな技わざだ。

　バシバシバシバシ！

（攻撃が単調になってきたな……そろそろ行くか）

　バシバシッバシシシィ！　ドゴォ！

（行く………………………おぐぇぁっ！）

　バシバシバシバシバシバシバシバシバシバシバシバシ！

（無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理無理！）

　ガードで手て一いつ杯ぱいだ！

　なんなんだよこいつマジ空気読めよ！

「そろそろ決めさせてもらうぞ」

（や、やられる）

　しかしその時、隕いん石せきみたいなものが紘一の顔面に飛来した。

　ギュルルルル……と、紘一の顔面に球状のものが回転しながらめり込んでいる。紘一の鼻からポタポタと赤い液体が滴したたった。

「慎……顔は反則……」

「いや俺じゃねえ……」

　紘こう一いちの顔から落ちた球状の物体が、ポーンと跳はねる。

（……テニスボール？）

　振ふり返る。球は後ろから飛んできたのだ。

　屋上入口にはラケットを構えた女子がいた。髪かみの毛を炎ほのおのように逆立たせ、修しゆ羅らの形ぎよう相そうでこっちを睨にらんでいる。

（あいつは）

　確か前に不良に絡からまれてた子じゃね？

（なんでここに……つうかすげえ！　あの距きよ離りから、なんてコントロールだ！）

「離はなれろ、この下げ郎ろうおおおぉぉぉ！」

「ぐおああっ！」

　テニス少女が放つ二に撃げき目のボールがまたしても顔面に直撃、仰のけ反ぞるように吹ふき飛ばされた紘一は、そのまま屋上を囲う金かな網あみにガシャンと叩たたきつけられる。

　テニスボールは紘一の顔面で跳ね、弧こを描えがいて宙を舞まう。

「ハァッ！」

　テニス少女も合わせて跳とんだ。

　輝く陽光を背景に、テニスボールと少女のラケットが芸術的な曲線を描いて重なる。

「禊みそぎスマッシュ！」

　ビシュウウウウゥゥゥ──！

　空気を抉えぐり貫つらぬくような轟ごう音おんで放たれる超ちよう高度からのスマッシュ。

　紘一の顔面にまた直撃。ギシギシと軋きしみをあげた金網がプホゥ！　とぶち破られ、

「うおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ……………………」

　紘一ごと叫さけび声ごえが遠ざかっていった。

（落ちた！）

　紘一が屋上から落ちた！




　いきなり現れたテニス少女は、やはり前に慎しんが助けた子だった。

「赤あか津つ慎さんですよね。この前は危ないところを助けてくださり、ありがとうございました！」

　深々と頭を下げる。

　髪かみ飾かざりで留められた髪がぴろんと跳ねた。

「あの時はまともに話もできず……でも、こうしてまた会えて嬉うれしいです」

　心からそう言っているのだとわかる、真っすぐな笑え顔がおだった。

　しかし慎には何かと引っかかるものがある。

「何で俺の名前を知ってるんだよ？」

「制服で同じ天てん藍らん高校の生徒だとわかりましたから、見つけるのはそんなに難しくなかったですよ。その赤あか津つさんが、かの有名な無法者集団の一人だと知った時は驚おどろきましたけど」

「まあ、そうだよな……」

　そういえば自分は学校では有名人なんだった。残念ながら、悪い意味で。

　それにもかかわらず、この子はお礼をしにきてくれたのか。

「ああ、そうだ。お渡わたししたいものがあるんです！」

　テニス少女は屋上まで持ってきていたショルダーバッグから小さい紙かみ袋ぶくろを取り出す。そして「どうぞ」と慎しんに渡してきた。

「こんな物まで……大おお袈げ裟さだな」

「こうでもしないと私の気が済みません！　受け取ってください！」

　とまで言われるとかえって断るのも悪い。封ふうをしていたテープを剝はがし、ガサガサと袋に手を突つっ込む。中に入っていたのはパンツだった。

「……これは？」

「替かえのパンツです」

「いや替えて」

「本来なら、あの時にお渡しするべきだったんですけど」

　事情を聞くと、こんな感じだった。

　慎が大きい方を漏もらしてしまったと勘かん違ちがいした彼女は、自分を助けたりなんかしなければ、慎はトイレに間に合ったのだろうと考えた。せめて替えのパンツを買って返さないといけないと思ってパンツ屋に走ったものの、しかし戻もどった時には慎はいなくなっていた。

（あの時、逃にげたわけじゃなかったんだな……）

　こいつなりに誠意を尽つくそうとしてくれていたわけだ。

「汚よごれた下着は私が責任をもって洗ってお返しするつもりでした。もちろん家族のものと同じ洗せん濯たく機きに入れるわけにはいかないので、手洗いになりますが」

「さすがにそこまでされたら引くけどな？」

　と、そこで鈴りんが屋上に戻ってくる。

「シン君シン君！　オツカレサマだねー。飲み物買ってきたよ」

「あ、ああ。わりいな」

「いつももらってばっかりだから、たまにはねー……むむっ！」

　鈴はテニス少女に気付くと、急に身構えるような格好をとった。

「誰だれかいる。てーか、ソヤツは！」

「こんにちは、馬ま越ごしさん！　ちょっとだけお邪じや魔ましてます」

（ん？）

　こいつら、知り合いなのか？

　続けて鈴りんはまた何かを探すように、屋上を見回す。

「あれれれれっ？　コーイチは？」

「紘こう一いち？」

「どこかに行ったの？」

「…………」

　忘れてた！

　突とつ如じよ乱入してきたテニス少女が引き起こした惨さん劇げきがあまりにも衝しよう撃げき的で、慎しんの心は咄とつ嗟さの防衛本能みたいなものを働かせた。あえて紘一の存在を考えないようにしていたのだ。

「やべえ……こんなことしてる場合じゃねえ！」

「コーイチがどうかしたの？」

「屋上から落ちたんだよ！」

「えー」「そんな、まさか」

　鈴が間延びした声をあげ、テニス少女がそんなわけないという反応をする。まあそりゃ普ふ通つういきなり屋上から落ちたとか言われても信じられるわけない……ってこら。

「何とぼけてんだよ、お前が落としたんだろうが！」

　慎はテニス少女に詰つめ寄る。

「わ、私がですか。そんなわけ……」

「これを見ろ！　全部お前がやったんだよ！」

　証しよう拠こを突つきつける。

　テニスボールのあちこちが、べったりと赤く染まっていた──紘一の血だった。




「ごごごごご！　ごめんなさい！　私、てっきり赤あか津つさんがカツアゲでもされていたのかと！　まさか遊んでいただけとは！」

　土下座された。

　テニス少女が膝ひざをつき、頭をコンクリート床ゆかにこすりつけている。

「私、我を失ってたみたいで……やり過ぎました！　本当にごめんなさい！」

「頭上げろよ……」

「いえ！　額をコンクリートで磨すり下ろして償つぐないます！　見ていてください！」

「だからやめろって！　わかったからとりあえず落ち着け！」

「駄だ目めです！　それだと私の気が済みません！」

　テニス少女は慎の制止を聞かずに立ち上がり、屋上の端はしに向かって走り出す。

「まさか……おい」

「せめて私も飛び降りて償います！」

「やめろ！　お前も危ねえだろうが！」

「さっき落ちた人の上に上う手まく着地すれば大だい丈じよう夫ぶです！」

「償つぐなう気あんの!?」

　慎しんはとんでもないテンションで謝罪する彼女を止めるのに必死だった。

　そうこうしているうちに、紘こう一いちの様子を見に行っていた鈴りんが戻もどってくる。

「鈴……どうだった？」

　鈴は珍めずらしく、深く沈しずんだ表情をしていた。

　テニス少女も鈴の様子が尋じん常じようでないことを感じ取ったのか、不安そうにしている。

　まさか、紘一は──

「コーイチは……保健室に行ったよ」

「病院じゃなくて!?」

　むしろこの世ではないどこかに行っていてもおかしくないレベルである。

（あいつ……なんて丈夫な奴やつだ）

　呆あきれるが、しかしそれ以上に安心した。

　紘一は無事だったのだ！

「はは……本当、びっくりさせやがってよ、あいつ」

　隣となりを見ると、テニス少女も涙なみだを流していた。

「泣くなよ。結果的に無事だったんだ、気にすんなって！」

「……はい！」

　テニス少女もようやく涙を拭ぬぐいながら笑え顔がおを見せてくれた。

　本当なら結果が無事だったから気にするなとかそういう次元の話ではないけど、もういい。

　これで心配事は無くなった。鈴が買ってきてくれた飲み物で一ひと息いきつく。紘一の分だったものはテニス少女にあげる。プチお茶会の始まりだ。

「そういやお前ら、知り合いなのか？」

「知り合いとはいっても、あまり話したことはないんですが……」

　テニス少女が苦笑し、鈴の方を見る。

　鈴は胡坐あぐらをかいた姿勢で何な故ぜか偉えらそうに「ふむ」と腕うでを組んで言う。

「ソヤツとはテーレーカイで顔を合わせたね！」

「テーレーカイ？」

「定例会。委員長同士の集まりです」

「ああ、委員長の定例会か」

　ついこの間、第一回目の集まりがあったばかりだと椋りよう子こから聞いた。

「ってことはお前」

　慎はちょっとした驚おどろきと共にテニス少女の方を見、

「ご明察……この子は私達六組の委員長よ……」

　その素す性じようをヒツジの面を被かぶった女子が教えてくれた。

（…………んん？）

　誰だれこいつ。

　いつの間にか鈴りんともテニス少女とも違ちがう、別の女子がプチお茶会に加わっていた。

　やけにリアルな羊の造形の面で顔は見えず、その制服と髪かみから女子だとわかる誰かが、ごく自然と紙パックのアーモンドオレをチューチュー吸っている。

「ヒツジさん。どうして、ここに」

「あなたがいつまで経たっても帰ってこないから……様子を見に来たのよ……」

　ヒツジ女の声はやけにか細く、寝ね起おきみたいだった。

「ごめんなさい。お礼だけのつもりが色々あって……ジュースまで呼ばれちゃってます」

「そう……あなたが無事ならいいのだけれどね……」

　こっちは一人そいつに屋上から落とされたんだけどな。

　テニス少女は慎しん達に向き直る。

「そういうことで私、六組の委員長をやらせてもらっています。名前は樋ひ廻まわり未み絵えです。どうぞ、よろしくお願いします」

　ぺこり、と丁てい寧ねいな仕草で頭を下げた。

「委員長。へえ……すげえな、お前」

「シン君シン君。リンも。リンもイインチョーだよー」

　鈴を無視し、慎は言う。

「お前、内部生なんだよな。てことは、中学の時から一いち目もく置かれてたってことか」

「そんなことないです！」

　テニス少女──未絵はブンブン手を振ふった。

「委員長とはいっても、別にみんなから推すい薦せんされたわけじゃないですし」

「へえ、そうなのか？　じゃあ何で委員長になれたんだよ」

「それは……」

　未絵はヒツジ女に一いつ瞬しゆんだけ視線を送り、

「ヒツジさん、占うらないが得意で。その占いで私に決まっちゃいました」

「断れよ！」

　占いて。

「つうか、そいつ、さっきから誰なの？　どう絡からんでいいのかわからないんだけど」

「そだそだ！　名を名乗れい！」

「ヒツジさんはクラスメイトで、高校からの外部生さんです。それで」

「樋廻さん……私のことはいいわ」

　ヒツジ女が未み絵えの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎる。

「私の方も彼らと絡からむつもりはないから……」

「あ？」

　ヒツジ女の物言いにイラッとくる。

「じゃあ出てくんなよ。知ってるか？　お前みたいな奴やつを空気が読めないっていうんだよ」

「知らないわ……では樋ひ廻まわりさん、早く教室に戻もどりなさい……問題児トリオの元に向かったと聞いて心配しているみんなを安心させてあげるのよ……」

「え！　は、はい！　ごめんなさい！」

　慌あわてて立ち上がる未絵。慎しんと鈴りんの顔を順に見て「それでは、また！」と元気よく挨あい拶さつし、走って屋上出口へと消える。それを羊の不気味な目が黙だまって見送る。

「いやお前もさっさと行けよ」

「委員長の選定を運命に委ゆだねることは……そこまでおかしいことかしら……」

「は？　何言ってんだお前」

「どんな人間かもわからないはずの外部生が……名前だけで選ばれるよりはよほど信じるに値あたいする……私はそう思うわ……」

「それは俺達、七組のことか？」

「では邪じや魔ましたわね……来週の合同授業、四よん家け直系の竹たけ御み代だい椋りよう子こが如い何かほどのものか見極きわめさせてもらうわ……」

　そう言い残し、ヒツジ女もいなくなる。

　二人残された慎と鈴。

　沈ちん黙もくを埋うめるみたく、鈴が飲み物をズルズル吸っていた。

「鈴。お前から見て、六組の委員長はどんな感じだ？　定例会での印象でもいい」

「んー？　樋廻さんはフツーにいい人だよータブンだけどね。でも、あのヒツジの人」

「鈴？」

　鈴は胡坐あぐらをかいたまま、ずっと二人が去った屋上の扉に真しん剣けんな目を向けていた。ビー玉みたいな青い瞳ひとみが、彼女が異国の血を引いていることを今さらながらに思い出させる。

「……ヘンな人だねー」

「まあお面被かぶってる時点で頭おかしいからな」

　しかし今度は占うらない師しときたか。

　本当、なんでもありなんだな外部生ってのは。




　　　　　　　　　　　　★　★　★




　帰りに保健室に行って紘こう一いちの様子を確かめた。

　全身を強く打ち、全身にアイスノンをつける羽目になったらしいが、とにかく大だい丈じよう夫ぶそうだった。

　三人での下校は、いつも学校からの山道を適当に喋しやべりながら歩き、駅に着いたところでお別れとなる。慎しんは電車に乗って実家に帰るが、残る二人は現在実家を離はなれてこの近くに住まいを置いているらしい。天てん藍らんの寮りようではない。紘こう一いちは知り合いの家に居候いそうろうしており、鈴りんに至ってはなんと近くのホテルの一室を借りているという（噓うそっぽいが）。

　しかし今日は駅に着いたところでこんな話が出てくる。

「ねーねー！　このままショーテンガイ寄ってかない？　オモチャ屋行って、合同授業までにデッキ補強しときたいんだー」

「お前を一人にしたらまた盗ぬすみ食ぐいするからな。仕方ない、付き合うか。慎はどうする」

「俺、用事あるから先に帰るわ」

　慎は鈴と紘一の誘さそいを断った。「また妹か」「このウラギリ者めい！」とか言う二人を置いて、一人で先に帰る。

　地元の駅では椋りよう子こが待っていた。

　今日は一いつ緒しよに帰ろうということで、ここで待ち合わせの約束をしていたのだ。

「普ふ段だんの慎がいかに職務怠たい慢まんしているのか、今さらながらそのことに気付きました」

　顔を合わせるなり椋子がそんなことを言う。露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうだ。

「職務怠慢？　何のことだよ」

　とりあえず聞いておかなければなるまい。一応、こいつは自分の雇やとい主ぬしみたいな存在だ。

「いつも得え体たいの知れない連中の元にわたしを残して、一人で先に帰るじゃないですか。一体どういうつもりですか。わたしの身に何かあったらどうするんですか」

「充じゆう分ぶん得体は知れてるぞ。クラスメイトだ。何も無いから安心しろ」

「そ、それでも！　役割は果たすべきです。万が一に備えて、普段からわたしと帰るべきなんですよ。慎がクラスから距きよ離りを置いてアウトローぶりたい年とし頃ごろなのはわかりますが」

「……」

　同じクラスで家も近いのに一緒に帰らない理由は、慎と椋子の関係を知られるわけにはいかないから。あと椋子に下校を通じてクラスメイトとの関係を築かせるためというのもある。

　椋子はそのことが、お気に召めさなかったらしい。

「普段は置いてけぼりなくせに、都合のいい時だけ呼び出して！　都合のいい女子をキープしとこうとか、そういうノリですか？　何様のつもりなんですかね、慎のくせに！」

「まあ、落ち着けよ……帰りにシュークリーム奢おごってやるから」

「え……本当ですか？　やったあ……い、いえ。別にシュークリームには興味ないんですよ？　でも、そこまでされては、怒おこるに怒れません。本当、しょうがないですね慎は……」

「じゃあ、行くぞ」

「はいっ！」

　慎しんの後を、椋りよう子こがぱたぱたと付いてくる。完全に機き嫌げんは直ったようだ。

　駅を出た二人は、駅から続く広い通りに沿って歩く。

「慎。そういえばこのあたり、たい焼きのお店ないですか？　カスタードが入ったたい焼きがあると聞きました。一度、お目にかかりたいのです」

「ん……そういやそこの角を曲がったところにあったな、たい焼き屋」

「で、では今回はそれで譲じよう歩ほしましょう。焼きたてでカリカリしてて、中のクリームはとろけるようであったかくて。シュークリームとはまた違ちがう趣おもむきがあると思うのです！」

　椋子は未知の食感に想おもいを馳はせ、ほっこりした感じで慎を見上げる。

　しかし慎はほっこりとは真ま逆ぎやくなくらい冷めきっていた。

「は？　お前、天てん藍らんの制服着た奴やつが堂々と買い食いとかしていいと思ってんの？」

「え？　慎、帰りに奢ってくれるって」

「そんなもん噓うそに決まってんだろ」

「なんでそんな噓ついたんですか!?」

　もちろん不ふ貞て腐くされたお嬢じよう様の機き嫌げんを直すためだ。

　機嫌を直しさえすれば、後はどうでもいい。約束を守る意味も無い。

　そのまま二人は通りを折れて、住宅街に入った。一気に人ひと気けも無くなり静かになった道を歩いていると、やがて子供のはしゃぐ声が聞こえてきた。

　団地の中にある、小さい児童公園だ。天てん狗ぐみたいな遊具が置いてあることから地元では『天狗公園』とか呼ばれている。慎も幼い頃ころ、ここでよく遊んでいたものだ。

「おー結構いやがるなガキ共」

　公園に入ると、中で遊んでいた子供達がこっちに気付く。「おい、あれって」「マジで」「久しぶりじゃね？」と口々に言い、わらわらと集まってきた。

　子供達の目当ては椋子だ。

「あ！　やっぱりアホねーちゃんだ！」

「こんちは、アホねーちゃん！　元気そうじゃん」

「相変わらずアホっぽいけどな！」

「もー！　アホじゃないです！　年上を馬ば鹿かにしたら、駄だ目めじゃないですか！」

　椋子は両手を上げてプリプリ怒おこっている。見るからにアホっぽかった。

　椋子は中学時代、嫌いやなことがあると帰りに公園に寄り道することが多かった。そこで色んな虫を探しては時間を潰つぶしていたという。そのうち公園で遊ぶ子供達に存在を認知され、興味を持たれ、ちょっかいをかけられ、慕したわれるようになったのである。公園の虫さん達と小学生だけがお友達という、そんな痛い中学生時代があったのだ。

　集まってきたグループは五人。全員男子。

「おい、お前ら」

　慎しんが割って入る。

「なんだよこいつ」

「貧びん乏ぼう臭くさそうな顔してよ」

「チンピラのできそこないみたいな奴やつだな」

　口々に生なま意い気きなことを言ってくる中でも、一番生意気そうな奴に当たりをつける。

「お前ジュース買ってこいよ」

「ひっ！」

　肩かたを跳はね上げてビビる男子小学生に千円札を差し出した。

「奢おごってやるからよ。全員分な。頼たのんだ」

　意味がわからずポカンとした男子小学生は、しかし安心したのか、コクコクと頷うなずいて素す直なおに近くの自動販売機に走って行った。

「なかなかいい奴だな、にーちゃん！」

　生意気でも所しよ詮せんは小学生、ジュース一本であっさり懐かい柔じゆうできた。

　椋りよう子こも缶かんのミルクセーキが気に入ったようで、幸せそうにチビチビ飲んでいる。

　皆みなが飲み終えると、一番賢かしこそうな子が「ボクがまとめて捨ててきます」と皆の缶を集めようとする。よくできた子である。

　しかし慎はそれを止めた。

「待てよ。それ、今から使うんだよ」

「え？　この缶をですか？」

「七個くらいじゃ酒屋に持っていっても大した金にならねーぞ、にーちゃん」

「違ちげえよ。つうか金いるならそもそも奢らねえし」

　小学生相手にマジレスし、慎は五人の小学生を見回して言う。

「次はこれで缶かん蹴けりでもして遊ぼうぜ。つうかジュース奢ってやったんだ、その分くらいは付き合ってもらうからな」

　そして慎と椋子は、公園で地元の男子小学生と缶蹴りで遊んだのだった。

　たっぷりと一時間ほど。




　ひとしきり遊び終えると、二人はベンチに座って休んだ。

「はあ……はあ……ガキ共、意外に体力ありやがる」

「ほんと、みんな元気ですね」

　肩で息をする慎と比べ、椋子はまだまだ平気そうだった。

「……で、どうだ。何か摑つかめたか？」

「は、はい！　缶蹴りは初めてだったけど、楽しかったです。ちゃんとルールは覚えたし、コツとかもたくさん教えてもらいましたっ！」

「けど、ちょっとやり過ぎだな」

　コツンと椋りよう子この頭を小こ突づく。

「相手は小学生なんだ。本気になってどうするよ」

「えへへ」

「まあ、いい勉強になったんならよかったよ」

　今日の帰り、慎しんが椋子を誘さそった目的がこれだった。

　椋子は良家のお嬢じよう様の例に漏もれず、幼い頃ころに子供の遊びとかをあまり経験していない。合同授業を前に、一度缶かん蹴けりを経験させ、なおかつ特訓をしておきたかったのだ。

「どうだ？　こういう遊びもなかなか面おも白しろいもんだろ？」

「はい……色んな遊びがあるんですね。子供のお遊びでわたしが知っているものといえば、『お嬢様ごっこ』くらいです」

「……はっ。あったな」

　すぐに思い出し、慎しんはつい笑ってしまう。

「つってもキジ小の五年三組だけで流は行やってた超ちようローカルな遊びだけどな」

　呆あきれと共に横目を向けると、椋子はどこか懐なつかしそうに瞳ひとみを細めていた。

　まるで大切な思い出に触ふれているみたいに。

（お嬢様ごっこねえ……）

　慎しんも空を見上げ、ぼんやりと当時のことを思い返してみた。

　公園で楽しそうに騒さわぐ子供達の声がより当時のことを鮮せん明めいにイメージさせ、意識もまた、深い記き憶おくの海に沈しずんでいく。







　お嬢様ごっこ。

　それは文字通り、お嬢様気分を味わうためのごっこ遊びだ。

　昼休み、今日も五年三組の教室ではお嬢様ごっこが始まる。

「今日の執しつ事じ役は伊い藤とう君ね」

「畏かしこまりました、椋子様」

「メイドさん役は山やま岸ぎしさんと櫻さくら井いさん」

「はい、お任せください椋子様」

　遊びの中心となるお嬢様役は竹たけ御み代だい椋子だった。椋子自らクラスメイトに、他ほかの役割を順番に振ふっていく。

「牧まき田た君は専属料理人。卜うら部べ君は家庭教師役でー……西にし川かわ君は庭師！」

「「「喜んで！」」」

「江え藤とうさん達は取り巻きの下級貴族ね」

「な、なによそれ！　一体、何すればいいのよ！」

「適当なタイミングでわたしのことを『さすが椋りよう子こ様ざます』とか言ってくれてたらいいから。あ、嶋しま君はお抱かかえ運転手ね」

「またかよ！　俺の父ちゃんがタクシーの運転手だからって、そればっかじゃん！」

「じゃあ犬で」

「ワン！」

　ちなみに椋子は毎回必ずお嬢じよう様役だった。

　勉強も運動もできて見た目も超ちよう絶ぜつに可愛かわいくて何より超お金持ちの家の子なのだから、彼女を置いて他ほかにお嬢様役は考えられないでしょう！　というのはなんと校長の言げんでもある。椋子はもはや学校公こう認にんのお嬢様だった。

　クラスメイトに日ひ替がわりで何らかの役割が与あたえられていく。その徹てつ底ていぶりは大したもので、五年三組の全員に、必ず何らかの役割が与えられるのだ──ただ一人を除いて。

「あ、あとは赤あか津つ君だけね」

（無視無視）

　椋子のお遊びの矛ほこ先さきがこっちに向いたのは声でわかったが、慎しんは相手にしない。いつものことで、どうせすぐに諦あきらめるのだ。四よつん這ばいの姿勢で筆を持ち、半紙に意識を集中させる。五時間目の書写の授業に先さき駆がけ、もう準備と練習を始めていた。

「ふんっ」と気合を入れて書き上げたのは『妹』の一文字。来年から小学校に上がる妹に、渾こん身しんの『妹』をプレゼントしようと思ったのだ。

『妹』を書くことに集中し続けること十枚目くらい。確かな手ごたえを感じた。この『妹』は今までで最高の出来になる気がする。

「赤津君はお馬さん役ね！」

　しかしもう一歩というところで筆がびょーんと明後日あさつての方に走ってしまった。

　四つん這いになった慎の背中に、いきなり椋子が乗っかってきたのだ。

　でえい、と振ふり落とす。椋子はきょとんとしていた。

「あれ……ヒヒーンって言わないの？」

「言うか！」

　慎は椋子の胸むなぐらを摑つかむ。もう限界だった。

　今まで触さわったことのないひらひらでふわふわした生き地じのドレスみたいな服で、すぐにも破れそうだった。しかし気にせず、摑んだ胸ぐらを力任せに持ち上げる。

「調子に乗ってんじゃねえぞ。一人じゃ何もできないくせによ！」

「あ……う……」

「てめえが偉えらいんじゃねえ！　偉いのは、てめえの親なんだからな！」

「…………ふぇ……」

　じわりと、椋りよう子この目に涙なみだが浮かぶ。

「ふわ……わ……わあああああ～ん！」

　そして、とうとう泣き出してしまった。

（ふん、いい気味だ）

　女子を泣かしたことに関する罪悪感は全く無かった。

　四よん家けの娘むすめ？　知らねえよ、そんなの。むしろ竹たけ御み代だいの家の子供というだけでチヤホヤされていい気になってた奴やつを、皆みなの前で大泣きさせて恥はじをかかせてやったことで、スッキリした。

　そこで担任が入ってくる。

「おーいみんな座れー、授業始めるぞー」

「先生、赤あか津つ君が竹御代さんを泣かせました」

「はーいみんな帰れー、緊きん急きゆう下校なー」

　言いながら担任は廊ろう下かにあった内線電話までダッシュ、「校長！」と悲痛な叫さけびをあげる。ピンポンパンポーンと放送がかかり「問題が発生しました。職員は直ただちに職員室に……なお児童の皆みなさんは地区ごとに集まって静かに……」放送が終わる頃ころには中庭を最短距きよ離りで突つっ切ってきた校長がバリンと窓を蹴け破って教室に滑すべり込み、わんわん泣く竹御代椋子を必死で宥なだめる。廊下からは「竹御代のお嬢じよう様が！」「どう責任を！」「廃はい校こうになるぞ！」「市教委が悪い！」とか動転した声が聞こえてくる。

（え……なにこれ）

　もしかして、俺はとんでもないことをしてしまったのか。

　結論から言うと──大事にはならなかった。

　竹御代当主は学校側がわが思うより遥はるかに寛かん容ようだったのか、娘が泣いたことを知っても特に何も干かん渉しようしてくることはなかった。

　ただ、それを機に。

　赤津慎しんと竹御代椋子は大きく変わったのだった。







「当時のお前は典型的なワガママお嬢様って感じだったよな」

「あの日、わたしは生まれて初めて誰だれかに怒おこられました。みんなの前で泣いたのも初めてでした」

「……そりゃ、悪かったな」

　慎は竹御代椋子のことが嫌きらいだった。憎にくんでいたといってもいい。

　何な故ぜなら、学校や同級生が特別扱あつかいする竹御代椋子も、慎にとっては自分の家族の幸せを壊こわした家の奴でしかなかったから。

　だから慎は、ずっと待っていたのかもしれない。遠えん慮りよなくシメ上げてやる機会を。

　そして、あの日以来。




　椋りよう子こは──一気にしおらしくなった。

　まるで河童かつぱに尻しり子こ玉だまを抜ぬかれたみたいに。

　そこに付け込まれ、周りには敵が増えた。小五といえばそろそろ大人びてくる頃ころでもある。特に女子には鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたらしく（男子は一部喜んでいたが）、ワガママが通用するのも限界だったのかもしれない。また、学校側がわも椋子を特別扱あつかいすることはなくなった。




　慎しんは──尻に目覚めた。目覚めて、しまった。

　背中に乗っかった、竹たけ御み代だい椋子の尻の感かん触しよくが忘れられない。小五女子の体重の加わったふにゅんとした感覚が、まるで呪のろいのように、楔くさびのように、今もなお慎の魂たましいを縛しばりつけている。




「天てん藍らんに入学して早はや一ヶ月。七組はそこそこまとまった。そろそろ、次のステップだ」

「はい……え？　ステップ？　何の話ですか？」

「おい」

　この能天気お嬢じよう様は。

「この学校に来たことの目的、忘れたのかよ」

「ええと」

「お嬢はこの学校を首席で卒業しないといけないんだ、それを忘れんなよ」

「もちろん覚えてます。慎もいい加減、首席で卒業とか曖あい昧まいなことばかり無責任に言ってないで、具体的な方法くらい示したらどうですか？」

「なに急にキレ気味になってんのお前!?」

　椋子の小指を捻ひねり上げ「いだ！　いだだだ！」慎は続ける。

「次の合同授業はクラス同士のガチンコ対決だ。委員長としての真価が問われる。もちろん、勝つのは絶対条件だ」

「慎。勝負には勝ち負けよりも大事なことがあると思います」

「七組ではお山の大将だったお嬢が、初めて他ほかのクラスの目にも晒さらされることになるな。お嬢がどれほどの奴やつか、今度は六組の奴に見せないといけないってわけだ」

「……そそ、そんな大おお袈げ裟さな。誰だれもわたしのことなんか、見て」

　ガタガタと小刻みに震える椋子。

　勝負そのものよりも、自閉症しようにはこっちの方が問題か。

「幸い勝負の内容はお遊びだ。今みたいに楽しんでやればいい……お嬢ならチームの連れん係けいやら戦略度外視で個人技だけでも圧あつ倒とうできる」

「……そう、でしょうか？」

　椋りよう子こが大人げなく子供相手に本気になったおかげで確信した。こいつの身体能力はもはや高校生のレベルじゃない。変にビビったりせず素すの力を発揮できれば、あらゆる同年代の相手を圧あつ倒とうできるだろう。

　慎しんも同じ缶かん蹴けりにエントリーしたおかげで、彼女をもう一段階引き上げることも可能。

　一応、気にしておくべきことといえば、

（あの得え体たいの知れないヒツジ女……は別にいいとして。やっぱ委員長だな）

　委員長の出場種目が決められているのは、委員長同士の対決を想定しているからだ。合同授業は各クラスを率いる委員長同士の対決でもある。

「そういやお前、六組の委員長は知ってるよな」

「え……は、はい。委員長の定例会でお会いしました。席も隣となり同士だったから、少しだけお話もしましたけど……」

「感じのいい子だよな。お前でもそう緊きん張ちようすることなく普ふ通つうに話せたんじゃないか？」

「はい……確かに。慎、樋ひ廻まわりさんのこと知ってるんですか？」

「ああ。情報収集は俺の役割だからな」

　本当はたまたま会っただけだけど。

　とはいえ、ちょっと話したことあるだけの椋子よりは情報を持ってるはず。

「やけに爽さわやかで真っすぐな奴やつだったけど、テニスやってるらしいな」

「テニス……ですか…………」

　どぉん・・・と暗く沈しずむ椋子。

（しまった、こいつにテニスはタブーだったか！）

　竹たけ御み代だい椋子は中学時代テニス部に在ざい籍せきし、一年で追い出された経歴を持つ。

「とにかくだ。次の合同授業は、目的のための最初の正念場だ。勝てば委員長としてポイントが加算される。天てん藍らんで上に行くためには欠かかせないものだ。特に最初を取りこぼすのは、七組全体の士気にも関かかわる。負けるわけにはいかない」

「えー」

「わかったな、お嬢じよう」

　慎が言うのと同じタイミングで、椋子の携けい帯たいに着信音が鳴った。

　椋子が携帯を操あやつり、画面を確かく認にんする。




『ミッション３　委員長の貫かん禄ろくをもって缶蹴り対決に勝利せよ』




　委員長への指令メールだ。目の前にいるし口で言えば済む話だけども、まあ気分の問題ということで。

「……」

　携けい帯たいの画面を見る椋りよう子こは微び妙みような顔をしていた。

（もう飽あきられた!?）

　なんか滑すべったみたいになった。ええい、こうなったら。

「あと、そうだな。母さんに『ポポロン』でシュークリーム買ってくるよう頼たのんでやるよ」

「えっ」

　ポポロンとは慎しんの母親の仕事先近くにある洋よう菓が子し屋だ。椋子はここのシュークリームが大好物なのだ。目が輝かがやく。

「合同授業で勝った暁あかつきには、七組でシュークリームパーティーでもするか？」

「本当ですか！　はい、是ぜ非ひやりましょう！」

　お、乗ってきた。

　色々と腑ふに落ちないが、まあいいだろう。

「……でも、さっきはそうやって騙だましてくれましたよね」

「こ、今回は噓うそじゃねよ、さすがに」

「じゃあ指きりしましょう。ゆーびきーりげーんまーん……」

「おい、続きやろうぜアホねーちゃん！」

　と、そこで子供達が駆かけ寄ってきた。一番生なま意い気きそうな男子──友達からタツマと呼ばれていた子が椋子に声をかける。

「にーちゃんは別に来なくていいけどな」

　こいつ一回シメとくか。いや、相手は子供だ。我が慢まんするべきか。どうしようか。

「あの……」

「ん？」

　慎にも声をかけてくる子がいた。缶かんをまとめて捨ててくれようとした子──ソウタ君だ。

「失礼ですが、赤あか津つさんっていうんですよね」

「ああ、そうだけど」

　ソウタ君は慎の鞄かばんを見たようだ。天てん藍らんの鞄には生徒の名前が特に意味も無く刺し繡しゆうされている。

「このあたりに住んでる方ですか？　……もしかして、咲さ希きさんて妹さん、いませんか？」

「……まさかお前ら、キジ小か？」

「やっぱり！　ボク達、咲希さんとは同じクラスなんです！」

　なんと男子五人の集団は妹の咲希の同級生で、しかも同じクラスだったようだ。彼らの通うキジ小は慎の母校でもある。一気に親近感が湧わくというものだ。

「妹さん、いつもお兄さんのことを自慢してるんですよ」

「え、マジで？」

「はい！　お兄さんのこと大好きなんだろうなって、ずっと思ってました」

「そ、そうか……」

　うわっなにこれやべえ無茶苦茶テンション上がる。

　素す直なおそうな子だし噓うそではないはず。へえ、咲さ希きが俺のことをねえ……フヒヒヒヒヒヒヒ。

　けど表に出したら台無しになりそうだ。さっきタツマをシメなくて良かった。

　ここは大人でいかねばなるまい。咲希の兄として。

「お兄さん、さすが高校生ですよね！　その……大人って感じでかっこいいです！」

「いやいや」

　慎しんは椋りよう子こをチラリと見る。

「そいつがガキなだけだよ。子供相手に本気になって、本当、大人げない奴やつで申し訳ない」

「むむう」

　椋子が頰ほおをぷくーと膨ふくらます。本当ガキだなこいつ。

「へえ、お前あいつのにーちゃんかよ」

　タツマが慎に意味ありげな目をチラチラ向けてくる。

「赤あか津つさん。タツマはね、妹さんのことが気になってるんですよ。最近席せき替がえで同じ班になったのが嬉うれしくて、毎日のようにちょっかいをかけてるんです。少しでも気を引こうとして」

「ば、バカ！　ちちっ、違ちげえよ、何言ってんだよソウタ！」

　慎はスッと立ち上がり、タツマの顔を摑つかんだ。

「てめえ、なに人の妹に手出してくれてんだ？」

　爪つめを立ててギチギチと。万力みたいに顔を締しめ上げる。

「いで！　いででででで！　なにすんだよ、はなせよ！」

「あ？　黙だまれガキが。殺すぞ」

「大人げない！」

　ソウタ君は叫さけんだ。
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　合同授業の日がやってきた。

　午後の授業時間、つまり五時間目と六時間目を丸々使い、それぞれの種目をすることになる。

　缶かん蹴けり班の集合場所は中庭。野外での活動となるので、全員体操服に着き替がえている。

「赤あか津つ君、行きますよ」

「ああ、わかってるよ」

　ダラダラする問題児の世話を委員長が焼くみたいな小こ芝しば居いをし、他ほかの缶蹴りメンバーと遅おくれれて教室を出る。二人だけで会話ができるように。

「お嬢じよう、六組の名前は全員覚えたのかよ」

　慎はポケットから紙を取り出し、広げた。事前に配られていた缶蹴り参加者の一覧だ。名前だけでなく顔写真まで載のっている。

「もちろんです。さっきの昼休みにも、ちゃんと復習しました」

　缶蹴りという遊びには、相手をアウトにする際にその人の名前を言わないといけないみたいなルールがあったりする。つまり敵の顔と名前が一いつ致ちしていないと話にならない。事前に参加者一覧が配られたのは、そのことへの配はい慮りよもあるのかもしれない。

　そこには委員長の樋ひ廻まわり未み絵えの顔もある。あのヒツジ女は……素す顔がおがわからないのでいるのかはわからない。

「六組と七組はお互たがい顔と名前が知らされている。けど、写真で見ただけじゃ本当の素顔というものはわからない。六組にとってお嬢はまだ『竹たけ御み代だいの娘むすめ』として知られてるだけだ」

「はい……」

「だから、これからが本当の意味での顔合わせだ。心して行けよ」

「人間、第一印象は大事……ですよね？」

「わかってるじゃねえか」

「いかにも慎しんがドヤ顔で言いそうなことですから」

「何で今そんな感じ悪いこと言うの!?」

　一応、念押ししておく。

「とにかく目を逸そらすなよ。相手の顔をよく見て、お前の存在感を目で訴うつたえかけるんだ」

「は、はい！」

　他の七組に遅れ、二人が中庭へ足を踏ふみ入れると、先に到とう着ちやくしていたらしい六組が一いつ斉せいにこっちを振ふり返った。全員がゾウとかカバのお面やら被かぶり物ものを装備していた。

（相手の顔が見えねえ！）

　え？　なにこいつら……

　椋りよう子こも驚おどろいているのか、ぽかんと口を開けていた。

「こんにちは、七組の皆みなさん！」

　聞き覚えのある声と共に、一人の女子が前に出てきた。樋廻未絵だ。

　彼女だけは面をしておらず、お馴な染じみの元気そうな表情を見せている。

「今日はよろしくお願いします、竹たけ御み代だいさん！」

　愛あい嬌きようのある、真っすぐな笑え顔がおだ。

　椋りよう子こはハッとなり、笑顔を返す。

「こちらこそ。よ、よろしくお願いします……樋ひ廻まわりさん」

　そう返す椋子の笑顔は、どこかぎこちない。

　六組と七組を代表する委員長二人が、ガッチリ握あく手しゆを交かわす。

　他ほかの連中はその光景を見守る。ただし六組は未み絵え以外全員お面みたいなものをつけている。表情が一いつ切さい見えない、無機質な視線を一いつ斉せいに向けている様はぶっちゃけ気持ち悪い。

　その内の一人、ゾウのお面が椋子に近づいた。

「こんにちは、竹御代さん。お初はつにお目にかかります」

「う、うん。こんにちは……？」

　続けて大仏やカバとかが次々と椋子の下に集まり始めた。

　囲まれた椋子はあたふたと、あちこちに視線をぐるぐる回す。どこを見ていいかわからない、どう対応していいかわからないといった感じだ。

（堂々としてろよ、あのアホ）

「竹御代椋子……意外に初うい々ういしい反応をするのね……」

　これまた聞き覚えのある、寝ね起おきみたいなか細い声がかけられる。

　あの胡う散さん臭くさいヒツジ女だ。こいつも、缶かん蹴けりメンバーだったか。

「何でお前以外もお面つけてんだ？」

「…………」

「こんなんで俺達の混乱を煽あおろうってか？　くだらないことするんだな」

「別に今回に限った話ではないわ……六組はこれから毎日、常に仮面をつけるとホームルームで決まったのよ……」

「はあ？　噓うそつくんじゃねえよ」

　そんなわけわからんこと、ホームルームの議題になってたまるかっての。

「ヒツジさんの言ってることは噓じゃないです」

　と割って入ってきたのは未絵だ。この子が言うんなら、噓じゃない気がする。

「マジで？　何でそんなこと決めたんだよ」

「目的は個性を隠かくすためらしいです」

「個性を隠す？　どういうことだよ」

「委員長を引き立てるため。私だけお面を被かぶっていないのは、そういう理由です」

「いやだから何で委員長引き立てるんだよ」

　それにはヒツジ女が答えた。
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「己おのが個を打ち捨てて、その身と心を委ゆだねよ。さすれば、かの者が全すべての者を『理想郷』へと導くであろう……それが委員長という存在……そうして選ばれたのが樋ひ廻まわりさんよ……」

「よくわからんけど壮そう大だいな運命背負ってんだなお前！」

　樋廻未み絵えに少し同情した。

　しかし未絵は謙けん虚きよに、前向きな笑え顔がおを浮かべる。

「私はそんな大層な人じゃないと思うんですけど……でも、選ばれたからには期待に応こたえられるよう、全力でがんばります！」

「お前ならできるよ、樋廻！」

「俺達はどこまでもついていくぜ！」

　周りからも彼女を支える声があがる。

（へえ、人望あるんだな）

　彼女の謙虚で真っすぐな人間性。

　自分の個を隠かくしてでも、支えてあげたいと思えるほどの魅み力りよくがあるのかもしれない。

　パンダがヒップホップ調の動きで七組に近づいてくる。

「ＨＥＹ、七組！　今日はお互たがいノリノリでいこうＺＥ！」

　半魚人が「フン」と気き障ざっぽく笑って言ってくる。

「この『終わりの楽園エンドオブエデン』槙まき原はらの力、今日は存分に味わわせてやろう」

「あんま個性は隠かくれてないけどな」

「…………」

　ヒツジ女は無言だった。

「この前は、本当にありがとうございました」

　未み絵えが慎しんの目を真っすぐ見つめ、「でも」と続ける。

「勝負となれば話は別です。六組の皆みなさんのためにも、本気で臨のぞませてもらいますね！」

　なんとも目のやり場に困る子だ……ただ、真っすぐ過ぎて。

　さっきの椋りよう子こもこれにやられたのだ。下手な悪意よりも、まぶし過ぎるくらいの善意の方が、生きつ粋すいの自閉症しようにはキツかったりする。

　一方、椋子は様々なお面に囲まれては、「あう」だの「えう」だの呻うめいている。

「竹たけ御み代だい椋子……今日は調子が悪いのかしら……」

「ぐ……！」

　ヒツジ女の声が、どこか挑ちよう発はつ的に聞こえる。無理もない。

　委員長同士の第一印象対決──完全にこっちが負けてるのは明らかだった。




　六組と七組で対決する前に、三〇分ほどクラス内で練習をすることになっていた。七組だけになった途と端たん、椋子はわかりやすいくらいにリラックス。見事なまでの内うち弁べん慶けいだ。

　慎は一人離はなれ、缶かん蹴けりの練習を始めようとする七組の様子を眺ながめていた。

「たかが子供の遊びです。難しく考えないでください。ただ缶を蹴ればいいだけですから」

「へえ！　さすが竹御代さんです。庶しよ民みんのお遊ゆう戯ぎにも詳くわしいんですね！」

「次は主なテクニックを紹しよう介かいします。ええと、初心者の方にもわかりやすそうなのは……」

（先週初めてやったくせに経験者ぶってんじゃねえよ）

　元々は缶蹴りのことを教える口実で慎が誘さそわれたはずなのに、何な故ぜかその役は椋子が担になっている。事前にルールを知ることができたのが嬉うれしくて、知識をひけらかしたいんだろう。

　缶ジュースを買いに行っていた女子二人が帰ってくる。それぞれが、二十本くらい抱かかえていた。

（買い過ぎだ！）

　どんな説明しやがったあのアホ！

　買い過ぎた缶ジュースは勿もつ体たいないので、皆で手分けして飲み干す。

　ちょっと休きゆう憩けいということで椋子を中心にきゃいきゃいと、缶ジュースで女子会が始まる。

（いや練習しろよ）

　まったく、これだから女子は。

（ここは男子の腕うでの見せどころだな）

　ちなみに缶蹴り班十人のうち、男子は四人。

「やっぱり体操着はブルマじゃなくハーフパンツだよね」

「ただし二次元に限る」

「とりあえずブルマにしたら受けるとか勘かん違ちがいしてる老害は業界から消えろよなー」

　慎しんを除く三人は、いつもオタっぽい話で盛り上がる三人組だった。

（男子も駄だ目めじゃん！）

　軽く絶望していると、んくっ、んくっ、と気持ちいい飲みっぷりの音。体操服の上に黒パーカーを羽織った女子が蛇じや口ぐちに口をつけて水を飲んでいた。「ぷはあ」と顔を上げる。

「ろくなメンバーがいないね」

「お前が言うなよ！」

　小こ鉢ばちが「え」と素すの表情で首を傾かしげた。自覚ねえんだな。

「……大だい丈じよう夫ぶ。七組には、竹たけ御み代だいさんがいるから。竹御代さんの活かつ躍やくに、期待だね」

「いやお前もがんばれよ」

「……私なんかがんばっても、竹御代さんの足を引っ張るだけだと思うけど」

　てててーと小鉢は女子会の輪に入っていく。適当な缶かんを取っては椋りよう子こに差し出す。

「……これ、おいしいよ」

「本当だ！　おいしいです！」

「こっちも」

「おいしー！」

　小鉢はプシュッと丁てい寧ねいにもプルタブを開け、次々と椋子に缶を差し出していた。

（一体何本飲ませるつもりだ……）

　あれほど竹御代椋子を目の敵かたきにしていたくせに、大した変わりようだ。




　いよいよクラス対たい抗こうでのゲームとなる。

　中庭の中央に集まり、委員長同士が代表してルールの確かく認にんとかをする。缶を置く位置とか隠かくれることができる範はん囲いとかその他諸もろ々もろ。

「今はそんなもんでいいだろ。必要があれば、その都つ度どルールを加えるなりしたらいい」

　慎はそんな感じのアドバイスをしてみた。椋子が不安だからということで、隣となりに付き添そっていたのだ。

「いいんですか、そんな適当で」

「充じゆう分ぶんだろ。たかが遊びなんだし。缶かん蹴けりともなると地方ごとのローカルルールなんてのもあったりするからな、遊びの中でも特にルールがあんまり定まってないんだよ」

「はあ」

　いまいち納なつ得とくしてなさそうな未み絵え。真ま面じ目めそうだし、テニスやってるようなスポーツ少女だから、こういうのには抵てい抗こうがあるんだろう。

「最低限のルールさえおさえてたらいい。片方は隠かくれつつ缶かんを狙ねらって蹴ける、もう片方は缶を守りながら相手を探す」

　見つけた敵てきをアウトにする際にはそいつの名前を呼んで──って、そういや六組の連中、仮面被かぶってるせいで誰だれが誰だかわからなくね？　どうすんだ、これ。

「……と、とにかくだ。難しいことは考えないで始めようぜ。さっきも言ったけど、必要があれば委員長同士で話し合うなりしてルール変へん更こうしたらいいから」

　と、ひとまずやってみようということになったのだが。

　ある人物の発言により、合同授業は思わぬ方向に転がってしまうのだった。

「せっかくだからこの勝負……『委員長バトル』も兼かねることにしない……？」

　ヒツジ女だ。

　慎しんが椋りよう子この横に立つのと同じように、未み絵えの隣となりに進み出てくる。

（委員長バトルだと……このタイミングで）

　どういうつもりだ、とヒツジ女を見る。しかしそこには不気味なデザインの羊の面があるだけで、その表情はうかがえない。

「し……赤あか津つ君」

　隣にいた椋子が微び妙みような顔つきで言ってくる。

「委員長バトルって」

「ああ……」

「えっと、その、アレですよね。委員長同士がバトルする、あの……アレ……」

　こいつわかってねえ！

　わかってないけどそれを口に出せず、かろうじて知ったかぶりしてる顔だ！

　仕方ないから説明してやることにする。

「この学校では委員長、もしくは委員長を中心としたクラス同士で競争する機会が何かと多い。それを元に委員長の間で序列が付けられたりもする。まあ、生徒の競争意識とか向上心を促うながすのが目的なんだろうけどな」

「それくらい知ってますが。そんな今さらなこと、よくもまあ得意げに説明できますね」

　ウザッ！

　まあいい。続ける。

「今回の合同授業もそうだな。ただ委員長バトルを兼かねるとなると、また意味は違ちがってくる。委員長バトルは委員長同士の合意の下もと、お互たがいの誇ほこりをかけた決けつ闘とうだ。普ふ通つうに合同授業をするよりも、序列に与あたえる影えい響きようも遥はるかに大きい」

「例えば、どういうことですか？」

　そう聞いてきたのは未絵だ。この子もあんまり詳くわしくないのか、しかし椋子と違って恥はじることなく純じゆん粋すいに疑問をぶつけてくるあたりが大変好ましい。

「そうだな。わかりやすいところで言うと、普ふ通つうに合同授業で勝つよりも遥はるかに多くのＩＰを得ることができる」

「あい、ぴー？」

「委員長ポイントの略な」

　委員長の序列はポイント制になっており、『ＩＰ序列』とか呼ばれることもある。

「つまり委員長として上にいくためには、決して避さけられないもの。それが委員長バトルということです」

「なるほど……」

　最後は知ったかぶりをこじらせて何な故ぜか説明側がわに回った椋りよう子こが上う手まくまとめた。

「樋ひ廻まわりさん……あなたはどうする……？」

　ヒツジ女が未み絵えに問う。

「委員長バトルに関しては概おおむね彼らの説明通りよ……いえ、委員長の序列とは別のリスクもある……そちらの方が問題かもしれないわね……」

「……」

　未絵の反応から察するに、ヒツジ女の身内なはずの彼女も、今回の提案は聞かされてなかったらしい。「別のリスク!?」と不ふ穏おんなフレーズに椋子の肩かたが跳はね上がる。

「委員長バトルは委員長の意思によるもの……辞退するのも樋廻さんの自由よ……」

　未絵はしばらく迷う素そ振ぶりを見せたあと、真しん剣けんな面おも持もちになり、

「はい……わかりました！　やります、委員長バトル！」

　覚かく悟ごめいたトーンでそう答える。

「よし。当然、俺達七組の方もＯＫだ。なあ、委員長？」

　ヒツジ女の思おも惑わくはともかく、こっちも引くわけにはいかない。

　むしろ天てん藍らん高校の頂点を目指すことが目標な以上、願ってもないことだ。

「え……あ！　は、はい、ももっもちろんです」

　椋子も了りよう承しよう。

　さっき知ったかぶりした手前もあり、流れ的に断ることもできないだろう。自じ業ごう自じ得とくだ。

　かくして委員長双そう方ほうの合意により、委員長バトルがおこなわれることになった。

　椋子が慌あわてた感じでコッソリ聞いてくる。

「あ、ああ、赤あか津つ君。ちなみにその、さっきの『序列とは別のリスク』というのは」

「ん？　ああ、例えば委員長バトルの結果は大々的に学校中に公表されるんだっけか」

「そうね……勝った方には相応の名めい誉よが与あたえられる反面、負けた方には敗北者の烙らく印いんが押される……負けた方の委員長はクラスメイトから見放され、だからってクラスの外に居場所があるはずもなく、心を病やんで登校拒きよ否ひになった例も過去にはあるようね……」

「ええっ！」

「他ほかにも『審しん判ぱん委員』によってはバトルごとに別個のリスクが課されることもあるんだったか……おい、ヒツジ女。そういや審判委員はどうすんだよ」

　委員長バトルはお互たがいの意思の確かく認にんや勝負の公平性を図るために、第三者の立会人が必ひつ須すとなる。本来なら事前に生徒会に委員長バトルの旨むねを連れん絡らくし、審判委員を手配してもらわなければならなかったはずだ。

「その点なら大だい丈じよう夫ぶよ……こんなこともあろうかと、既すでに連絡はしてあるわ……」

「へえ、随ずい分ぶんと準備がいいんだな」

「しかしおかしいわね……そろそろ、来るはずなのだけれど……」

　ヒツジ女が首を振ふって辺りを見回す。

　椋りよう子こがオロオロした顔で慎しんに聞いてきた。

「えと、審判委員……？　ま、また誰だれか来るんですか？　どどっどんな人が！」

「審判委員といえば確か二年生以上で、そこそこ優ゆう秀しゆうな奴やつだけが就つける特別な役職だ。心配しなくても、変な奴が来ることはねえよ」

「二年生ですか……」

　椋子の何気ない呟つぶやきに思い当たる。

　そういや、この学校に来て上級生をまともに見るのはこれが初めてか。

　天てん藍らん高校では一年生だけで校舎が割り当てられているし、一学期の中間試験を終えるまではクラブ活動への参加、学校の広い敷しき地ち内における行動範はん囲いも一定制限されてるから、上級生を見る機会は極きよく端たんに少ない。せいぜい登校時にそれらしい姿を見かける程度だ。

　超ちよう名門校である天藍高校の二年生、果たしてどれほどの奴が──

　その時、中庭に白いものがふわふわと舞まい降りた。

「なんだ……桜吹雪ふぶき？」

「人在あるところ、ぱんつ在り」

　続いて、やけに通りのいい口こう上じようが中庭に響ひびく。

「ぱんつ在るところ、やさしさ在り」

　桜吹雪が舞い散る中、悠ゆう然ぜんとした歩みでソイツは現れた。

「世界中で唯ゆい一いつ、全すべてのヒトが身につける装そう飾しよく品、それがぱんつ。つまり！　ぱんつ在る限り、世界はやさしさに満ちているということだ！」

　バーンと手のひらを突つき出し、何かを訴うつたえる一人の生徒。

「世界にぱんつあれ」

　光あれ、みたいなトーンでソイツは最後に締しめくくる。

「さて、待たせたな一年生諸君！　この私が今回の委員長バトルを取りしきる審判委員の龍りゆう崎ざきだ。よろしく頼たのむ」

　桜吹雪が晴れてくると、審判委員──龍崎を名乗る男の姿がハッキリ見えてくる。

　背が高く恰かつ幅ぷくのいい男で、腕うでを組む姿はやけに様になっていた。顔は髭ひげ面づらで高校生にしては老ふけて見えるが、確かな貫かん禄ろくもある。ただ服は着ておらず、パンツ一枚の格好だ。

　──完全な変質者じゃねえか。

「み、見ろ……この桜吹雪ふぶき！　桜の花びらと思ったけど違ちがうぞ！」

「本当だ！　ぱぱ、ぱんつだ！」

（なんだと……）

　そんな馬ば鹿かな、と慎しんは足元に落ちた花びらを一枚拾い上げる。

（これは！）

　その形状、確かにぱんつだった！

　花びらみたいに小さくて軽いのに、一つ一つが精せい巧こうに作られたぱんつだった！

（おおっ……やわらけえ！）

　肌はだに絡からみつくような感かん触しよく。きもちええ。女物の下着は店で売っているものを見たことはあるものの、さすがに触さわり心地ごこちまでは未知の世界。せいぜい咲さ希き（妹）のぱんつを知ってる程度だが、咲希はまだ小学生。大人が穿はくような下着を扱あつかうには早いのである。

　審しん判ぱん委員──というかパンツ一丁の変態の登場に、静まり返る一年生。

（そりゃそうだ）

　誰だれもが呆あつ気けにとられた顔をしてるし、特に女子に至ってはドン引きだろう。

「このぱんつ推おし。龍りゆう崎ざきって、まさか……」

「最近海外にも進出し始めたという最大手ぱんつメーカー『乙おと姫ひめのぱんつ』御おん曹ぞう司しの！」

「ぱんつにかけては右に出る者はいないとぱんつ界で最も将来を嘱しよく望もうされている男！」

「人呼んで『パンツァー・ドラゴン』……龍崎紳しんか！」

「すげえっ！　初めて生なまで見た！」「サ、サインしてください！　ぱ、ぱんつに！」

　えっ、となる。

　なんか、称しよう賛さんされてるんだけど。

（こいつまさか、凄すごい奴やつなの？）

　確かに慎にとっては初めてでも、内部生なら上級生のことも知ってるはず。

「おいおい、そういうのは無しだ。俺は今日は審判委員としてここに来てるんだぜ」

　龍崎は一年生たちの声を受け流し、椋りよう子こと未み絵えに目をとめた。

「君達が委員長か」

「は、はい」

「よろしくお願いします！」

　並んで頭を下げる。ぺこり。

「君達のぱんつを選ぶ際の基準はなんだ？」

「へあ？」

　椋りよう子こは素すっ頓とん狂きような声をあげる。先に答えたのは未み絵えだった。

「……私は。いつもお母さんが買って来てくれるので、自分で選ぶことはないです」

「あ、わたしも家で用意されています」

「む……そうか。じゃあ、今日どんなぱんつ穿はいてるかでもいい。何せ今日は委員長バトル、勝負の日だ。勝負ぱんつなどという言葉もあるが、特別な日にどんなぱんつを穿くかは……」

「委員長バトルをするのはさっき決まったので、あんまり深く考えてなかったです」

「あ、わたしも」

「なんだと!?」

　龍りゆう崎ざきの顔色が変わる。

「それはどういうことだ！　勝負ぱんつ無しに勝負ができるか！　委員長バトルを何だと思ってやがる、この小こ娘むすめ共が！」

　龍崎の豹ひよう変へんに、椋子と未絵があわあわし始めてしまった。

「おい、ヒツジ女」

「なによ……」

「何か変な奴やつが来たんだが」

「そのようね……」

「お前が呼んだんだろ。どう責任とるつもりだよ？」

「知らないわ……審しん判ぱん委員の選定は生徒会がおこなうもの……」

　その口調には呆あきれの色が混ざっている気がする。

　こいつにとっても予想外みたいだな……

「けど逆に言えば生徒会が選定した審判委員……確かな仕事はするはずよ……」

「あのパンツ男がか？」

「痴ち漢かんで捕つかまった尻しり男おとことは気が合いそうじゃない……」

「一いつ緒しよにすんじゃねえよ」

　しかもなんか名前まで被かぶってた気がする。すげえヤなんだけど。

　とりあえず絡からみづらそうな奴に、必要以上に絡む必要は無い。

「おい、委員長」

「あ、でも！　いつも体育の日は汗あせが乾かわきやすい素材のものを使ってます！　だから今日も」

「答えんでいい！」

　椋子の頭をスコーンと叩たたく。

「さっさと始めようぜ」

　慎しんは用意されていた空あき缶かんを拾い上げ、所定の場所に置いた。

「さて、先せん攻こうはどっちが……」

「ちょっと待てぇぇぇい！」

　龍りゆう崎ざきが慎しんの脇わき腹ばらにパンツ尻じりでヒップアタック、慎はくの字に仰のけ反ぞって吹ふき飛ぶ。

「これより審しん判ぱん委員から今回の委員長バトルの特別ルールを伝える！　心して聞くがよい！」

「特別ルール……だと」

　委員長バトルの全すべてを監かん督とくする審判委員には、確か一つだけ独自のルールを付け加える権限が与あたえられている。委員長バトルと称しようするにはヌルいと思った場合に、重いリスクを背負わせたり、より白熱した戦いがおこなわれるよう演出を加えたり。いわゆるテコ入れだ。

「へえ、何なんですか特別ルールは。さっさと言ってくださいよ」

「どうした一年、さっきから落ち着きがないな。パンツのサイズが合ってないんじゃないか」

「ぐ……」

　こいつマジで殴なぐりてえ……

「聞くところによると、今回の合同授業のテーマは『子供の遊び』らしいな。ならば、さらにテーマを一つ、付け加えるとしようか……」

　龍崎の真しん剣けんな顔つきに、周りの空気が一いつ瞬しゆんにして変わる。一年生の間に緊きん張ちようが走る。

　こういうところは、さすが上級生といったところか。

「では、付け加えるテーマは……」

　ごくり。

「ぱんつだ！」

　言われても。

　一年生の間で動どう揺ようが広がる。「ぱんつ？」「どういうことだよ」龍崎へ次の言葉を望むような目を向ける。

　しかし龍崎は腕うでを組んで瞑めい目もくし、それ以上何も言わない。

（様子を見ている……いや、試ためされている？）

　──つまり、もう勝負は始まっているということかよ。

　審判委員の言葉をどう解かい釈しやくし、機転をきかせるか。

　特別ルールがどうであれ、これは缶かん蹴けり対決だ。これは揺ゆるがない。しかし一方で、独自にルールを加えられることも、缶蹴りという遊びの面おも白しろいところでもあるはずで。

（そ、そうか！）

　つまり、審判委員の狙ねらいは！

（お嬢じよう！）

　慎しんは咄とつ嗟さに椋子に視線を送り──

「赤あか津つ君、学校の帰りにうんこ漏もらしたんですか！」

「そこで代えのパンツを買ったのも、その『乙おと姫ひめのぱんつ』という店なんです。ちょうど駅近くに店てん舗ぽがあって。品しな揃ぞろえも豊富で、なんでも千種類以上あるとかないとか……」

「ふぁ……すごい数ですね。でもそれだけあったら、赤津君のパンツ買うのも迷ったんじゃ」

「女物の下着に力を入れてるみたいで、男物は三種類しかありませんでした」

「すごい偏かたよりですね！」

　だめだ、委員長同士でパンツの話してる。

　つうか樋ひ廻まわり、余計なこと言うんじゃねえよ……それ勘かん違ちがいだから！

（だったら俺が代わりに言うしかねえ！）

　慎しんは決死の表情で口を開き、

「スカートをめくればいいんじゃないか？」

「スカートをめくる……というのはどうかしら……」

　そんな提案が──ものの見事に被かぶった！

　一方は慎で、もう一方はあのヒツジ女。

（こいつ！）

　俺と一いつ緒しよだ。

　能天気な委員長に代わって自分が言おうとしたことも！　思いついた内容までも！

「どういうこと？　スカートをめくる？　ふざけてんの!?」

「そうだよ、お前、ただお尻しりが見たいだけだろ！」

「全く、痴ち漢かん魔まの言いそうなことだぜ！」

　一年生からあがる罵ば声せいはしかし、明らかに慎だけに向けられていた。

（何で俺だけ……）

　ひでえ、ヒツジ女も同じこと言ったのに。

「……続けろ」

　腕うでを組んだ龍りゆう崎ざきが、重々しい口調で慎に続きを促うながす。

　言葉を一つでも間違えれば、容よう赦しやなく断罪されそうな凄すさまじいプレッシャーだ。

　慎はどうにか気を落ち着かせ、説明を開始する。

「缶かん蹴けりの缶を蹴る部分を、そのままスカートをめくることに置き換かえるんです」

「ほう？」

　龍崎の目に、わずかに興味の色が宿ったように見えた。

「なにも缶を蹴ることに拘こだわる必要はありません。これはスポーツじゃなくむしろ遊びで、その場のノリで好きなようにルールを変えられることこそが醍だい醐ご味みなはずですから」

「だが一年。テーマが『ぱんつ』だからといってスカートめくって中身を覗のぞこうってか？　それだとただの変態だぜ？」

「ぱんつはあくまでオマケ、結果的に見えるというだけです。忘れてはいけないのが、今回のテーマが『子供の遊び』だということ。スカートめくりといえば、昭和の中期くらいに流は行やった、れっきとした子供の遊びです。合同授業の趣しゆ旨しにも反していません。龍崎先せん輩ぱいの言うような変態性は、極きわめて薄うすいと言えるでしょう」

　つまり、二つの『子供の遊び』の奇き跡せき的融ゆう合ごう。

「このゲームに名前を付けるなら……そうですね、『スカートめくり』でいいんじゃないでしょうか。元々が缶かんを蹴けるから缶蹴りなんだ、スカートをめくるのであれば、『スカートめくり』としか言いようがないですからね！」

「…………」

　腕うでを組んでダンマリを決め込む龍りゆう崎ざき。その威い容ようはまさに不ふ動どう明みよう王おうのごとき貫かん禄ろくで、慎しんはすぐに自信を失う。やはり俺は、的外れなことを言ってしまったんじゃ……

　やがて龍崎は険しい表情でゆらりと両手を持ち上げ、

（な、殴なぐられる!?）

　──ババッと。

　頭の上にマルを描えがいた！

（アリだったか！）

　よかった！

　龍崎の鼻から鼻血らしきものがボタボタ垂たれてるのは気にしないでおこう。

「じゃあ缶を蹴る代わりにスカートをめくる、と」

　そういうことになったので、女子は全員、制服に着き替がえに向かった。体操服ではスカートをめくりようがないのだ。「え、ウソ」「本当にめくられるの？」とか女子の大半はいまいち状じよう況きようが飲み込めていない感じだが、委員長同士の合意で決まった以上、従うしかない。

「ええと……結局どうしたらいいんですか？」

　未み絵えがまた不安そうに聞いてくる。

　はあ、全くこの子は固いんだから。

「言っただろ。難しく考える必要は無いって。最低限のルールさえおさえてたらいい」

「はあ」まだいまいちわかってない未絵に対し、

「とにかく先に相手の委員長のスカートをめくったクラスが勝ちってことだ」

「最低限過ぎませんか！　色々省略されてる気がするんですが！」

「もちろん他ほかの女子のスカートをめくるのもオーケー。めくられた女子はアウトで退場な。あ、男子はノーリスクでひたすらめくれるってことで」

「さらに理り不ふ尽じんなルールが追加された!?」

　慎はヒツジ女と視線を交かわす。

「これで問題無いよな、ヒツジ女」

「そうね……委員長がスカートをめくられた様は委員長バトルの結果報告と同時に全校に公表されるというのはどうかしら……勝負におけるちょうどいいリスクになるはずよ……」

「ヒツジさんまで！　ちょっと待ってください！」

「よし。そのルール、審しん判ぱん委員として承しよう認にんしよう。なかなか見どころがあるなお前達」

「ありがとうございます」「別に……それほどでもないわ……」

　慎しんは思った。なんとなくヒツジ女は俺に似ている。

　考え方も、多分、立ち位置とかも。

　──負けたくない！

「予言するわ……スカートの中身を衆しゆう目もくに晒さらして恥はじをかくのは……七組の委員長よ……」

「だったら俺も言っておくぜ。お前はお前自身の予言によって敗北するってな」

「一年共！　中庭の端はしと端に分かれろ！」

　審しん判ぱん委員の龍りゆう崎ざきの言葉に従い、六組と七組それぞれ十名がぞろぞろ動き出す。

「準備はいいか！　よ～い……」

　龍崎の言葉に、お互たがいの緊きん張ちよう感が高まっていく。

　そう、これは委員長を中心としたクラス対たい抗こうのガチンコバトル。

「────始めぃ！」

　小細工は不要──感情の赴おもむくままに突つっ走れ！




「いけ、委員長！　一人で全員ねじ伏ふせろ！」

「はい！」

　慎の指示により七組の陣じん地ちから一人、椋りよう子こが飛び出す。

　前ぜん傾けい姿勢でシュタタタターと。ぐんぐん加速。

「あの女のスカートをめくりなさい！」

「おお！」

　一方、六組側がわはヒツジ女の指示の下もと、ヒツジ女と未み絵えを除いた八人が同時に走る。

　中庭の真ん中あたり、椋子と六組の八人がぶつかり合う。

　しかしさすがに多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい、あっさり椋子は囲まれてしまった！

「とんだ戦術ね……大将が前に出てくるものではないわ……」

　ヒツジ女は嘲あざ笑わらう。

　伝染するように、六組八人にも下げ卑びた笑いが起こる。

「まさか四よん家けのお嬢じよう様のスカートをめくれる日がくるとはァ」

「ケケケ！　相手が四家のお嬢様とはいえ、勝負なら仕方ねえよな」

「四家のお嬢様がどんなぱんつを穿はいているのか、わたし、気になります！」

　八人分の手が、まるでタコの触しよく手しゆみたいにゆらゆらと伸のばされる。

　逃にげ場ばは無い、まさに四し面めん楚そ歌か！

　しかし慎は「計算通りだ」ニヤリと笑った。

「たあっ！」

　囲まれた椋子はジャンプ一番、六組の包囲網もうを飛び越こえてあっさり脱だつ出しゆつ、

「なにィ」「そんなァ！」

　すとん、と体重を感じさせない軽かろやかな着地。

　近くにいたカエル面の女子が我先にと椋子のスカートへ手を伸のばす。

　しかし椋りよう子こは身を翻ひるがえして回かい避ひ、そして加速、前進！

「きゃっ」

　すれ違ちがいざまにカエル女のスカートをめくりあげた。水玉模様のぱんつがあらわになる。

　──まず一人。

　次はネコの被かぶり物もの女子。

　椋子は右手を居い合あいのごとき神速でスカートへ！

「ひゃああ！」

　めくれるスカート。見えるは桃もも色いろレースのぱんつ。

　──これで二人。

　椋子が次に狙ねらいをつけたのはワニの被り物女子。

　その前に、二つの影かげが立ちはだかる！

「ＨＥＹ！」「これ以上やらせない！」

　パンダとゾウだ。次の相手は男子なので、スカートをめくってアウトにできない。

　しかしそれでも──竹たけ御み代だい椋子は止まらない。手先を槍やりのように細め、紫し電でん一いつ閃せんの突つき！

「伊い佐さ真しん玄げん流《三の位》、紫し雷らい振しん！」

　パッシュアァーーーーーン！

　二人はスタンガンでも打ち込まれたみたく全身を痙けい攣れんさせ、ゴトリと倒たおれた。「あわわわわ」これでワニ女子を守る者はもういない。めくる。白と緑のしまぱん。

　──三人。プラス男子二人。

「そ、そんな……」

「なんなの、この人……タダ者じゃない……」

　生存する六組は慌あわてて離はなれようとするが、もう遅おそい。

　残念ながらそこはもう椋子の射程圏けん内だ。逃のがさない。

（どうよ、これがお嬢じようの力だ）

　敵が一か所に集まってくれたのは好都合だった。

　椋子の力が知られれば、当然のように警けい戒かいされる。攻こう撃げきの手が届きにくくなる。相手にそんな間を与あたえることなく、開幕と同時に大打撃を与えてしまう。戦いにおける基本中の基本だ。

「……ん？」

　その時──七組の陣じん地ちに隕いん石せきのようなものが落ちた。

（テニスボール！）

　七組の目の前に落ち、ギュルルルルル！　高速回転して地面を削けずり、スパーン！

　跳はねたボールが向かう先には七組の女子・深ふか津つさん──のスカート。

「へ？」

　ぶわりと。呆あつ気けにとられる深津さんのスカートがめくれる。「きゃ」水色レースのぱんつ！

（馬ば鹿かな……あの距きよ離りから打ったのか？）

　中庭の反対側がわには六組の陣じん地ち、テニスラケットを構えた樋ひ廻まわり未み絵えの姿。

　その目は標的である七組を真っすぐ見据すえている。

「ハアッ！」

　そして絵に描かいたような綺き麗れいなフォームでサーブ！

　凄すさまじい速度でテニスボールがこっちに飛んでくる。

（さっきと同じ軌き道どう？　これは、まさか！）

　ボールはまたしても七組の陣地まで届くことなく落下し、地面をバウンド。

「笹ささ川がわ！　ボケッとしてんじゃねえ！」

「え」

　口を半開きにしたまま振ふり返る小こ鉢ばち。同時に跳ねたボールが小鉢のスカートをめくった。

　飾かざり気けのない無地の白ぱんつと、細いふとももがあらわになる。

（おおっとお！）

　近くにいた慎しんはそれをバッチリ見てしまった！

（間ま違ちがいない、ツイストサーブだ！）

　漫まん画がで見たことがある。原理は知らないが、とにかく地面を物もの凄すごい勢いでバウンドして相手の虚きよを突つくような感じのサーブだったはず。

「めくられちゃったね」

「お前、男前だな！」

　スカートをめくられた小鉢は終始直立不動だった。涼すずしい顔で恥はじも糞くそもない。

　しかしそんな反応ができるのは小鉢だけ。

「きゃあー！」「や、やめて、こないで！」「た、助け！」

　　ぱんつ！　　　　　ぱんつ！　　　　　　ぱんつ！

　ツイストサーブがこっちの残る女子全員のスカートを一いつ瞬しゆんにしてめくってしまった。

（ちっ……ヒツジ女か！）

　六組陣地を見れば、ヒツジ女が未絵にヒョイヒョイとボールを渡わたしていた。

　未絵によるテニス技も、あいつの差さし金がねということだろう。

（けど、もう勝ったようなもんだよな）

　一方、中庭の真ん中では椋りよう子こが残る女子一人のスカートをめくり、男子二人も何らかの技わざで無力化していた。

　お互たがいの残る兵力は、
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　六組──スカート２　男子０

　七組──スカート１　男子４

　残スカート数ではこっちが劣れつ勢せい。しかし、

「ハアッ！」

　未み絵えは当然、残る椋りよう子このスカートをめくりにかかる。ツイストサーブ。

「ていっ」

　パシュッと。

　超ちよう至近距きよ離りからの泥どろ団だん子ごをも止めてみせた『雷らい鳴めい撫なで』で、あっさりキャッチ。

「そ、そんな……」

　見てのとおり、未絵のテニス技で椋子がアウトになることはない。

　ただ未絵のスカートをめくりさえすれば、ジ・エンドだ。

　椋子はいよいよ敵リーダーである未絵に狙ねらいを定め──しかし慎しんはそれを止める。

「待て、委員長！　次はヒツジ女を狙え！」

　せっかくだからあいつのスカートもめくっとこう。クヒヒヒ。

　そして慎は七組陣じん地ちの残る男子、例の三人組に声をかける。

「おい、俺達も行くぞ」

　三人組はやる気無さそうに立っている。全く動こうとしない。

「なんだかなあ……って感じだよね」

「めくろうとしてめくって見えるぱんつなんてちっともエロくねえよ」

「もしこれが企き画かく物とか漫まん画がだったら、とりあえずぱんつ見せとけば受けるだろ、みたいな製作者側がわの安易な発想が見えてうすら寒くすらあるよなー」

「はあ？」

　ったく、これだから二次オタは困るんだよな。

「まさかお前らアレか、ネットとかで俺は幼女好きとか得意げに語っちゃうクチか？」

「なに？」

　三人組のリーダー格、小太りが眉まゆを顰ひそめる。

「自分の特とく殊しゆな嗜し好こうこそ至高みたいな勘かん違ちがいで、他人の普ふ通つうっぽい嗜好を下に見てたりするんだろ。中級者とかには結構アリガチなんだよなー」

　慎しんはヤレヤレと肩かたをすくめてみせた。

「お前らもあれくらい素す直なおになれよ」

　慎は視線で審しん判ぱん委員を見るよう促うながす。

　龍りゆう崎ざきはデジカメをいじって画像の確かく認にんをしていた。さっきからの決定的瞬しゆん間かんの連続を一つも逃のがすことなくバッチリ写真に収めていたのだ。委員長のぱんつ画像は公表されることに決まったとはいえ、それ以外のぱんつを激写する必要性はあまり無い。完全な職権乱用だ。

「製作側の意図は置いといてよ。消費者としての真の上級者は、あらゆるシチュエーションをそれはそれとして楽しむもの……そうじゃねえか？」

「……一理ある」

　小太りは頷うなずいた。

「それでいい。これは遊びなんだ。せっかくだから楽しむとしようぜ！」

　ザッザッザッザッザッ！

　七組男子四人は縦一列に並び、軍隊の行進みたいな足取りで敵てき陣じんに向かう。

「ひ……」

　そのまま四人は未み絵えを包囲。敵リーダー確保完かん了りよう。

　あとは今まさに辱はずかしめを受けんする少女のリアクションを適度に楽しみつつ、好きな時に好きなアングルからスカートをめくるだけだ。

（なにこのボーナスステージみたいなシチュエーション……ってまだ駄だ目めだ）

　このスカートをめくったら勝負が終わってしまう。その前にあのヒツジ女も恥はずかしい目に遭あっといてもらわないとな。

（さあ、やっちまえお嬢じよう）

　椋りよう子この方から声が聞こえてくる。

「大したものね……それが竹たけ御み代だいに伝わる古武術、伊い佐さ真しん玄げん流というものかしら……」

（……ん？）

　慎しんは怪け訝げんに思う。

　竹たけ御み代だいにのみ伝承される古武術、伊い佐さ真しん玄げん流。別に隠かくすものでもないけど一いつ般ぱんには明かされてもいないので、普ふ通つうなら知りえない情報だ。

　それを何な故ぜ、あのヒツジ女が知っている？

「竹御代椋りよう子こ……一つ問うわ。あなたはこの世界を、どんな世界にしたいと思う？」

「えー。いきなりそんなこと、言われても」

「上に立つ者は人々を『理想郷』へと導かなければならない……あとは、その者がどのような世界を望んでいるか……」

「あ、わかった！　世界にぱんつあれだ！」

「呆あきれるわね……およそ実現不可能とされる夢のような世界でも構わない……しかし上に立つ者には、それを思い描えがくだけの情熱が求められるものよ……」

　なんとも意味深しんな会話だ。

　まさか、あのヒツジ女──

（自分がスカートめくられたくないから、それっぽい話術で時間稼かせいでんな！）

　あー、もういいわ。

　ぶっちゃけ、変なお面つけて痛々しい発言繰くり返すキモ女のスカートの中身とか誰だれ得とくだし。

　だったらもう、こっちをめくっちまうか！

「じゃあ樋ひ廻まわりさん、そろそろスカートめくっちゃうね～」

　慎は未み絵えのスカートに手を伸のばす。

　──サッと。

　未絵は身をよじってかわした。

「いや、避よけるなよ……」

　今度は四人で前後左右、四方向から手を伸ばし、

　──シュパァァン！

　未絵はその場で高速スピン、四人の手を払はらいのける。

「く……！」

　こっちは四人、いつまでも逃にげられるわけがない！　手数で攻せめる！

　しかしそれでも──樋廻未絵のスカートはめくれない。お尻しりを振ふり、上体を地面スレスレにまで反そらし、時には残像を残して宙を舞まう。

　なんて身体能力だ！　まさかこいつ、お嬢じよう並か!?

「これだけ動いてるのに、絶ぜつ妙みようのタイミングとアングルでぱんつが見えることがない！」

「まさに鉄てつ壁ぺきのスカート……」

「いや、この現象……シュレディンガーのぱんつか！」

　小太りが驚きよう愕がくに息を詰つまらせる。

「……しゅれでぃんがーのぱんつ？」

　なにそれ。

「いいかね、赤あか津つ君」

　小太りが人差し指を立てて説明する。

「もともとは量子力学の概がい念ねんでな。世界には常に複数の可能性の事象が重なり合って存在し、それが何であるかは観測された瞬しゆん間かんに初めて明らかになるとされている」

「つまり……どういうことだ？」

「例えば一人の女の子がいます。女の子はスカートをはいています」

「ああ」

「その子はスカートの下に、ぱんつをはいています」

「当然だな」

「でも、はいてないかもしれません」

「！」

「女の子はぱんつをはいてるかもしれないし、はいてないかもしれない」

「まさか……そんな！」

　彼らの言っていることの意味、理系の慎しんでも理解できた。

　樋ひ廻まわり未み絵えはぱんつをはいている。しかし、それはあくまで常識的な考えでしかない。厳密には確かめないことにはわからない。

　彼女はこれだけの動きを見せてスカートを際きわどいところまでひるがえしながらも、ぱんつまでは見えていない。つまり──まだ事実は確定していない！

「これは一大事やでぇ……もしそうなら、えらいこっちゃ……」

　慎しんは口調が変わってしまうくらい動どう揺ようする。

　三人組と視線を交かわし、意思疎そ通つうは完かん了りよう。

　三人組はスカートではなく、未絵の体を物理的におさえにかかった。

「あっ……！」

　二人が両腕を摑つかみ、一人が腰こしに手を回して無理矢理地面に座らせる。

　残る慎が、無言で未絵を見下ろす。

「あ、あの……赤津さん？」

　よくわからない迫はく力りよくに気け圧おされる未絵。

「お前ら、何をやっている！」

　そこで介かい入にゆうしてきたのは龍りゆう崎ざきだ。

　審しん判ぱん委員には勝負を司つかさどる者として、不適切な行動を止める義務がある。

　慎は言った。

「龍りゆう崎ざき先せん輩ぱい！　もしかしたらこいつ、ぱんつはいてないかもしれないんです！」

「何だと！　それは由ゆ々ゆしき事態だ！　ぱんつの理に反しているな！」

　是ぜ非ひとも確かめねば！　と龍崎はデジカメを構えた。

「ひ、ひぃ……」

　恐おそれる未み絵えに、しかし慎しんは優やさしげな口調で言ってやった。

「安心しろ、樋ひ廻まわり。俺はお前の潔白を証明してやるだけだ」

　慎は手を伸のばす。未絵のスカートへと。

「や、やめてください！」

　しかし慎は手を止めない。彼女を助ける者はいない。未絵自身も拘こう束そくされて動けない。

（フヘヘヘヘ！　これで俺達の勝ちだァ！）

　抵てい抗こうする力を失った少女へと手を伸ばす。

　あとはスカートをぺろんとめくれば、そこにはホラ！

「う……うわ、うわっちゃちゃあああ！」

　その時、未絵をおさえ込んでいた三人組に異変が起きた。

　飛び跳はねるようにして未絵から体を離はなす。プスプスと焦こげたような匂におい。

「あ、熱い！　この子、熱い！」

　え……熱い？

　三人組の拘束を解いた未絵はすぐに身を起こし、近くに転がっていたテニスラケットとテニスボールを拾い上げる。

「この下げ郎ろうがぁ！」

　そしてサーブ。ボールは龍崎へと向かう──ゴシャッ！

「ああ、俺のデジカメが！」

　デジカメを破は砕さいして跳ねるテニスボール。それを追い、未絵も跳とぶ。

「禊みそぎスマッシュ！」

　テニスボールは龍崎の顔面に直ちよく撃げき、「ぶふェっ！」と鮮せん血けつを撒まき散らして吹ふき飛び、地面を転がっていった。

「フーッ！　フーッ！」

　獲え物ものを威い嚇かくする獣けものみたいに息を荒あらげる未絵。

（いやいやいやいやいや！　いきなり何この子！）

　なんか髪かみの毛が炎ほのおみたいに逆立ってるんだけど！

「安心しなさい……時間が経たてばすぐに収まるわ……」

　そこに澄すました声が割り込んでくる。ヒツジ女だ。

　椋子も一いつ緒しよだった。異常を察し、二人でこっちに来たんだろう。

「この子、感情が昂たかぶると自然発火するのよ……」

「なにその特異体質!?」

「落ち着くのよ樋ひ廻まわりさん……みんなが見ているわ……」

「そ、そうだよ、そんなムキになんなよ……ただの缶かん蹴けりじゃねえか……」

　そう、これは缶を蹴る代わりにスカートをめくってるというだけで、それ以外はれっきとしたただの缶蹴りで──未み絵えが「缶蹴り？」と睨にらんでくる。

「缶蹴りの要素どこにも無いじゃないですか！」

「言われてみれば！」




「呼吸は……してないみたいですね。ムリそうです」

　誰だれかが龍りゆう崎ざきの容体を確かく認にん、両手でバッテンを作る。

　龍崎は完全に意識を失っており、審しん判ぱん委員を続けるのは難しそうだった。

「ご、ごめんなさい……私、とんでもないことを！」

「気にする必要はないわ……彼は委員長バトルを私物化した……当然の報むくいよ」

「ああ、そうだぜ！」

　慎しんはヒツジ女に便乗する。

「俺達はソイツの巧たくみな話術に誘ゆう導どうされ、スカートをめくらされていたんだ。しかも、めくれて見えたぱんつの写真まで撮とってやがった！　とんだ変態だな！」

　慎は思う。さすがにさっきは悪ノリし過ぎたと。本当に俺はどうかしていた。

　でもこのまま全部龍崎が悪いことにしておこう。彼をヤってしまった未絵にとっても、その方が罪悪感も和やわらぐはずだ。

「さて、どうする？」

　時間的にはまだ六時間目が始まってすぐくらい。合同授業はあと三十分以上ある。

「審判委員がいなくなった以上……委員長バトルは成立しないわ……」

「だからって、このまま決着つかずってわけにもいかねえだろ」

　周りの連中を見回してみる。誰だれも彼も消化不良という感じだった。

　一部──主にスカートめくられた女子は疲つかれ果ててるように見えなくもないが……まあ疲れてるとしても精神力の方だろう。体力はまだまだ有り余っているはず。

「何らかの形で勝負は続けないとな……となると、その方法だけど」

「……普ふ通つうに、缶蹴りしたら？」

　とか言い出したのは、小こ鉢ばちだった。

　なんてことだ。

　普段は無気力で受け身で自己主張が控ひかえめな奴やつに、ごく真っ当なことを言わせてしまうとは！

（仕方ないな）

　この空気だと、さすがにそうせざるを得ないか。

「じゃあ、今度こそ缶かん蹴けりするか」

「仕方ないわね……」

　慎しんとヒツジ女は揃そろって妥だ協きようする。

　ホッと胸を撫なで下ろす未み絵え。

「ただし缶を蹴る代わりにスカートをめくる」

「もちろんよ……」

「そこは変わらないんですか!?」

　未絵が突つっ込んだ。




　　　　　　　　　　　　★　★　★




　その後、六組と七組ではちゃんとしたゲームを始めた。

　鬼おにに見つからないように隠かくれつつ、隙すきを突いて缶を蹴るやつだ。空き缶の代わりに女子が立ち、蹴る代わりにスカートをめくるくらいで、それ以外は普ふ通つうの缶蹴りと変わらない。

　攻こう守しゆ交代しながらしばらくゲームを続けた後、

「そろそろ、次のゲームで終わりにしませんか」

　いよいよそういう運びとなった。

　ここまでの戦績はほぼ互ご角かく、時間のこともあるし、そろそろ決着をつけないといけない。最後のゲームで勝った方を、最終的な勝者とすることに。

「順番からしたら、七組さんが攻こう撃げき側がわとなりますが、それでいいですか？」

「はい……それは構いません。けど」

　未絵の問いに椋りよう子こが答えつつ、慎へと視線をよこしてくる。

　それでいいですか、と慎にお伺うかがいをたてている。

「ヒツジ女、お前がスカート役やれよ」

　せっかくなので、慎は条件を加える。

「だって委員長二人を除いたらお前だけだろ、スカートめくられてないの」

　最初のバトルロワイヤル方式に続き、缶蹴り方式の時でも委員長二人とヒツジ女だけはスカートをめくられてなかった。委員長二人は素すの身体能力で避よけまくるから仕方ないが、ヒツジ女に至ってはスカート役を一度もしていない。公平に皆が交代でやってるのに。

「それに、さっきの審判委員を連れてきたのもお前だしな。責任とってもらおうか」

「安い挑ちよう発はつね……」

　ヒツジ女は冷めたようにそう呟つぶやき、

「でも乗ってあげるわ……」

「ヒツジさん!?」

　未み絵えが驚おどろきの声をあげる。

「樋ひ廻まわりさん……あなたが委員長になったのは、私の占うらないによるもの……自分の運命をあなたに委ゆだねるくらい、当然のことよ……」

（こいつ……）

　その覚かく悟ご、敵ながら見上げたものだ。

　慎しんの狙ねらいはまさにヒツジ女の言うとおりだった。偉えらそうなことを言いながら傍ぼう観かん者しや面づらしたこいつを表に引きずり出し、恥はずかしい目に遭あわせてやろうという魂こん胆たんだったが……それは向こうも望むところらしい。

　こうして最後のゲームの取り決めの確かく認にんも終しゆう了りよう。

　いよいよ次のゲームで、全すべてが決まる。







　最後のゲームが始まり、既すでに十分が経過。

　慎はひとまず校舎内を隠かくれながら逃にげることを優先し、六組の動向を探さぐることに努めた。

　決められたエリアは一年生校舎とその周辺。缶かんを置く、もといスカート役の女子を配置できるのもそのエリア内となる。

　慎は一年生校舎三階の廊ろう下かの窓から下を覗のぞき見た。

　そこには、スカート役を務めるヒツジ女と、それを守る三人の六組の姿。

　校舎を壁かべにして利用する形で、残る三方を三人の六組が守るという布ふ陣じんだ。

　まさに鼠ねずみ一いつ匹ぴきの侵しん入にゆうすら見逃のがさないという、鉄てつ壁ぺきの厳げん戒かい態勢。残る六人が校舎内に潜ひそむ七組を探しているんだろうけど、常に三人がスカートの防衛として残っている。

（しかも……）

　缶を守る六組の三人、その内の一人はあの樋廻未絵。

　彼女の視界に入ればテニスボールで迎げい撃げきされるのだから、近づくことすらままならない。

　結局これまで樋廻未絵を中心とした六組の隙すきを突つくことができないまま時間だけが経過し、既に七組は半分以上がアウトにされている。正直、劣れつ勢せいと言えるだろう。

「……赤あか津つ君」

「うおわぅ！」

　急に声をかけられて振ふり返ると、笹ささ川がわ小こ鉢ばちが立っていた。

「……何してるの？　見つかるよ」

「いやさっきからヒツジ女のスカートのめくり方を考えてたんだけど」

　それだけ聞くと不ふ審しん者そのものだが、慎は至って真しん剣けんだ。

「隙はありそう？」

「それは……」

　ヒツジ女のスカートをめくるには、あの樋ひ廻まわり未み絵えを出し抜ぬかないといけない。しかし彼女はなんと竹たけ御み代だい椋りよう子ことも互ご角かくの勝負をしてしまうほどの身体能力を持つ体育会系女子だった。椋子頼だのみの力押しも難しいだろう。

　あの四方を守られたスカートを攻こう略りやくするには、どうすれば……

「ひとまず移動するか。お前も来い」

　とはいえ、このままでは校舎を徘はい徊かいする六組に見つかるのも時間の問題だ。何かしらの手に打って出ないといけない。

「どこに行くの？」

「まずは委員長だ。あいつと合流しねえと」

「……竹御代さん」

「相手に樋廻がいるんじゃあな……委員長がいないと話にならない」

「だね」

「全く、どこほっつき歩いてんだよあいつ」

「竹御代さんなら、屋上にいるよ」

　慎しんは足を止めて、小こ鉢ばちを振ふり返る。

「さっき、竹御代さんと一いつ緒しよに六組の人に囲まれかけて、それで」

「それで？」

「このままじゃ見つかるからって、屋上に逃にげるように勧すすめた」

「ああ、なるほどな。で、今も屋上にいんの？」

「だね」

「そうか」なら話は早い。すぐに向かわないとな。

　しかし小鉢の様子が少しおかしいのが気になった。

　さっきから全く動こうとせず、感情のいまいち見えない目をこっちに向けているだけだ。

「先に竹御代さんが屋上に出たところで、鍵かぎをかけた」

「……うん？」

　なんだろう。なんとも不ふ穏おんな空気を感じる。

「これでもう屋上から校舎に入れない。スカートをめくりに行くことも、できなくなった」

　こいつ……どういうつもりだ？

　とりあえず慎は小鉢を連れて近くの教室に身を潜ひそめた。というか六組の教室だった。合同授業中なので誰だれもいない。

　落ち着いて、問う。

「目的を聞いていいか？」

「……樋廻未絵さん、凄すごかった。竹御代さんと同等の身体能力を持ち、しかも人望も厚い。竹御代さんみたいに、自分の家名にすがることもなく」

「まあ、そうだな」

「せっかくだから、このまま樋ひ廻まわりさんに勝ってもらおうかなって」

「いや屋上に締しめ出されたままじゃ決着つかないだろ」

　缶かんを蹴けりに行けない代わりに、見つかることもない。アウトにもなりようがない。

「……でも、考えてみて。ずっと竹たけ御み代だいさんが缶を蹴りに現れなかったら、どうなるか」

　授業終しゆう了りよう──タイムアップになった場合の勝敗については特に決めていない。しかし終了の鐘かねが鳴っても、いつまでも竹御代椋りよう子こが現れなかったら。

　まあ、普ふ通つうに白しらけるわな。

　勝ち負けはともかく、信しん頼らいを大きく失うことになるだろう。

（……俺の失態か）

　パソコンルームでの一件以降大人しくなった小こ鉢ばちだが、あれで椋子へと心を許したなんて楽観的な考えは、さすがに慎しんも持っていない。

　ただ表面上は普通の関係が築けたようだから、ひとまずは良しとしていた。

　しかし七組がまとまったから次は六組だと気が逸はやるあまり、内なる敵への注意を欠いていたようだ。小鉢のことも少しは警けい戒かいするよう、椋子にも言っておくべきだった。

「いつかこうやって裏切るために、最近は委員長に従順なふりしてたのか」

「一番屈くつ辱じよく的だったのは、合同授業の説明の時の竹御代さんコールかな」

「あれな！」

　確かに慎も恥はずかしかった。

　いつも休み時間にいなくなる小鉢は、ただ泥どろ団だん子ごばかりを作っていたわけじゃなかったという。校舎を徘はい徊かいし、屋上のような『罠わな』になりそうな場所も探していたのだ。

　校舎の内側がわから鍵かぎをかけたら締め出される形になるとか、慎もあんまり考えたことなかった。これからは屋上をたまり場にするのは考え直すべきかもしれない。

　小鉢は「あと」と続ける。

「屋上に締め出すだけじゃなく『幸せの本』による絶望の秘策も仕組んでみた」

「ああ、また例のやつね……今度は何をしやがった」

「口から取り入れた水分がおしっこになるまでの時間、知ってる？」

「いきなり何!?　知らねえよ！」

　小鉢は落ち着いた様子で説明する。

「最初の一時間で約一六パーセントがおしっこになって、膀ぼう胱こうに溜たまるらしいね。これが二時間だと六〇パーセント、三時間を過ぎると実に八〇パーセントがおしっこになる……」

　ここにはちょうど黒板もある。

　小鉢はチョークを走らせ、「おしっこ」「一六パーセント」といった感じで要点をわかりやすく書き出してくれる。こうしてると先生みたいだ。

　変なこと書くなとも思うが、まあ六組の教室だしいいだろう。

「……君は、どう？　そろそろおしっこに行きたいって思わない？」

「あ？　いや……ああ、まあ、言われてみれば」

　一応授業中なのでトイレの発想は無かったけども、意識すればそんな気がしてくる。

　そういや最初に七組が缶かんジュース買い過ぎたせいで飲みまくったからな。

（……まさか）

　ある可能性に思い至り、ハッとなる。

「妙みようだとは思ってたんだよ。やけにお前が委員長に缶ジュースを勧すすめてやがるからな」

　それにこの缶かん蹴けり対決、最初のバトルロワイヤル方式から普ふ通つうの缶蹴りをするように促うながしたのも小こ鉢ばちだ。全すべてはこの状じよう況きようを作り出すための布ふ石せきなのか。

「竹たけ御み代だいさんが飲んだ缶ジュースは九本。一缶三五〇ミリリットルとして、約三リットルの水分を取り入れたことになるね」

　カッカッとチョークで数字を書き出す小鉢。その間に慎しんが補足する。

「飲んだのは……一時過ぎくらいか？　そして今が三時過ぎだから、ちょうど二時間くらい経たってることになる」

「今頃ごろは、約六〇パーセントの二リットル弱がおしっこになって、竹御代さんの膀ぼう胱こうに溜たまってることになるね」

「……何リットルだ？」

　慎は何かを恐おそれるような表情で問う。

「だから、二リットル」

「違ちがう、そうじゃねえ……」

　小鉢が語る悪あく魔まの計算式。しかし理系の慎だからこそわかる。

『Ｘ』を求めるには、まだ足りない要素がある。

「だから何リットルなんだよ！　……膀胱に蓄たくわえられる尿にようの容量はよ！」

「個人差が大きいみたいだけど……優ゆう秀しゆうな人で、六〇〇ミリリットルくらいかな」

「六〇〇……」

　慎は息を吞のみ、小鉢の手からチョークを奪うばい取る。

　そして数式を書き出した。




　　3,000×0.6　＝　600X

　　1,800　＝　600X

　　X＝3




　この『Ｘ』の意味するもの、それは──

「今の委員長の膀ぼう胱こうには、容量の三倍もの尿にようが溜たまっているということか！」

「いつまで経たっても現れない臆おく病びよう者の竹たけ御み代だいさん。みんなが校内を捜そう索さくし、そしてようやく屋上で見つかった竹御代さんは、なんと！　膀胱を限界突とつ破ぱしていたのです。無様に這はいつくばる竹御代さんの周りに放射状に広がるおしっこが……！」

「汚きたねえ！」

「これが【黒の書】第十四章〈触そく穢えの聖水〉。場所が場所なら聖水とまで呼ばれる美少女のおしっこも、リアルに漏もらせばドン引き。美少女性は穢けがされ、汚よごれキャラへとなり下がる」

　淡たん々たんと語る小こ鉢ばち。

　慎しんはそんな彼女に冷めたような目を向けつつ、その実、内心では感心していた。

（全く……よくもまあ、人を貶おとしめるためにここまで考えられるもんだな）

　尿意。これは割と馬ば鹿かにできないかもしれない。

　いくら常じよう軌きを逸いつする能力を持つ竹御代椋りよう子こでも、生理現象には抗あらがえない。

　屋上という場所も開放的なようで、校舎内への扉とびらが閉められたら、一転して堅けん牢ろうな閉へい鎖さ空間へと変わる。いかに竹御代椋子とはいえ、鉄製扉を破は壊かいするような真ま似ねはできないだろうし、脱だつ出しゆつは不可能だろう。

（……ん？）

　ふと、慎の頭を何かがよぎった。

　まるで欠けていたパズルの最後の一ピースが見つかったみたいな感覚だ。

「……ねえ」

　小鉢は考え込む慎を見上げていた。いつもの観察するような、感情の薄うすそうな瞳ひとみで。




「……竹御代さんのこと、助けに行く？」




「な……」

　まるで捨てられた子こ猫ねこみたいな、寂さびしさに似たなにかが、見えた気がした。

　椋子はただ屋上の鍵かぎを閉められただけだ。誰だれかが開ければ済む話ではある。

　しかし、それがわかっていてもなお、小鉢が慎にこのことを話した意味。

　それを理解できない慎ではなかった。

　彼女はこう言っているのだ。

　慎は委員長を助けるのか。

　それとも、まだ小鉢の味方でいてくれるのかと。

「なあ、笹ささ川がわ」

「……なに？」

「お前がこうまでして委員長を貶めようという理由……幸せな者は、いずれ他ほかの人の幸せも奪うばい取る。そういう奴やつを今から潰つぶしておく、そんな感じだったっけか」

「……だね。竹たけ御み代だいさんには、権力もお金も、能力も、全部ある。でも、それを正しく使えるような人とは思えない。あんな人が上に立っても……みんな、不幸になるだけだから」

「そうか」

　それは──残念ながら、おそらく、間ま違ちがっていない。

　少なくとも、今は。

「……わかった。なら、俺はその邪じや魔まをするつもりはねえよ。委員長を助けることもしない」

　そう。自分の役割は竹御代椋りよう子こを陰かげで支えること。

　直接手を差し伸のべて助けるような真ま似ねは、その領分じゃない。

　竹御代椋子を支えることは、甘やかすこととはイコールじゃない。

「……本当？」

　と口にする小こ鉢ばちは、どこかほっとしたように見えた。

「……じゃあ。もう、竹御代さんは終わりだね。七組の期待に応こたえられず樋ひ廻まわり未み絵えに恐おそれをなした臆おく病びよう者にして、おもらし委員長になる……濡ぬれるのは下だけかな。今ごろ上も。涙なみだを垂たれ流して泣いてるかも、だね」

「泣かねえよ、あいつは」

「え」

　──そう、約束したからな。

「さてと。じゃあ俺達は俺達でスカートをめくりに行くか」

「……行くの？」

「当たり前だ。ただでさえ委員長を締しめ出して授業の妨ぼう害がいしてんだぞ。せめて俺達だけでも授業のルールに則のつとって、正々堂々とスカートめくりに行かないとな」

「わかった。君の言うように、竹御代さんがいないと勝ち目は無いだろうけど」

　踵きびすをかえし、トコトコと教室を出ようとする小鉢。

「なあ。今日は泥どろ団だん子ごは持ってないのか？」

　小鉢が教室の戸に手をかけたまま、怪け訝げんそうな目を向けてくる。

「いつものところに何個かあるけど……それが、何？」

「竹御代がおしっこまみれなら樋廻はうんこまみれにしてやろうぜ！」

「……いいね」

　小鉢はあっさり乗った。

　笹ささ川がわ小鉢にとっての標的は、別に竹御代椋子に限らない。いわば天てん藍らん高校の生徒全員であり、委員長である樋廻未絵の優先順位はかなり高いはずだ。

　どうせ勝てないならせめて樋廻に一いつ矢し報むくいての嫌いやがらせ、というわけだ。

「でも。うんこ入りはもう無かったと思う」

「え、そうなの？」

「その代わり、腐くさった牛乳でヨーグルトを作ろうとして失敗した白はく濁だく液が入ってる」

「それだ！」

　慎しんは親指を立てる。グッジョブ！

「でも、どうするの？　樋ひ廻まわりさんには、泥どろ団だん子ごをぶつけるのも難しいと思うけど」

「それは……今から考える。とにかくお前は泥団子を取りに向かってくれ」

「わかった」

　小こ鉢ばちは先に教室を出て行く。

　それを見送った慎は、ようやく一ひと息いき。

「さて、俺も行くか」

　向かうのは天てん藍らん高校に入ってからの慎にとっては馴な染じみの深い場所──屋上だ。そしてそれは皮肉にも、慎が天藍高校への進学を決意した場所でもある。

　慎は今さら、そんなことを思い出した。







　中学三年になる頃ころ。

　竹たけ御み代だい椋りよう子こは放課後になると屋上に立てこもるようになった。とはいえ、場所が教室からより人目のつかない屋上に変わっただけで、前と一いつ緒しよだ。そんなお嬢じよう様をお迎むかえにあがりつつ窘たしなめるのが慎の日課であることも、その頃からなんら変わっていない。

「おい、そろそろ帰るぞ」

「うっ、えぐっ……し、慎……？」

　椋子は屋上の端はしっこで一人黄昏たそがれている。

「うう……何で？　ねえ、何でですか？　ぐすっ。何でわたしが、こんな目に遭あわないといけないの？　うぅ……ひっく、うわああああん」

（今日は重じゆう症しようみたいだな）

　小学生の頃に慎が泣かしてしまってから、彼女は本当に泣き虫になった。そこを周りに付け込まれるようになる。中学時代は悲ひ惨さんなもので、もはや『竹御代』の名前も、彼女が迫はく害がいを受ける理由にしかなっていなかった。

「わたしだって……好きでこの家に生まれたわけじゃ、ないです……」

「そりゃそうだ」

「わたしは、ただみんなと仲良くしたいだけなのに……ぐすっ」

　今思えば、小学生の頃のお嬢様ごっこも、彼女なりのコミュニケーションのつもりだったのかもしれない。特とく殊しゆな生おい立たちから、そのための器用な方法を知らなかっただけで。

「あのなあ、お嬢。あんな奴やつらほっときゃいいだろうが。そうやって下した手てに出るからつけあがるんだよ。つうかムカついたら、怒おこっていいんだぞ」

「だって……嫌きらわれたくないもん……うえ～～～ん！」

（……ちっ）

　小五の頃ころ、こいつを泣かした時は、本当にスッキリしたものだ。その後、皆みなからイジメられるようになったのも──いい気味だと思っていた。こいつは自分の家族の幸せを奪うばった竹たけ御み代だいの娘むすめなのだから。

　しかし同時に、日を重ねるごとに大きくなってくる一つの疑問があった。

　──これが本当に俺の望んだことなのか？

　四よん家けの一つ、竹御代の娘。

　それを背負うことが、どれほどのことなのかはわからない。

　けど……まだ中学生の女子でしかないこいつには、やや重いことは確からしかった。

　生まれ持った家いえ柄がらも財産も能力も、今のこいつには重荷にしかなっていない。

「……嫌えるわけねえだろ」

「ふぇ？」

　俺の家族を不幸にしたのは、『竹御代』であり、竹御代椋りよう子こではない。竹御代の名前の重圧に今にも押し潰つぶされそうなこいつも、ある意味では俺と同じで──

　まあ、なんにせよ、だ。

　こうやって毎日悲しそうに泣いてる子を恨うらめるような育てられ方は、された覚えが無い。

（いいよな、父さん）

　ひとまず保留にしておいた返事、もう迷いは無くなった。

　残された自分の家族のため。

　そして、もしかしたら、ほんの少しだけ、この泣き虫な少女のため。

「俺もよ。天てん藍らん高校に行くことになったんだ」

「……どういう、ことですか」

　そこで慎しんは初めて椋子に打ち明けた。

　竹御代椋子の執しつ事じ候補に選ばれ、天藍高校への進学を勧すすめられたことを。

　まあ実際は勧められたというよりも半ば脅きよう迫はくだ。母親や妹の生活を考えれば、断る余地も最初から無いんだけどもね。なんか悔くやしいので自分で選せん択たくしたみたいにしておいた。

「えへ、えへへ、えへへへへ」

　こっちを振ふり返った椋子は完全に泣きやんでいた。というか笑っていた。

「いきなりなんだよ。気持ちわりいな」

「だって。慎も一いつ緒しよなんですよね。やったー。これで三年間は安心です！」

　現金な奴やつだな……

「でも慎。試験の方は大だい丈じよう夫ぶですか？　筆記は自力でクリアしないといけないはずです」

「ぐ……まあまだ一年くらいある。なんとかなんだろ、多分……」

「がんばれー」

「他ひ人と事ごとだと思いやがって……！」

　ある程度はてめえのためなんだぞ、クソ。

　ムカついたので、こいつにも課題を出してやることにした。

「お前もう泣くんじゃねえよ」

　椋りよう子この顔が固まった。

　やがてじわり、と目元に涙なみだが浮かび始める。

「だって、だって……」

「あーもう、泣くなって！　昔、俺が泣かしてからだろうが、お前が泣くようになったの。俺のせいみたいで、何か落ち着かねえんだよ」

「あ……」

　椋子は目を大きく見開く。

「そっか、そうですよね……全然、気付かなかったな、そんなこと」

　後こう悔かいを嚙かみしめるように、俯うつむく。

「わかりました。わたし……もう、泣かないです！」

　椋子は最後に涙が零こぼれ落ちそうになる目をゴシゴシこする。

「今までごめんなさい、慎しん」

「お、おう」

　涙を拭ぬぐって見せた、その時の笑え顔がお。

　それはまるで雨上がりに咲く花みたいな魅み力りよくを感じさせた……かは知らないけども。

　天てん藍らん高校への進学を決めてしまったことへの後こう悔かいは、完全に消し飛んでいた。







「おぐぇぇぇ……漏もれ、漏れるぅ～～。トト、トイレェ～～～」

　屋上の扉とびら越ごしに、そんな声が聞こえた。

　小こ鉢ばちの計算通り、今まさに椋子の膀ぼう胱こうは決けつ壊かい寸前らしい。

「……誰だれか、そこにいますね。この反応……ま、まさか慎ですか！」

「ちっ」

　気付かれた。なんという気配察知力。

　もう少し、漏れそうなのを我が慢まんする声を楽しもうと思ってたんだけど。

「たた、助けてください！　実は、その、漏れちゃいそうで」

「……お前、そもそも何でこんなところにいんの？」

　知ってるけど一応聞いてみる。

「えと、笹ささ川がわさんが。鬼おにに見つからないように隠かくれておいた方がいいって。で、念のために鍵かぎをかけてくれて、あとで開けに来ることになってたんですけど」

　来るつもりないけどな、笹川。

「でもそれを待ってる状じよう況きようでは、なくなりました！　慎しんが来てくれて良かったです！　早く開けてください！　一刻も早く、トイレに行かなければなりません！」

　……………………。

「し、慎!?　聞いてるんですか！」

　ガンガンガンガンガン！

　けたたましい音が響ひびく。椋りよう子こが必死に、屋上の扉とびらを叩たたき始めた。

「へ、返事してください！　そこに、いるんですよね！」

「あ、ああ……いるけど」

　あまりに必死な椋子に、慎も驚おどろいてしまう。よっぽど危ないんだろう。

「だったら早く！　開けてください！」

「嫌いやだね」

「なんで!?」

　しかし慎は断固拒否した。

「冗じよう談だん言ってる場合じゃないんです。もう……爆ばく発はつします……」

「だから駄だ目めだってば」

　別に意地悪で言っているわけではない。

　──ここで鍵を開けると、小こ鉢ばちに椋子への関かん与よを疑われるだけだ。

　それに自分の役割は、この少女を陰かげで支えること。直接的な手出しはしない。

「とにかくここは通行止めだ。トイレ行きたいなら屋上から飛び降りたら？」

「ひどい！」

「つうか今、一応は授業中だぞ。トイレよりも先にやることがあんだろ」

「……じゃあ、なおさらですよね？　ここ、開けて……スカートも、めくりに行くから……」

「いや、だから飛び降りたらいいっつってんだろうが」

「な、なんで。なんでそんなこと言うんですか？　いくらなんでも、ひどいです……」

「あー勘かん違ちがいすんな。屋上から下、見てみ」

「はい？」

「ちょうどその下に目標のスカートがあるから」

　慎は今回の作戦の概がい要ようを打ち明ける。

　三人がかりで周囲に目を光らせる六組を出し抜ぬくのは、正せい攻こう法では不可能に近い。

　しかし上からの奇き襲しゆうなら、少しは奴やつらの意表を突つくことができるはずだ。

（笹川のおかげなんだよな、結果的には）

　小こ鉢ばちが屋上に締しめ出してくれたからこその思いつきだ。まあそれも、紘こう一いちが屋上から落ちて無事というトンデモ体験が無かったら、そもそもこんな発想は出てこなかっただろうけど。

　竹たけ御み代だい椋りよう子こには紘一ほどの頑がん丈じようさは無い。しかし代わりに人並外れた身体能力がある。屋上から飛び降りるくらい、造ぞう作さもないはずだ。多分。

「……い、嫌いやです」

　椋子から返って来たのは、そんな返事だった。

「なんか、人がいっぱいいるんですけど……七組のみんなと、多分、六組の人たち。缶かん蹴けりメンバー以外もです」

「え、そうなの？」

　そういえば、もう授業終しゆう了りようの時間まで結構ギリギリだったりする。既すでにゲームを終えた他ほかの種目の参加者が、まだゲームを続けている缶蹴りを見に集まったんだろう。

「目立ち、ますよね。とても」

　こいつは、引っ込み思案な奴やつだ。

　六組と七組全員に見られるようなことは、今のこいつにはややハードルが高いかもしれない。勝ち負けまでかかるとなれば、なおさらプレッシャーも強くなる。

「……そういや六組の奴ら、個性を隠かくすために仮面を被かぶってるんだってな」

「え……」

　突とつ然ぜんの関係の無さそうな話に、椋子は驚おどろきの声をあげる。

「いやあいつらの事情はよくわからんけど。お前もそうやって仮面でもつけれたら良かったのになって思ってよ」

「それは」

　今まで、竹御代の者として周りから様々な目を向けられ続けてきた少女。

　言葉を濁にごす椋子は、想像しているのかもしれない。

　もしも、の可能性。

　目立つことなく、ひっそりと生きることができる日常を。

「けどお前は『竹御代』だ。生まれた時から隠しようのない『個性』を背負っちまってる。これは今さら変えようのない事実だ」

　そんな普ふ通つうの日常の可能性は、竹御代の家に生まれた時点で絵え空そら事ごとでしかない。

「そうだ……わたしは竹御代……」

　彼女自身が痛いほど理解していることだ。

「でも、慎しん……無理です……」

　しかし今の彼女には、竹御代の者として振ふる舞まうだけの強さは無い。多くの人の目に晒さらされながら、屋上から飛び降りるという神かみ業わざは到とう底ていできない。

「慎……お願いです。扉とびらを開けて、せめてお尻しりを触さわってください……」

　この『おまじない』無くして、彼女は完全に気持ちを切り替かえることができない。

「その必要はねえよ」

　しかし慎しんはあっさりとそう口にする。

「この扉とびらに尻しりをつけろ。俺は反対側がわから……尻しり子こ玉だまを送る」

「し、慎？　そんなこと、できるわけ」

「できる」

　断言する。

「いいか、お嬢じよう。思い出すんだ、入学式の日のことを。いよいよ今日から天てん藍らん高校に通うことになり、これぞ竹たけ御み代だいだってところを見せないといけなかったのに……お前はテンパってか、電車で切きつ符ぷを無くしたよな」

「はい……でも、それが？」

「そんなお前に、俺はどうしたよ」

　数秒の迷うような間の後、椋りよう子こは言う。

「……お尻しりを、触さわりました」

「そうだ。今までに無いくらいにしつこく、ねっとりとな」

　ここぞとばかりに彼女の尻に、慎の手の感かん触しよくを刻み付けた。

「だからこそ、今も残っているはずなんだ、俺に尻を触られた時の感覚が！　思い出せ……尻に意識を集中しろ！　すると、どうだ？　扉越ごしに、俺の手の存在を感じないか？」

「え……あ…………た、確かに！　感じる気がします！」

「だったら……いくぞ！」

「は、はい！」

　椋子はこの鉄の扉越しに、尻をこちらへと向けているだろう。

　慎も意識を集中。自分の右手に魂たましいのようなものを集めるイメージ。

「慎、ずっと気にしてくれてたんですよね……小学校の頃ころ、わたしを泣かせてしまったこと」

　扉の向こうから、そんな声が聞こえた。

「でも……泣いてしまったのは、わたしの勝手です。中学に入って、みんなから……その、嫌いやなことばかりされて泣いてたのも……全部、わたし自身の問題です」

　それはとても悲しそうで、何かを嚙かみしめるような声。

「慎は……怒おこってくれたんです。何もわかってなかったわたしに、初めて気付かせてくれました。今のままじゃ。小学校の頃みたいに、『竹御代』として甘やかされてるだけじゃ、駄だ目めなんですよね。がんばらないと、いけないんですよね」

「……ああ」

　椋子も薄うす々うす感じていたんだろう。

『竹御代』という名だけで委員長に選ばれ、周りが良くしてくれた七組での日常。

　それはまさに、かつての自分と同じなのだ。

「みんなに見られるのは……嫌いやだけど。でも。うん、平気。慎しんが見ていてくれるなら……わたし、がんばれます！」

「……そうか」

　精いっぱいに紡つむがれる、椋りよう子この前向きな言葉。

「だったら存分に目立ってやれ！」

　だから慎はその思いを受け、強気な言葉をかけてやる。

　鉄の扉とびら越ごしに、手をかざす。かつての竹たけ御み代だい椋子の自信を送りこむ。慎の手と椋子の尻しりを阻はばむは鋼鉄の扉。これを抜ぬけるには、穿うがつ力が必要だ。手に凝ぎよう縮しゆくされた尻しり子こ玉だまに回転を加える。螺ら旋せん丸がんをイメージし、慎しんの想おもいを貫かん通つう力へと変えて、我が主あるじへと放つ。

「嫌でもお前は注目されてるんだ！　だったら、こっちから見せつけてやれ！　『竹御代』椋子の凄すごさをな！」

　──届けええぇぇぇぇぇぇ！

　しばらくの沈ちん黙もく。

「し……赤あか津つ」

　静せい謐ひつを打ち破ったのは、迷いを断ち切った、気高い声だった。

　竹御代椋子の口調が変わる。

「──お膳ぜん立だて、ご苦労様。わざわざ観衆まで集めて、このわたしに最高の舞ぶ台たいを用意してくれたんだ」

　強さと傲ごう慢まんさを兼ね備えた、ワガママお嬢じよう様のそれへと変わる。

「あとはわたし一人でも十分なんだけど……そうね、今回はわたしの勝利の踏ふみ台だいになることを、特別に許してあげる。せいぜい地べたでわたしのために惨みじめに働くことね」

　はぁはぁと、全すべてを出し切った慎は肩かたで息をしながら鉄の扉に背中を預け。

「ありがとうございます！」

　心からそう叫さけんだ。







　小こ鉢ばちと合流する。

「泥どろ団だん子ごは用意できたみたいだな」

「ん」

「あとは……」

　校舎の陰かげに身を潜ひそめつつ、二人はこれからの流れを確かく認にんし合った。

　そこに誰だれかが声をかけてくる。

「あ！　こんなところでなにやってるんすか、二人とも！」

　馴なれ馴れしいクラスメイトの柚ゆ井いだ。

「静かにしろ！　見つかるだろうが！」

「あ……すいません。缶かん蹴けり中なんすね……」

　ひとまず黙だまらせつつも、せっかくなので状じよう況きようを聞いておく。

「椅い子す取りゲーム班とだるまさんがころんだ班は終わったのか？　結果はどうなった」

「あ、はい。私達椅子取りゲーム班は惜おしくも負けちゃいました！　でもだるまさんがころんだ班は勝ったみたいっす！　今のところ同点っすね！」

「そうか」

「つまりこの缶蹴りに、合同授業そのものの勝敗もかかってるってことっすよ！」

　しかしこいつやかましいな……静かにしろ言ってんのに。

　慎しんは校舎の角から顔を出して確かく認にん。確かに他ほかの種目を終えた面々が集まってきているようで、人が多い。いいぞ。隠かくれる側がわとしては、やりやすくて助かる。

「んー？」

　同じくヒョコッと顔を出した柚井が唸うなる。

「赤あか津つさん達、缶蹴りやってるんすよね。その割に缶が見当たらないんすけど」

「ああ、色々あって缶を蹴る代わりに女子のスカートめくることになってんだよ」

「一体なにがあったんすか!?」

　うるさいので柚井を追い払はらう。

「さて、そろそろ行くぞ笹ささ川がわ」

「ん」

　あとは特とつ攻こうをかけるだけだ。生存している七組のメンバーは慎と小こ鉢ばちと、そしてもう一人。

（頼たのんだぜ、お嬢じよう）

　七組の皆みなにとって、竹たけ御み代だい椋りよう子こは必ず自分達を勝利に導いてくれる特別な存在なんだ。

　だったら俺は──俺のキャラを貫つらぬくだけだ！




　六時間目の終しゆう了りようを告げる鐘かねが間もなく鳴ろうとする頃ころ。

　一年生校舎沿いに、多くの一年生生徒が集まっていた。その数はゆうに五十人以上。六組と七組のほぼ全員だ。ギャラリー達の視線は、勝敗を分かつスカートへと向けられている。

　そんなたくさんの視線が集中する最さ中なか。

「うおおおおおおおおああああああああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合の雄お叫たけびと共に、スカートに特攻をかける影があった。

　顔は黒い布のような物で覆おおわれ、誰だれなのかは判別できない。上半身は裸はだかで、ハーフパンツのみの格好だ。

「うわあ、なんか来やがったぞ！」

「キモッ！」

　場は一気に騒そう然ぜんとなる。

　上半身裸はだかの黒くろ頭ず巾きんが叫さけび声ごえをあげながら走っているのだ！

　この変質者めいた者の正体──言うまでもなく赤あか津つ慎しん。

　七組でアウトになっていないのは三人。

　声からして男だし、変質者の正体が赤津慎であることは六組にも予想できるところだろう。この変態性は、まさに学校における慎のキャラ通りでもある。しかし、たまたま侵しん入にゆうしてきた外部の変質者、という線も完全には捨てきれない。

（だったら……仮面を剝はいで確かく認にんしないわけにもいかねえよな）

　これは仮面で顔を隠かくしている六組への意い趣しゆ返がえしでもある。七組が鬼おにの時は、隠れている六組を見つけても仮面のせいで顔がわからないので、地味に苦労させられた。

　六組も素す直なおに「赤津さんアウト！」としていいものか迷っているようだ──ただ純じゆん粋すいに突とつ然ぜんの変質者に驚おどろいているだけかもだが。

（さて、問題はここからだ）

　慎は全力疾しつ走そうしながら、頭巾（正確には小こ鉢ばちから借りた黒パーカー）の裏で思考する。

　視界の正面にはスカート。ヒツジ女。

　六組のゾウと半魚人が、缶かんを守るべく包囲網もうを固めようとする。

（残念だったな。俺の狙ねらいは）

　ヒツジ女に向かって走っていた慎は急速に方向転てん換かん──樋ひ廻まわり未み絵えへと向かう。

「！」

　それに気付いた未絵は、手にしたラケットを構えて表情を引き締しめる。

　そんな未絵を前に、慎はハーフパンツ脱ぬごうとする！

「って、ええ!?」

　樋廻未絵は驚きよう愕がくする。しかし慎は手を止めない。

　それはもう、パンツごと脱いで下半身をあらわにしようかという勢いで。

　全ぜん裸らの状態で樋廻未絵に突とつ撃げきしようかという勢い──に見せかけて。

（ここだ！）

　未絵に迫せまる直前、慎は即そく座ざに真横へ跳とぶ！

　そして──入れ替かわるように泥どろ団だん子ごが未絵を襲おそった！

　慎の奇き行こうで意識を引きつつ、その後方、校舎の陰かげでは小鉢が待機していたのだ。

　完かん璧ぺきなタイミング。

　ハーフパンツに手をかけたのは、泥団子を投げろという小鉢への合図も兼かねていた。

「……ハァッ！」

　しかし、さすがは樋廻未絵。重なる揺ゆさぶりを前にどうにかテニスプレイヤーの本能を呼び起こし、咄とつ嗟さに泥どろ団だん子ごをラケットで打ち返そうとし、

（それが命取りだ）

　──炸さく裂れつした！

　中に敷しき詰つめられたヨーグルトもどきがガットの隙すき間まを抜ぬけ、未み絵えの上半身を汚けがす。

「おらあ！」

　続けて慎しんはボディープレス。これで未絵の動きを完全に封ふうじた。

「樋ひ廻まわり、大だい丈じよう夫ぶか！」

「私のことは、気にしないでください！」

　地面に押し倒たおされて顔を白はく濁だく液まみれにしながらも。未絵は叫さけんだ。

「とにかくスカートを守って！　どこかに……竹たけ御み代だいさんがいるはずです！」

（いい読みだ）

　空あき缶かんに単身で特とつ攻こうをかけた慎。後方から泥団子を投げた小こ鉢ばち。

　まだ竹御代椋りよう子こだけが姿を見せていない。

　仕し掛かけるのなら、三人同時で──まさにお前の考えるとおりだよ。

　未絵の指示により、残る六組のゾウと半魚人は周囲へと警けい戒かいを向ける。

　どんな奴やつの接近も見逃のがすまいと、仮面の奥の目を光らせる。

　ヒツジ女が言う。

「あなた達二人を囮おとりにしてできた隙を竹御代が突つく……考えていたのはそんなところかしら？　けど、残念だったわね……」

「そうでもねえよ。俺達の役目は樋廻をおさえることだ。十分に役目は果たしたぜ。残るお前らじゃ、俺達の委員長は止められないだろうからな」

「前後、そして左右……警戒するだけなら私達だけで十分よ……どこから近づこうとも、竹御代椋子の接近を見逃すことはないわ……」

「そうだな」

　慎はそれを肯こう定ていし──しかし浮かべるのは勝利を確信した笑えみだ。

「左右が駄だ目めなら……基本だぜ」

「……まさか！」

　押し倒されて空を見上げる未絵は気付いたようだ。屋上から迫せまる、もう一人の七組の影かげに。

「けど見えねえよ。仮面で視界が極きよく端たんに狭せまくなった奴らにはな」

　そう、それこそが仮面の弱点。

　わあああ、と周りから歓かん声せいがあがる。

　椋子が屋上から飛んだのだ。しかし仮面をつけた連中は、すぐに事態をのみこめない。




「──チェックメイト。わたし達の勝ちね」




「……竹たけ御み代だい椋りよう子こ！」

　仮か面めんを通してもわかる驚きよう愕がくの声と共に、ヒツジ女が椋子の接近に気付いたのは。

　既すでにそのスカートがめくられた後だった。

「ヒツジ女。俺の言ったとおりだな。お前はお前自身の予言によって敗北する」

「な……」

　竹御代椋子を見極きわめるといったヒツジ女は、知らないだろう。

　四よん家けのお嬢じよう様である彼女の好物が、かの庶しよ民みん的スウィーツであることを。

「とっくに俺達の勝利は決まってたんだよ。お前がそいつを勝負ぱんつに選んだ時点でな」

　ひらりと舞まいあがる、スカート。

　その奥に見えるぱんつは溢あふれんばかりに甘そうな──クリーム色をしていた。

　勝利の暁あかつきに約束された、シュークリームパーティーだ。
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　　　　エピローグ




「七夕の夜。短たん冊ざくに一つだけ願い事を書くとしたら、君は何を願う？」

「ん、そうだな……」

　咲さ希きのお尻しりで背中を洗ってもらいたい──という冗じよう談だんはさておき。

　慎しんは小こ鉢ばちの問いに、割と真しん剣けんに考えてみることにした。

　場所は例の旧校舎にある小鉢の秘密スペース。

　時間は放課後、ここにいるのは慎と小鉢だけだ。今日も小屋の壁かべにもたれて、泥どろに足を突つっ込んでいる。慎も思いきってやってみたら案外気持ちよく、謎なぞのリラックス効果を生みだしていた。

　そんなスッキリ頭で十分に考えた結果。

「やっぱ金だな。一億円……将来遊んで暮らすことも考えたら、その三倍は欲しいな」

　自分の家は現在、多大な借金を抱かかえている。

　それが理由で慎は自分の将来を犠ぎ牲せいにし、竹御代の家に全すべてを捧ささげることになってしまった。借金さえ耳を揃そろえて突き返しさえすれば、慎は晴れて自由の身になる。

　金は天下の回り物。やや安直だけど、これで全ての問題が解決されるのも確かだ。

「……それは、君の本当の願いじゃないよね」

　しかし小鉢は慎の答えを、あっさり否定した。

「なんでわかんだよ」

　小鉢は眠ねむそうな目で遠くを見ながら、ぽつぽつと語り出した。

「さっき……しばらく間まを開けてたよね。考えてたんだ。最も合理的な願いが何なのかを。その時点で、君の純じゆん粋すいな想おもいは、無くなってるよ」

「……どういうことだよ」

「ん……例えば、だけど。何が一番オトクかっていう物理的・金銭的な損得勘かん定じようとか。その短冊を笹ささに吊つるすことでの周りへの気き恥はずかしさとか、かな。そういったものを計算してしまったからこそ、お金っていう無難な答えになったんだと思う」

「む……」

「じゃあ。そのお金で、何がしたい？　将来遊んで暮らすって、例えば？」

「それは……」

　答えは、すぐに口から出てこなかった。

　自分の境きよう遇ぐうやら竹たけ御み代だい椋りよう子ことの関係を言うわけにはいかない、ということもある。

　けどそれを抜ぬきにしても。たとえ借金が無かったとしても。

　自分はその金をどうしようというのか。どれだけ金を積んだところで、父親が、家族全員が揃そろっていた頃ころの幸せな時間は、もう、戻もどってこないのに。

「……難しく考える必要は、無いんだよ」

「笹ささ川がわ……」

「むしろ考えたら、だめ。さっき私が聞いた時、君が心の中で最初に思い浮かべたものこそが、君の本当の願いなはずだから」

「そっか。そう、だよな……」

　ということは、

（咲さ希きの尻しりか！）

　確かに咲希は最も大事な肉親だ。

　尻に対する執しゆう着ちやく……まあ、これも、自分でも認めないでもない。

　だからといって、その二つを掛かけ合わせればいいというのは、さすがに安易過ぎる。

「人それぞれで、好きな食べ物が違ちがうように。本当は、幸せも人によって違う。誰だれしもが自分だけの幸せを持ち、誰もが幸せになれるはず」

　けど、どうだろう。

　慎しんにとってお尻がオーガニック的な何かに変じたのは、忘れもしない小五の頃ころ。背中に竹たけ御み代だい椋りよう子この尻を乗せられた時だ。あの感かん触しよくをもう一度味わいたい……というのは……

「でも、社会は一面的な価値を押しつけようとする。勝ち負けの概がい念ねんを生み、人を恵めぐまれた者と貧しい者に分かつ。誰もが幸せになることができない世界を作ろうとする」

　素す直なおに認めよう、味わいたい。

　そして偶ぐう然ぜんにも咲希は現在小学五年生だ。

　つまり同じ小五の咲希のお尻と俺の背中が触ふれ合うのだとすれば、つまりそれは俺にとって原点回帰とも言えるだろう。ましてや咲希の尻だ。当時の竹御代椋子以上のお尻だ。

「……赤あか津つ君」

「ああ」

　もちろん聞いてるぞ。

「君がお尻を触さわって捕つかまったのも……君の幸せを社会の価値が認めなかったからだね」

「なん……だと……」

「そんな欺ぎ瞞まんと矛む盾じゆんに満ちた世の中に警けい鐘しようを鳴らすべく書かれたのがこの『幸せの本』。笹川家の者として、私には、これを広く世に知らしめる使命がある」

「まさかお前の言う『みんなが幸せなせかい』では、お尻を触っても許されるのか？」

「だね（適当）」

「ユートピアだ！　びっくりするほどユートピアだ！」




　──合同授業から一週間。

　学校では相変わらず慎しんの居場所は無い。というかむしろ悪評はさらに広まることになった。半はん裸らで六組の委員長にダイブしたんだから、まあ当然だろう。

　けど、これでいいのだ。

　自らの恥はじを捨て──その結果、我が主あるじはさらなる名声を得ることができた。

　椋りよう子こは缶かん蹴けり対決の勝利を機に六組にもちょっと有名になったし、七組からの信しん頼らいもさらに上げることになった。

『また委員長に上行かれたな。まさか屋上から飛び降りるなんて真ま似ねするなんてよ』

『う……手紙の時といい、おかしい。あれが竹たけ御み代だいさんの本当の姿で、普ふ段だんはアホを演じてる？　……まさか、二重人格……そんな』

　ちなみに笹ささ川がわ小こ鉢ばちも椋子に対する認にん識しきを完全に改めたようだ。

　椋子に二度も出し抜ぬかれたものだから、思いっきり警けい戒かいしてしまっている。

　それどころか、

『例の嫌いやがらせ……ひとまず竹御代はほっといて、当面は他ほかのクラスの委員長にやってみたら？　別にお前の標的、竹御代椋子に限らないんだよな』

『……それも、アリかな』

　これから他の委員長とも争わないといけない椋子にとって、強い味方になってくれそうですらある。

　ただ小鉢は、慎の何気ない発言に、引っかかったようで。

『……嫌がらせじゃない。誰だれかに不幸をもたらすのは、それが結果的に他の人の幸せにつながるから。そもそも、『幸せの本』の、本当の目的は──』




「ユートピアだ！　びっくりするほどユートピアだ！」

　世界中の誰もが幸せになれるという、絵に書いたような理想郷。

　それをつくるために書かれたのが、笹川家に伝わる『幸せの本』。

「偽いつわりの幸せを壊こわすのが『黒の書』なら、本当の幸せを教えてくれるのが『白の書』。『幸せの本』はこの二つからできてる」

「そんなのもあるのか」

「……君はもう、みんなから痴ち漢かんって蔑さげすまれるだけの存在になった」

「蔑まれるだけの存在て」

　本当クズみたいな存在だなそう言われると。

　まあ、確かに絶望的ではある。今さらまともな高校生活は送れないだろうし、竹御代椋子を首席で卒業させることができなかったら、卒業後はさらなる絶望が待っている。

「……大だい丈じよう夫ぶ、だよ」

　しかし小こ鉢ばちは言う。

「いや何が？」

「……君は、本当の幸せを知らないだけだから。ううん、見ようとしないだけ。真っ暗な空でも、目をこらしたら、たくさんの小さい星が、輝かがやいてる……私が、それを教えてあげる」

　小こ鉢ばちがいつもの表情の乏とぼしい顔をこっちに向け──




「私が君を幸せにしてあげる」




　笑った。

（な……）

　慎しんが初めて見る、かろうじて笑え顔がおだとわかる、ぎこちない、どこかアンニュイなその表情には、不思議と引き込まれるような魅み力りよくがあった。

（……本当、よくわからない奴やつだな）

　まあ、こうなってしまったのも何かの縁えんだ。

　もう少しだけこいつとも付き合ってやるとするかね。







「というわけで、完全に七組は制せい覇はしました！　ついでに六組との対決にも勝利！　娘むすめさんの天てん藍らん高校での覇道は、いよいよここから始まりそうです！」

『……そうか。お前もご苦労だったな。その調子で頼たのんだぞ』

「押お忍す！」

　そんな報告を終え、慎はごろんとベッドに寝ね転がった。

　やはり当面はこれだ。竹たけ御み代だい椋りよう子こを首席で卒業させることだ。

　人前でもそこそこ話せるようになったし、慎の手引きがあったとはいえ缶かん蹴けり（スカートめくり）対決でもあれほどの力を見せつつ、七組を勝利に導いた。

　やっぱり資質はあるんだろう。

　四よん家けの人間としての──人の上に立つ者としての。

（あのポンコツがねえ……）

　とはいえ、その姿はあんまり想像できない。

　天藍高校を首席で卒業して箔はくをつけた竹御代椋子は、いずれ社会に出て他ほかの四家を始めとした勢力と権力争いとかをしながら、日本の中ちゆう枢すうを担になう存在になっていく。

　それが四家の家に生まれた者の宿命。

（…………）

　笹ささ川がわ小鉢の影えい響きようだろうか。

　今日は、やけにこんな考えが頭をチラついてしまう。




　──その先に竹たけ御み代だい椋りよう子この本当の幸せはあるのだろうか、と。




（本当の幸せ、ねえ）

　ごろんと寝ね返がえりを打ち、慎しんは面めん倒どう臭くさい考えを頭から追い出した。

　代わりに思い出されるのは、合同授業で勝利した後の、七組教室での光景。

　クラスメイトと共にシュークリームで喜び合うお嬢じよう様。

　わかりやすいくらいに幸せそうな、竹御代椋子の姿。

（……あんなんで良かったら、いくらでも協力してやるよ）

　今は、まだ高校生なわけで。

　ただのクラスメイト同士でもあるわけだしな。








了












あとがき




　こんにちは。黒くろ羽ば朽くち葉ばと申します。

　このたび、二年と少しぶりに本を出させていただくことになりました。

　作品の内容は……学校が舞ぶ台たいになっています。内容とはあまり関係ないのですが、改かい稿こうのたびにお尻しりにまつわるエピソードが増えました。

　お尻といえば、私はここ一年くらいお尻が出血気味でとても困っています。

　なにやら命に関かかわるような怖こわい話も聞いたので、思いきって大腸の検査を受けることにしました。お尻から管を通すという、あの痛そうなやつです。

　検査の予約票を見たら担当医が女性で「おお！」となりました。

　お会いしたら私好みの方だったので「おおおっ！」となりました。

　とても若く、もしかしたら私より年下です。しかもあれですよ、医者といえばエリートなわけですよ。年下のエリート女子にお尻を弄いじられるわけですよ。当時の私が屈くつ辱じよくを感じてたのか興奮してたのかは覚えてないですが、これって端から見たらかなり羨うらやましいシチュエーションなのではないでしょうか。

　検査の結果、大腸に異常はありませんでした。座薬をもらいました。しかし座薬を入れるのが下手くそだからか、未いまだに出血は止まっていません。普ふ通つうにしてるだけでヒリヒリする時もあります。うう……可愛かわいい妖よう精せいさんのお尻に座薬入れたい…………

　すみません、なんか私の尻とか汚きたない話になってしまいました。いや大腸は相当キレイだったんですけどね。

　ここからは謝辞です。私のような費用対効果の見合わないモノと長くお付き合いいただきました担当編集様。ここまで来られたのは貴方あなた様のおかげです。私の曖あい昧まいな説明をもとにイラストを仕上げてくださった旅たび田た様。初めて貴方様のキャラデザを見た時の感動はずっと忘れません。他ほかにも私の駄だ文ぶんを細かくチェックしてくださった校こう閲えつ様始め、出版に関かかわる多くの方々に感謝を述べさせてください。ありがとうございました。

　そして本書を手に取ってくださった皆みな様。本当に本当にありがとうございます。

　またお会いできる日を心より望んでいます。





黒羽朽葉
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黒くろ羽ば朽くち葉ば

もう一人のボクが買った抱き枕のふくらはぎッス！

すべすべでぷにっとしててムチャクチャ気持ちいいんスよ！
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イラスト／旅たび田た尚ひさ幸ゆき

尻に魂を込めました。お尻っ子魂。

略して尻子魂（シリコダマ）







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「黒羽朽葉先生」係

「旅田尚幸先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





お嬢じょう様さまの幸しあわせは理り想そう郷きょうの果はてに








黒くろ羽ば朽くち葉ば
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